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平成３１年 

第１回宿毛市議会定例会会議録第１号 

 

１ 議事日程 

     第１日（平成３１年３月５日 火曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 会議録署名議員の指名 

   第２ 会期の決定 

    ○ 諸般の報告 

   第３ 議案第１号から議案第４０号まで 

      議案第 １号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることにつ 

             いて 

      議案第 ２号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることにつ 

             いて 

      議案第 ３号 平成３０年度宿毛市一般会計補正予算について 

      議案第 ４号 平成３０年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正予算について 

      議案第 ５号 平成３０年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予算について 

      議案第 ６号 平成３０年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算について 

      議案第 ７号 平成３０年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計補正予算につい 

             て 

      議案第 ８号 平成３０年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算について 

      議案第 ９号 平成３０年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算について 

      議案第１０号 平成３０年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計補正予算について 

      議案第１１号 平成３０年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算について 

      議案第１２号 平成３０年度宿毛市土地区画整理事業特別会計補正予算について 

      議案第１３号 平成３０年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予算について 

      議案第１４号 平成３０年度宿毛市水道事業会計補正予算について 

      議案第１５号 平成３１年度宿毛市一般会計予算について 

      議案第１６号 平成３１年度宿毛市国民健康保険事業特別会計予算について 

      議案第１７号 平成３１年度宿毛市へき地診療事業特別会計予算について 

      議案第１８号 平成３１年度宿毛市定期船事業特別会計予算について 

      議案第１９号 平成３１年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計予算について 

      議案第２０号 平成３１年度宿毛市学校給食事業特別会計予算について 

      議案第２１号 平成３１年度宿毛市下水道事業特別会計予算について 

      議案第２２号 平成３１年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計予算について 

      議案第２３号 平成３１年度幡多西部介護認定審査会特別会計予算について 

      議案第２４号 平成３１年度宿毛市介護保険事業特別会計予算について 
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      議案第２５号 平成３１年度宿毛市土地区画整理事業特別会計予算について 

      議案第２６号 平成３１年度宿毛市後期高齢者医療特別会計予算について 

      議案第２７号 平成３１年度宿毛市水道事業会計予算について 

      議案第２８号 宿毛市プロポーザル審査委員会条例の制定について 

      議案第２９号 宿毛市立認可外保育所設置条例の制定について 

      議案第３０号 宿毛市再生可能エネルギー発電設備の適正な設置及び管理に関す 

             る条例の制定について 

      議案第３１号 宿毛市都市計画マスタープラン策定委員会設置条例の制定につい 

             て 

      議案第３２号 宿毛市放置自動車の発生の防止及び適正な処理に関する条例の一 

             部を改正する条例について 

      議案第３３号 宿毛市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する 

             条例の一部を改正する条例について 

      議案第３４号 宿毛市手数料徴収条例の一部を改正する条例について 

      議案第３５号 宿毛市立小学校設置条例の一部を改正する条例について 

      議案第３６号 宿毛市人権尊重の社会づくり条例の一部を改正する条例について 

      議案第３７号 宿毛市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定め 

             る条例の一部を改正する条例について 

      議案第３８号 宿毛市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例につ 

             いて 

      議案第３９号 宿毛市消防団員（非常勤）の報酬及び費用弁償支給条例の一部を 

             改正する条例について 

      議案第４０号 和解及び損害賠償の額の決定について（追認） 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 会議録署名議員の指名 

   日程第２ 会期の決定 

   日程第３ 議案第１号から議案第４０号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１４名） 

   １番 川 田 栄 子 君     ２番 川 村 三千代 君 

   ３番 原 田 秀 明 君     ４番 山 岡   力 君 

   ５番 山 本   英 君     ６番 髙 倉 真 弓 君 

   ７番 山 上 庄 一 君     ８番 山 戸   寛 君 

   ９番 岡 﨑 利 久 君    １０番 野々下 昌 文 君 

  １１番 松 浦 英 夫 君    １２番 寺 田 公 一 君 

  １３番 宮 本 有 二 君    １４番 濵 田 陸 紀 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

   な  し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        朝比奈 淳 司 君 

   次長兼庶務係長 

   兼 調 査 係 長 
奈 良 和 美 君 

   議 事 係 長        宮 本 誉 子 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  中 平 富 宏 君 

   副 市 長 兼 

   税務課長事務取扱 
岩 本 昌 彦 君 

   企 画 課 長  黒 田   厚 君 

   総 務 課 長  河 原 敏 郎 君 

   危機管理課長  岩 本 敬 二 君 

   市 民 課 長  山 岡 敏 樹 君 

   税務課長補佐  田 村 泰 生 君 

   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
佐 藤 恵 介 君 

   健康推進課長  和 田 克 哉 君 

   長寿政策課長  桑 原   一 君 

   環 境 課 長  岡 本   武 君 

   人権推進課長  沢 田 美 保 君 

   産業振興課長  谷 本 和 哉 君 

   商工観光課長  上 村 秀 生 君 

   土 木 課 長  中 町 真 二 君 

   都市建設課長  小 島 裕 史 君 

   福祉事務所長  河 原 志加子 君 

   水 道 課 長  川 島 義 之 君 

   教 育 長  出 口 君 男 君 

   教 育 次 長 兼 

   学校教育課長 
中 山 佳 久 君 

   生涯学習課長 

   兼宿毛 文教       

   センター所長 

楠 目 健 一 君 

   学 校 給 食 

   センター所長 
山 戸 達 朗 君 

   選挙管理委員会 

   事 務 局 長 
児 島 厚 臣 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開会 

○議長（岡﨑利久君） これより平成３１年第

１回宿毛市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 日程第１「会議録署名議員の指名」を行いま

す。 

 会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定

により、議長において宮本有二君及び濵田陸紀

君を指名いたします。 

 日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

 この際、議会運営委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長。 

○議会運営委員長（寺田公一君） 議会運営委

員長。 

 ただいま議題となっております今期定例会の

会期につきましては、議長の要請により、去る

３月１日、議会運営委員会を開きまして、今期

定例会に提案予定の案件等を勘案の上、慎重に

審査した結果、本日から３月２７日までの２３

日間とすることに、全会一致をもって決定をい

たしました。 

 以上、報告いたします。 

○議長（岡﨑利久君） お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、委員長報告のとおり、

本日から３月２７日までの２３日間といたした

いと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、今期定例会の会期は、本日から３月

２７日までの２３日間と決定いたしました。 

 この際「諸般の報告」をいたします。 

 会議規則第６２条第２項の規定により、一般

質問の通告の期限を本日午後３時と定めますの

で、質問者は期間内にその要旨を文書で通告し

てください。 

 なお、閉会中の議員派遣及び事務的な報告に

つきましては、お手元に配付いたしました文書

のとおりでありますので、これにより御了承願

います。 

 市長から報告事項がありますので、発言を許

します。 

 市長。 

○市長（中平富宏君） 皆様、おはようござい

ます。 

 本日は、平成３１年第１回宿毛市議会定例会

に御参集いただきまして、まことにありがとう

ございます。 

 それでは、報告事項につきまして、御説明申

し上げます。 

 報告第１号は、和解及び損害賠償の額の決定

についてでございます。 

 詳細はお手元にお配りしております資料のと

おりでございます。 

 報告第２号は、宿毛市国民保護計画の変更に

ついてでございます。 

 内容につきましては、高知県国民保護計画が

変更されたことに伴い、武力攻撃事態等におけ

る国民の保護のための措置に関する法律第３５

条第８項の規定において、準用する同条第６項

の規定に基づき、議会に対して報告しようとす

るものです。 

 以上で報告事項の説明を終わります。 

○議長（岡﨑利久君） 以上で、諸般の報告を

終わります。 

 続いて、市長の行政方針の表明を行います。 

 市長。 

○市長（中平富宏君） 議案の説明に先立ち、

平成３１年度の市政運営における重要施策につ

いての所信を表明し、市民並びに議員の皆様方

の御理解と御協力を賜りたいと思います。 

 宿毛市の重点政策を「５本の柱」に集約し、

平成２９年度、３０年度の２カ年に渡り、鋭意
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取り組みを進めてまいりました。 

 市長としての市政運営１期目の任期も、残す

ところあと９カ月となりましたが、引き続き、

産業振興、観光振興、防災対策、人口減少対策、

子育て支援対策を柱に、宿毛市のため、全力で

取り組んでまいりたいと決意をしております。 

 また、平成３１年度は市の最上位計画であり、

市政運営の基準となる「宿毛市振興計画」、ま

た市の実情に応じた５カ年の目標や、具体的施

策をまとめた「宿毛市まち・ひと・しごと創生

総合戦略」、そして宿毛市の今後２０年を見越

した「都市計画マスタープラン」といった、市

にとっては重要度の高い計画策定業務が一斉に

スタートをいたします。 

 これからの宿毛市の未来像をどう描いていく

のか、新庁舎建設を契機に、どのように新しい

まちづくりをしていくのか、市長として明確な

ビジョンを持ち、市民の皆様の御意見もしっか

りと受けとめ、計画のための計画ではなく、実

効性のある計画とするべく、力を注いでまいり

ます。 

 それでは、５本の柱に沿って、御説明申し上

げます。 

 まずは、第１の柱、産業振興でございます。 

 平成３０年度、農業分野におきましては、担

い手への農地集積・集約化を進めるため、高知

県内で２例目となります、大深浦地区での約５．

５ヘクタールの農地中間管理機構関連の農地整

備事業に取り組んでいるところであり、国の事

業採択及び２０２０年の工事着工に向け、県で

申請手続を行っているところであります。 

 平成３１年度は、農業後継者の育成確保を目

的として、市と農協の共同で、農業研修生を受

け入れる農業公社を設立し、市内外から研修生

の受け入れを行い、農業振興に資するとともに、

移住者の受け入れも積極的に進めていきたいと

考えております。 

 林業分野に関しまして、平成３０年度は新規

林業従事者を拡大するため、自伐型林業の地域

おこし協力隊員を３名任用することができまし

た。 

 平成３１年度も、森林経営管理法が導入され

ることにより、山主にかわって、市が森林の手

入れをするなどして山を守っていくことが必要

となることから、林業従事者をふやすための取

り組みとして、引き続き「すくも森林塾」を開

催し、地域おこし協力隊員のさらなる募集もか

け、今以上に自伐型林業の推進と林家の拡大に

努めてまいります。 

 水産分野につきましては、株式会社高知道水

の高度な衛生管理基準を満たす水産加工施設が、

平成３１年３月末に完成する予定となっており

ます。 

 これにより、宿毛湾産のブリやマダイ、マグ

ロといった養殖魚の地元加工の促進が図られ、

地産外商の拡大や、海外輸出を視野に入れた取

り組みが可能となり、水産業の活性化、ひいて

は地域の雇用の創出にもつながるものと期待を

しております。 

 また、地域の活性化や産業振興に大きく寄与

するふるさと納税事業では、平成３０年度の寄

附額は、現時点でおよそ２億４，０００万円と

なっております。昨年発生しました、平成３０

年７月豪雨災害におきましても、ふるさと納税

制度を活用し、全国のたくさんの方々から寄附

金とともに、心温まるお言葉をいただきました。 

 今後は、市の具体的なプロジェクトに対して、

賛同者からの寄附を募るガバメント・クラウ

ド・ファンディングの活用も視野に入れながら、

人づくり、まちづくりに取り組んでまいります。 

 さらに、産業振興において重要な要素となる

道路整備ですが、高規格道路「中村宿毛道路」

につきましては、平田インターチェンジから宿

毛インターチェンジ（仮称）までの区間におい
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て、現在も着実に工事が進められており、平成

３１年度中の供用開始を目指しております。 

 四国横断自動車道、宿毛～内海間につきまし

ても、昨年１０月から１１月にかけて、国土交

通省四国地方整備局による第２回アンケート調

査や、関係機関へのヒアリング等が実施されま

した。また、本年２月７日には、第３回四国地

方小委員会が開催され、これまで宿毛市が要望

してきた、理想的な形での計画段階評価が順調

に進んでおります。 

 このような動きと並行して、平成３１年度も、

高速道路の想定地域周辺の国土調査も計画的に

実施してまいりますので、高速道路整備におき

まして、今後も市民の皆様の御協力をお願いし

たいと考えているところでございます。 

 続いて、第２の柱、観光振興でございます。 

 平成３０年度は、「志国高知幕末維新博～第

２幕」が開幕し、本市におきましては、平成２

９年度に改修工事を行った林邸がオープンいた

しました。 

 オープニングイベントでは、平成３０年宿毛

市観光びらきを同時開催し、新しくなった林邸

を一目見ようと、市内外から、およそ１，００

０人のお客様に御来場いただき、近代日本の礎

を築いた宿毛の偉人の功績を肌で感じていただ

くことができました。 

 また、１，２００個の幻想的な竹明かりに包

まれた、林邸ライトアップイベントや、第１回

すくも郷土かるた大会、クルーズ客船「ぱしふ

ぃっくびいなす」記念イベントを開催するなど、

林邸の特色を生かした、さまざまなイベントを

行いました。 

 今後につきましても、林邸をまちの駅と位置

づけ、既存市街地の活性化や、にぎわい創出の

拠点となるよう、活用してまいりたいと考えて

います。 

 一方、林邸に隣接する中央公民館では、文化

勲章を受章されました宿毛市名誉市民でありま

す奥谷博画伯の受章記念絵画展を、また県内２

１の地域会場の一つである宿毛歴史館では、企

画展「戊辰戦争と宿毛」を開催し、年間を通じ

て多くの方々に御来館いただきました。 

 また、宿毛市観光協会と連携する中で、宿毛

街歩きガイドの育成や、市内に点在する史跡を

めぐる、宿毛のまち歴史散歩の周遊コースを設

定するなど、「志国高知幕末維新博」を契機と

して、市全体の歴史資源の磨き上げを行うこと

ができましたので、平成３１年度につきまして

も、引き続き歴史観光のさらなる磨き上げに取

り組んでまいります。 

 「ポスト幕末維新博」として、先月開幕しま

した「リョーマの休日 自然・体験キャンペー

ン」は、自然体験を前面に出した各種アクティ

ビティが展開される自然体験型観光の取り組み

であります。 

 本市といたしましては、これまでも人気の高

い釣りや、マリンレジャーに力を入れ、タイラ

バなどの釣り用品や、スタンドアップパドルボ

ード、カヤックといったマリンレジャー用品を

充実させて、さらなる集客を図ってまいります。 

 また、現在、ダムカードやダムカレーが話題

となるなど、ダムや橋梁などのインフラ施設を

観光する、いわゆる、インフラツーリズムが注

目されております。 

 本市におきましても、昨年、横瀬川ダム夜間

工事ツアーに多くの参加者があり、このイベン

トがダムファンで構成する選考委員会によって、

日本ダムアワードに選出されるという、うれし

いニュースがありました。 

 このような状況の中、現在、建設中の横瀬川

ダムに、日本初となるダム壁面を活用したボル

ダリング施設を整備し、本市３つ目となるダム

を観光資源として、積極的に活用していくとと

もに、森林鉄道の軌道跡や、トドロの滝などの



 

－ 7 － 

ダム周辺地域の秘めた魅力を発信してまいりた

い 

と考えております。 

 また、後ほど詳しく御説明いたしますが、本

市は平成３０年度より自転車を活用したまちづ

くりに取り組んでおり、今回のキャンペーンに

合わせて、電動アシストつきマウンテンバイク

を整備いたしました。 

 この自転車は、電動アシストにより、１００

キロメートルを超える長距離でも楽に走ること

ができ、加えて林道などのオフロード走行も可

能とします。このことにより、初心者や高齢者

の方でも、ロードバイク経験者のように、より

広範囲に及ぶ宿毛市の魅力を味わうことができ

るようになります。 

 今回のキャンペーンは、本市にとりまして、

豊かな自然という強みを生かせる絶好の機会と

捉えています。これまで培ってきた取り組みを、

この機会にさらなる磨き上げを行い、市内を丸

ごと観光施設として、ＰＲをしていきたいと考

えております。 

 第３の柱は、防災対策でございます。 

 昨年７月の豪雨は、宿毛市において過去最大

となる時間雨量１０８ミリ、３時間の総雨量２

６３ミリという、記録的な大雨をもたらし、宿

毛市にも大きなつめ跡を残しました。 

 この豪雨災害では、本市においても住家への

浸水被害や、全半壊を含む土砂災害が発生し、

農地などへも大きな被害が発生しました。 

 多くの職員にとって、今回のような規模の災

害は初めての経験となる中で、被害調査、消毒

作業、各種救済制度の適用など、昼夜を問わず、

できる限りの対応を行いました。 

 また、災害復旧工事については、災害査定も

終了し、随時、工事を発注しているところでご

ざいます。 

 これまでも、南海トラフ地震対策として、津

波避難道の整備や、住宅の耐震改修事業など、

命を守る対策に積極的に取り組んでまいりまし

たが、平成３０年度はそれらの取り組みに加え

て、宿毛新港をメーン会場として、南海トラフ

地震を想定し、官民共同で今までに実施したこ

とのない遺体対応訓練や、長期浸水対応訓練な

どを含めた宿毛市総合防災訓練として、より実

効性のある内容で行うことができました。 

 また、南海トラフ地震発生時の孤立対策とし

て、小筑紫地区及び大海地区へヘリポートを整

備し、避難所運営マニュアルを策定した施設を

対象に、備蓄倉庫の設置や電源確保工事を実施

するとともに、必要な資機材の購入も行い、命

をつなぐ対策にも取り組んでまいりました。 

 平成３１年度においては、西町公園敷地内に、

発災時に必要となる水・食料の備蓄や、炊き出

しなどの一定の機能を有した、西地区防災セン

ターの整備や、高知大学の原教授に、宿毛市防

災アドバイザーとして就任いただき、自助、共

助の意識醸成のための講演や各種活動を行って

いただくこととしております。 

 また、近年多発する自然災害に対して、国は

平成３０年度から平成３２年度までの３カ年で、

防災・減災、国土強靭化の緊急対策を提唱して

おります。宿毛市におきましても、県と足並み

をそろえて、新田、大深浦、宿毛湾港の海岸堤

防を強化する事業を、当初の計画より前倒しで

実施をし、さらなる地震津波対策に取り組んで

まいります。 

 また、豪雨のたびに冠水の被害に遭っている

宿毛市街地の雨水対策としまして、平成３０年

度は、現状の問題点を明らかにする水路解析シ

ミュレーションを実施しました。平成３１年度

は、その成果をもとに、雨水排水計画を策定し

て、必要な対策を講じてまいります。 

 さらに、長年の懸案でありました老朽化著し

い市役所庁舎につきましては、住民説明会やア
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ンケート調査、庁舎建設審議会の答申を経て、

昨年９月の定例会におきまして、議会の特別議

決をいただき、小深浦高台へ建設することが決

定しました。 

 その後、新庁舎建設の基本構想について、パ

ブリックコメントの募集をし、並行して新メン

バーによる庁舎建設審議会へも諮り、おおむね

「内容は適正である」との答申をいただいたと

ころです。 

 また、市役所庁舎と統合保育園を建設する小

深浦高台は、宿毛海上保安署、県土木宿毛事務

所、宿毛警察署も庁舎の移転先の適地として決

定しているとお聞きをしております。 

 それらを踏まえ、平成３１年度は高台の造成

工事に着手するとともに、保育園においては、

基本設計及び実施設計を行って、園児を守るた

めの保育園の建設を、そして市役所庁舎におい

ても基本設計に取りかかり、復旧・復興の司令

塔となる、災害に強い庁舎の建設を進めてまい

ります。 

 また、先ほども触れました、宿毛～内海間の

四国横断自動車道につきましては、庁舎建設予

定地の北側を通って、宿毛新港へと連絡するル

ート帯が示されたことにより、地震・津波など

の災害発生時のアクセス道として、大きな強み

になるものと考えております。 

 第４の柱は、人口減少対策でございます。 

 移住定住推進室を核に、平成２８年度より宿

毛市に移住を希望されている方へ総合的なサポ

ートを行った結果、平成３０年度の目標である、

県外からの移住者５０名の目標を既に達成し、

現在６０名となっております。 

 本年度におきましては、昨年度高知県と連携

して実施したふるさとワーキングホリデー事業

を、市の主催で実施しており、現在５名の参加

者が、市内の文旦農家５事業所で働きながら滞

在しているなど、関係人口の増加、人材確保の

一翼を担っているところでございます。 

 平成３１年度におきましては、移住・定住の

希望者が心配される、仕事と住まいの情報提供

の充実を図るため、庁内の移住推進体制のより

一層の強化、空き家の確保や改修補助金の活用、

ふるさとワーキングホリデー事業などを充実さ

せたいと考えております。 

 また、平成３１年度より実施されます、移

住・定住の促進や、地域課題の解決に向け、新

たに起業する方の支援や、就業者の創出を目的

とした、高知県地方創生移住支援事業を活用し、

さらなる人口減少対策に努めてまいります。 

 なお、本市の企業誘致につきましては、これ

まで、高知西南中核工業団地や、宿毛湾港工業

流通団地の製造業を中心に行ってまいりました

が、昨年度から、若者や女性の希望も多い事務

系企業の誘致にも取り組んでまいりました。 

 その誘致活動が実を結び、東京都に本社を置

き、企業等の福利厚生業務の事務を代行する株

式会社ベネフィット・ワンが、昨年の１２月３

日に宿毛サテライトオフィスを開設しました。 

 現在、１３名の方々が雇用されており、地域

の雇用の創出はもとより、既存市街地の活性化

にもつながっているものと考えております。 

 なお、同社は、当面２０名の雇用を目標に、

新規学卒者も含めた人材を、現在も募集をして

おります。 

 このように、幅広い分野の企業誘致に取り組

むことにより、職業選択の機会を拡げる取り組

みを進めてまいります。 

 また、近年、地元企業におきましても、人材

確保が課題となっていることから、平成３１年

度も引き続き、地元企業・高校と連携を図りな

がら、新規学卒者などの若年層の流出防止・人

材確保対策に取り組んでまいります。 

 第５の柱は、子育て支援対策でございます。 

 子育て支援にかかわる平成３０年度の取り組
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みとしましては、福祉事務所に、子育て支援室

を新設し、学校や保育園など、各種機関や、家

庭児童相談室の連携をより強化して、子育て支

援の充実を図りました。 

 さらに近年、重大な社会問題となっておりま

す児童虐待に対して、平成３１年度は、本市に

おいても児童虐待防止対策として、妊娠期から

子育て期までを通した、保健・福祉・教育など

における連携体制の構築を図ることを目的に、

児童虐待防止対策コーディネーターを、１名配

置してまいります。 

 また、平成３０年度は、宿毛市における子育

ての課題やニーズについて、市内の子育て世代

全世帯を対象にした調査を行いました。 

 このニーズ調査の集計結果をもとに、平成３

１年度は、第２期子ども・子育て支援事業計画

を策定し、より一層、質の高い幼児期の教育・

保育の実施や、地域の特性やニーズに沿った子

ども・子育て支援事業の提供を図ってまいりま

す。 

 また、平成３０年度は、学校施設におけるさ

まざまな課題が全国的にも問題となりました。 

 大阪府北部地震によるブロック塀の倒壊や、

愛知県豊田市で小学生が熱中症で亡くなるなど、

マスメディアでも大きく取り上げられておりま

す。 

 これを受け、本市におきましても、ブロック

塀の改修経費や、小学校の普通教室へのエアコ

ン設置経費の議決をいただきましたので、児童

生徒の教育環境の充実に取り組んでまいります。 

 また、小中一体型で整備することとしており

ます宿毛小学校・中学校の校舎建設につきまし

ては、本年２月に優先交渉権者を選定しました

ので、関係機関と連携を取りながら、引き続き

早期着工に向けて取り組みを進めてまいります。 

 以上が、私の掲げる重点政策である、５本の

柱の内容でございます。 

 また、宿毛市は２０２０オリンピック・パラ

リンピック競技大会におけるオランダのホスト

タウンとして登録され、平成２９年度には、同

国の自転車ナショナルチームとの交流イベント

を開催するなど、近年、自転車の利活用促進に

向けた土壌づくりを行ってきました。 

 自転車は、老若男女を問わず、誰もが気軽に

利用でき、健康・環境・経済面など、さまざま

なメリットを享受できる乗り物として、日常生

活に欠かせない交通手段の一つであります。 

 しかし、かねてより自動車依存が顕著である

本市では、市民の自転車利用は少ないのが現状

です。加えて、交通ルールやマナーの遵守、自

転車の走行環境や受入体制などに不十分なとこ

ろもあり、より住みよいまちづくりに向け、地

域が一体となって取り組んでいく必要がありま

す。 

 また、既設の公共施設や森林資源などの本市

の豊かな地域資源を有効活用し、交流人口の拡

大を図っていく必要もあります。 

 このような状況の中、自転車を活用した施策

を体系的に取りまとめた、宿毛市自転車を活用

したまちづくり計画を今年度中に策定すること

としております。 

 本計画では、子供から高齢者までが自転車に

触れる機会をふやすことで、自転車やサイクル

スポーツを、市民にとって身近なものにしてい

くとともに、交通ルール・マナーの徹底や健康

増進を図りまして、市民の安全を確保した上で、

将来的な生活の質の向上を図っていきます。 

 また、市内事業者の皆様とも連携を図りなが

ら、自転車を切り口とした観光振興の取り組み

や、各種イベントの実施により、交流人口の拡

大を図り、地域経済の活性化につなげてまいり

ます。 

 以上が、平成３１年度、新たに取り組む主な

事業・政策でございまして、一般会計の当初予
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算案の総額は１４６億３，４７４万６，０００

円となり、平成３０年度と比べると、３２億５，

２６６万４，０００円の増、率にしまして２８．

６％の大幅増額予算となりました。 

 また、亥年である本年は、１２年に一度の選

挙イヤーであり、４月の統一地方選挙に始まり、

７月の参議院選挙、年末の県知事選挙・市長選

挙と選挙ずくめの年となりますので、選挙事務

に遺漏のないよう、万全を期してまいります。 

 このほかにも災害復旧事業、健康推進事業、

上下水道事業、環境対策事業、人権啓発事業、

国民健康保険事業など、行政としてやらなけれ

ばならない事業、解決しなければならない課題

は山積しております。 

 しかし、異体同心、立場は違えども目的を同

じくする職員とともに、知恵を絞り、汗をかき、

宿毛市のため宿毛市民のために、目の前の一つ

一つの課題に全力で取り組んでまいります。 

 市民並びに議員の皆様方におかれましては、

より一層の御理解と御協力をいただきますよう

お願い申し上げまして、平成３１年度へ向けて

の私の所信表明とさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長（岡﨑利久君） 以上で、市長の行政方

針の表明を終わります。 

 日程第３「議案第１号から議案第４０号ま

で」の４０議案を一括議題といたします。 

 この際、提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

○市長（中平富宏君） 御提案申し上げました

議案につきまして、提案理由の説明をいたしま

す。 

 議案第１号及び議案第２号は、「固定資産評

価審査委員会委員の選任につき同意を求めるこ

とについて」でございます。 

 固定資産評価審査委員会委員３名のうち、２

名の委員が任期満了となりますので、現委員の

山下博文氏につきましては、引き続き選任する

ことについて、佐田忠孝氏につきましては、後

任として、新たに三本義男氏を選任することに

ついて、地方税法第４２３条第３項の規定によ

り、議会の同意を求めるものです。 

 議案第３号は、「平成３０年度宿毛市一般会

計補正予算について」でございます。 

 総額で２億８，０３４万５，０００円を減額

しようとするものです。 

 歳入で増額する主なものは、市税８，８２８

万円、寄附金２，０４９万９，０００円などで

す。 

 また、歳入で減額する主なものは、国庫支出

金１億６，３２０万８，０００円、県支出金７，

２０３万５，０００円、繰入金４，７２９万４，

０００円、市債７，３７０万円などです。 

 一方、歳出で増額する主なものは、総務費で

は、職員退職手当４，７０１万円、派遣職員人

件費負担金１，０７８万６，０００円、住宅耐

震改修促進費補助金１，８５０万円。 

 民生費では、障害者福祉費扶助費１，３１７

万８，０００円、生活保護費国庫負担返還金２，

６８４万５，０００円。 

 土木費では、定期船事業特別会計繰出金１，

６５８万６，０００円、土地区画整理事業特別

会計繰出金３，５２４万９，０００円などを増

額しております。 

 また、歳出で減額する主なものは、民生費で

は、老人福祉費２，０６４万５，０００円、後

期高齢者医療保険費１，３５３万３，０００円、

災害救助費１，７４２万４，０００円。 

 農林水産業費では、農業振興費２，１６８万

６，０００円、林業振興費１，０５２万５，０

００円。 

 土木費では、道路新設改良費１，３６０万円、

地方道整備事業費１億１２４万５，０００円、

港湾費２，２７５万円、都市再生整備事業費１，



 

－ 11 － 

９０９万９，０００円、住宅管理費１，４８２

万円。 

 災害復旧費では、公共土木施設災害復旧費４，

５５９万５，０００円などを減額しております。 

 議案第４号から第１４号までの１１議案は、

平成３０年度各特別会計及び水道事業会計の補

正予算です。いずれも決算額を見込んで、必要

最小限の経費を補正しております。 

 議案第１５号は、「平成３１年度宿毛市一般

会計予算について」でございます。 

 総額で１４６億３，４７４万６，０００円を

計上しており、これは対前年度比２８．６％の

増、金額にして３２億５，２６６万４，０００

円の大幅な増額予算となっております。 

 歳入の主なものを御説明いたします。 

 市税２１億４，７３２万円、地方交付税４１

億５，０００万円、国庫支出金２６億４，１０

８万６，０００円、県支出金１５億３，６０９

万９，０００円、繰入金６億９，３９１万２，

０００円、市債１９億４，９３５万３，０００

円などを計上しております。 

 次に、歳出の主なものを御説明いたします。 

 総務費では、宿毛市振興計画等策定支援業務

委託事業５９８万７，０００円、自転車を活用

したまちづくりプロデュース事業３１４万６，

０００円、宿毛市事務系企業立地促進事業補助

金７７０万５，０００円、西地区防災センター

建設工事５，０６３万３，０００円、災害用エ

アテント購入事業３９５万３，０００円、ふる

さと寄附金事業１億７，４０８万２，０００円、

庁舎建設事業６億９，７６７万３，０００円、

市税コンビニ収納導入事業３９８万４，０００

円、高知県議会議員選挙費１，５４６万３，０

００円、宿毛市議会議員選挙費１，７７５万４，

０００円、参議院議員選挙費２，２６７万１，

０００円、高知県知事選挙費２，２１７万６，

０００円、宿毛市長選挙費１，８０５万３，０

００円。 

 民生費では、扶助費総額１８億７，４０８万

２，０００円、児童虐待防止対策コーディネー

ター配置事業２１６万６，０００円、子ども・

子育て支援事業計画策定事業３０８万円、保育

所建設事業２，０５８万１，０００円。 

 衛生費では、一般廃棄物収集運搬事業１，６

３３万１，０００円、一般廃棄物海上運搬事業

６８５万８，０００円。 

 農林水産業費では、農業公社関連事業４，９

６０万円、多面的機能支払交付金事業５，２１

６万３，０００円、森林経営管理事業９２１万

１，０００円、水産加工施設等整備事業費補助

金３億６，１７９万９，０００円、県営漁港事

業負担金４，９５０万円。 

 商工費では、大島桜公園内道路整備測量設計

業務委託事業２９３万８，０００円、横瀬川ダ

ムクライミング施設整備事業３６３万２，００

０円、プレミアム付商品券事業２億４，６７３

万８，０００円。 

 土木費では、地方道整備事業４億９３７万２，

０００円、都市計画マスタープラン策定業務委

託事業７９８万円、萩原団地解体工事２，３２

３万円、県営海岸事業負担金１億３，７７６万

６，０００円。 

 消防費では、消防団員出動手当２９８万２，

０００円、消防団車両更新事業２，６００万円。 

 教育費では、学校校務支援システム整備事業

２１７万７，０００円、陸上競技場第３種公認

更新必要備品購入事業１，６５５万２，０００

円、英語指導助手招致事業１，５７２万３，０

００円。 

 災害復旧費では、災害復旧事業総額で１５億

４，５２０万３，０００円などを計上しており

ます。 

 議案第１６号から議案第２７号までの１２議

案は、平成３１年度各特別会計及び水道事業会
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計予算についてでございます。 

 １１特別会計の総額は、６５億４，７１８万

７，０００円で、企業会計である水道事業会計

は、７億２，３０２万９，０００円を計上して

おります。 

 議案第２８号は、「宿毛市プロポーザル審査

委員会条例の制定について」でございます。 

 内容につきましては、今後、建設が控えてい

る大型建設事業などの案件につきましては、入

札による最低金額入札者により事業者を選定す

るよりも、高度な専門的技術に基づいた提案の

中から最もすぐれた内容の提案を採用するプロ

ポーザル方式で事業者を選定するほうが、より

有益であるケースが考えられるため、事業者の

選定を公平かつ公正に行うための、宿毛市プロ

ポーザル審査委員会を設置するために、新たに

条例を制定しようとするものです。 

 議案第２９号は、「宿毛市立認可外保育所設

置条例の制定について」でございます。 

 内容につきましては、沖の島保育園は園児の

減少に伴い、本年３月３１日をもって休園する

こととなっておりますが、在園児が１名残るこ

とと、離島という地域性を鑑み、４月１日より

市立認可外保育所を設置する必要が生じました

ので、新たに条例を制定しようとするものです。 

 議案第３０号は、「宿毛市再生可能エネルギ

ー発電設備の適正な設置及び管理に関する条例

の制定について」でございます。 

 内容につきましては、市内において出力１０

キロワット以上の再生可能エネルギー発電設備

を設置しようとする事業者に対して、設置及び

管理に関する本市への届け出を義務づけるため、

新たに条例を制定しようとするものです。 

 議案第３１号は、「宿毛市都市計画マスター

プラン策定委員会設置条例の制定について」で

ございます。 

 内容につきましては、平成１２年度に策定さ

れた都市計画マスタープランを改訂するに当た

り、学識経験者や市内団体の代表などで組織す

る策定委員会を設置する必要が生じましたので、

新たに条例を制定しようとするものです。 

 議案第３２号は、「宿毛市放置自動車の発生

の防止及び適正な処理に関する条例の一部を改

正する条例について」でございます。 

 内容につきましては、放置自動車の撤去に際

して必要となる所有者情報を入手し、所有者の

責任で、適正に撤去してもらうために、所要の

改正をするものです。 

 議案第３３号は、「宿毛市特別職の職員で非

常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例について」でございます。 

 内容につきましては、本条例は、平成３０年

５月２５日付で一部改正条例を公布しておりま

すが、当該内容について、所要の改正が必要と

なっており、なおかつ議案第２８号及び第３１

号の条例制定に伴い、所要の改正を行うもので

す。 

 議案第３４号は、「宿毛市手数料徴収条例の

一部を改正する条例について」でございます。 

 内容につきましては、住民票等の交付に際す

る手数料を改めるため、本条例の一部を改正し

ようとするものです。 

 議案第３５号は、「宿毛市立小学校設置条例

の一部を改正する条例について」でございます。 

 内容につきましては、松田川小学校と宿毛小

学校を統合して、平成３３年４月１日より新た

な宿毛小学校を設置するため、本条例の一部を

改正しようとするものです。 

 議案第３６号は、「宿毛市人権尊重の社会づ

くり条例の一部を改正する条例について」でご

ざいます。 

 内容につきましては、差別を解消するための

各種法律が施行されたことに伴い、本条例の一

部を改正しようとするものです。 
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 議案第３７号は、「宿毛市地域包括支援セン

ターの職員及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例について」でございます。 

 内容につきましては、厚生労働省からの通知

である「地域包括支援センターの設置運営につ

いて」の一部改正に伴い、本条例の一部を改正

しようとするものです。 

 議案第３８号は、「宿毛市水道事業の設置等

に関する条例の一部を改正する条例について」

でございます。 

 内容につきましては、沖の島簡易水道及び鵜

来島簡易水道以外の全ての水道事業を宿毛上水

道へ統合することに伴い、本条例の一部を改正

しようとするものです。 

 議案第３９号は、「宿毛市消防団員（非常

勤）の報酬及び費用弁償支給条例の一部を改正

する条例について」でございます。 

 内容につきましては、消防団員に出動手当等

を支給することによって消防団員の処遇改善を

図るため、本条例の一部を改正しようとするも

のです。 

 議案第４０号は、「和解及び損害賠償の額の

決定について」追認を求めるものでございます。 

 内容につきましては、１００万円以上の和解

については、議会の承認を得なければならない

ところを、専決処分で対応できるものと判断し、

議会に諮っていなかったものであります。 

 ここで、議員の皆様に対しまして、深くおわ

びを申し上げます。 

 改めまして、地方自治法第９６条第１項第１

２号の規定に基づき、議会の議決を求めるもの

でございます。 

 以上が、御提案申し上げました議案の内容で

す。 

 よろしく御審議の上、適切な御決定を賜りま

すようお願い申し上げまして、提案理由の説明

といたします。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） これにて、提案理由の

説明は終わりました。 

 お諮りいたします。 

 議事の都合により、３月６日から３月８日ま

で休会いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、３月６日から３月８日まで休会する

ことに決しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了をいたしまし

た。 

 ３月６日から３月１０日までの５日間休会し、

３月１１日午前１０時より再開いたします。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午前１０時４７分 散会 
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平成３１年 

第１回宿毛市議会定例会会議録第２号 

 

１ 議事日程 

     第７日（平成３１年３月１１日 月曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 議案第４１号 特定事業契約の締結について 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 議案第４１号 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１４名） 

   １番 川 田 栄 子 君     ２番 川 村 三千代 君 

   ３番 原 田 秀 明 君     ４番 山 岡   力 君 

   ５番 山 本   英 君     ６番 髙 倉 真 弓 君 

   ７番 山 上 庄 一 君     ８番 山 戸   寛 君 

   ９番 岡 﨑 利 久 君    １０番 野々下 昌 文 君 

  １１番 松 浦 英 夫 君    １２番 寺 田 公 一 君 

  １３番 宮 本 有 二 君    １４番 濵 田 陸 紀 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

   な  し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        朝比奈 淳 司 君 

   次長兼庶務係長 

   兼 調 査 係 長 
奈 良 和 美 君 

   議 事 係 長        宮 本 誉 子 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  中 平 富 宏 君 

   副 市 長 兼 

   税務課長事務取扱 
岩 本 昌 彦 君 

   企 画 課 長  黒 田   厚 君 

   総 務 課 長  河 原 敏 郎 君 

   危機管理課長  岩 本 敬 二 君 

   市 民 課 長  山 岡 敏 樹 君 

   税務課長補佐  田 村 泰 生 君 
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   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
佐 藤 恵 介 君 

   健康推進課長  和 田 克 哉 君 

   長寿政策課長  桑 原   一 君 

   環 境 課 長  岡 本   武 君 

   人権推進課長  沢 田 美 保 君 

   産業振興課長  谷 本 和 哉 君 

   商工観光課長  上 村 秀 生 君 

   土 木 課 長  中 町 真 二 君 

   都市建設課長  小 島 裕 史 君 

   福祉事務所長  河 原 志加子 君 

   水 道 課 長  川 島 義 之 君 

   教 育 長  出 口 君 男 君 

   教 育 次 長 兼 

   学校教育課長 
中 山 佳 久 君 

   生涯学習課長 

   兼宿毛 文教       

   センター所長 

楠 目 健 一 君 

   学 校 給 食 

   センター所長 
山 戸 達 朗 君 

   農 業 委 員 会 

   事 務 局 長 
岩 田 明 仁 君 

   選挙管理委員会 

   事 務 局 長 
児 島 厚 臣 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開議 

○議長（岡﨑利久君） これより本日の会議を

開きます。 

 日程第１「議案第４１号」を議題といたしま

す。 

 この際、提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

○市長（中平富宏君） 皆さん、おはようござ

います。 

 追加提案いたしました議案につきまして、提

案理由の説明をいたします。 

 議案第４１号は、「特定事業契約の締結につ

いて」でございます。 

 内容につきましては、宿毛小中学校を「民間

資金等の活用による公共施設等の整備等の促進

に関する法律」、いわゆるＰＦＩ法に基づいて

整備するに当たり、議会の議決を求めるもので

ございます。 

 去る２月２６日の総務文教常任委員会・産業

厚生常任委員会連合審査会にて、議員の皆様に

御説明しておりました宿毛小中学校整備事業で

ございますが、株式会社山幸建設を代表企業と

する優先交渉権者との基本協定の締結を行い、

それを受けて、「宿毛学校ＰＦＩ株式会社」と

いう名の特別目的会社が設立されました。 

 それと並行する形で、契約交渉を進めてまい

りましたが、３月８日付をもって、特定事業の

仮契約を締結いたしましたので、本日、議案と

して提案いたしたものでございます。 

 以上が、御提案申し上げました議案の内容で

す。 

 よろしく御審議の上、適切な御決定を賜りま

すようお願い申し上げまして、提案理由の説明

といたします。 

○議長（岡﨑利久君） これにて、提案理由の

説明は終わりました。 

 以上で、本日の日程は全部終了をいたしまし

た。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午前１０時０３分 散会 
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平成３１年 

第１回宿毛市議会定例会会議録第３号 

 

１ 議事日程 

    第８日（平成３１年３月１２日 火曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 一般質問 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 一般質問 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１４名） 

   １番 川 田 栄 子 君     ２番 川 村 三千代 君 

   ３番 原 田 秀 明 君     ４番 山 岡   力 君 

   ５番 山 本   英 君     ６番 髙 倉 真 弓 君 

   ７番 山 上 庄 一 君     ８番 山 戸   寛 君 

   ９番 岡 﨑 利 久 君    １０番 野々下 昌 文 君 

  １１番 松 浦 英 夫 君    １２番 寺 田 公 一 君 

  １３番 宮 本 有 二 君    １４番 濵 田 陸 紀 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

   な  し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        朝比奈 淳 司 君 

   次長兼庶務係長 

   兼 調 査 係 長 
奈 良 和 美 君 

   議 事 係 長        宮 本 誉 子 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  中 平 富 宏 君 

   副 市 長 兼 

   税務課長事務取扱 
岩 本 昌 彦 君 

   企 画 課 長  黒 田   厚 君 

   総 務 課 長  河 原 敏 郎 君 

   危機管理課長  岩 本 敬 二 君 

   市 民 課 長  山 岡 敏 樹 君 

   税務課長補佐  田 村 泰 生 君 
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   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
佐 藤 恵 介 君 

   健康推進課長  和 田 克 哉 君 

   長寿政策課長  桑 原   一 君 

   環 境 課 長  岡 本   武 君 

   人権推進課長  沢 田 美 保 君 

   産業振興課長  谷 本 和 哉 君 

   商工観光課長  上 村 秀 生 君 

   土 木 課 長  中 町 真 二 君 

   都市建設課長  小 島 裕 史 君 

   福祉事務所長  河 原 志加子 君 

   水 道 課 長  川 島 義 之 君 

   教 育 長        出 口 君 男 君 

   教 育 次 長 兼 

   学校教育課長 
中 山 佳 久 君 

   生涯学習課長 

   兼宿毛 文教       

   センター所長 

楠 目 健 一 君 

   学 校 給 食 

   センター所長 
山 戸 達 朗 君 

   農 業 委 員 会 

   事 務 局 長 
岩 田 明 仁 君 

   選挙管理委員会 

   事 務 局 長 
児 島 厚 臣 君 

   総 務 課 主 監  上 野 浩由紀 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時０１分 開議 

○議長（岡﨑利久君） 開会前に、議員の皆様

に御報告いたします。 

 報道関係者から、撮影及び録音の申し出があ

りましたので、議長はこれを許可いたしました。 

 これより本日の会議を開きます。 

 この際、議長より報告いたします。 

 本日までに陳情４件を受理いたしました。 

 よって、お手元に配付してあります陳情文書

表のとおり、所管の常任委員会への付託といた

します。 

 日程第１「一般質問」を行います。 

 順次発言を許します。 

 ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） おはようございます。

５番、山本です。通告に従いまして、一般質問

をさせていただきます。 

 ４年間１６回の議会におきまして、一般質問

を勉強を兼ねながらさせていただくということ

で初志を立てましたが、どうやら初志貫徹にな

りそうなので、我ながら安堵しております。舌

足らずな質問があったかと思いますけれども、

その点は反省しております。 

 さて、先日、２０２０東京オリンピック・パ

ラリンピックのフラッグ授与式が、橋上小学校

で行われました。 

 御連絡がありましたので私も立ち会いました

けれども、高知県下で唯一の授与式だったそう

で、名誉なことだと思います。 

 整々と式がとり行われましたけれども、最後

に、１年生から６年生全員でのテキーラの演奏

がありました。 

 懐かしい名前を出しますと、ペレスプラード

楽団のような見事な演奏でして、「テキーラ」

という子供たちのかけ声も斉一で、非常に子供

たちの吸収力の強さ、それから教育のすごさ、

これを改めて感じたところでございます。 

 さて、質問に入らせていただきますけれども、

今回も提案型の質問をいたしますので、私の所

見が長くなることを、あらかじめお断りしてお

きます。 

 まず、第１問ですが、水道法改正に関連して、

改めて質問させてもらいます。 

 元旦の新聞報道にもありましたように、水道

は国民生活の安全を守る重要インフラの一つで

す。１２月議会では、結語に結びつかなかった

ので、改めて言及しておきたいと思っておりま

す。 

 まず、１つは、宿毛は水源から蛇口まで市が

管理しており、安全である。 

 ２つ目、将来にわたり、広域事業に依存する

心配はない。 

 ３つ目、管路経年化率は約１０％であり、交

換資金を民に依存するまでには至っていない。

コンセッションへの移行は考えていない。要す

るに、国会で議論されたような不安は生じない

ということで、ついでに言えば、宿毛の水は安

くてうまいという結語になりましたけれども、

市長、御所見をいただきたいが、いかがでしょ

うか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 皆さん、おはようござ

います。 

 平成３０年１２月７日に成立した水道法改正

に関連して、宿毛市の水道事業についての質問

ということでございまして、山本議員の質問に

対して、お答えをさせていただきます。 

 宿毛市の水道事業は、水源地や配水池、水道

配水管等におきまして、市が適正な管理を行っ

ております。そして、安全でおいしい水の供給

に努めているところでございます。 

 また、宿毛市の管路経年化率は平成２８年度

決算時点におきまして１０．３％で、高知県全
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体と比較すると、約４％を下回っている状況で

あり、総務省のホームページで公表されている

宿毛市の経営比較分析表でも、経営の健全化や

効率性は確保されていますので、昨年度策定し

た宿毛市水道事業経営戦略を踏まえ、効率的な

事業運営に取り組んでまいりたいと、そのよう

に考えているところでございます。 

 なお、水道事業の運営権を民間に委託するコ

ンセッション方式の導入に当たりましては、コ

スト縮減や、人員の適正化、技術継承、さらに

は危機管理等も考慮し、慎重に見きわめていく、

そういった必要があるというふうに考えている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） まずまずの健全な運営

がなされているというふうに理解いたしました

が、しかしながら、人口の減少、あるいは空き

家の増加、これは管路の縮小にはつながらない

のでありまして、いずれは維持費の予算が不足

する事態になることは必然であります。 

 人口の減少に歯どめをかける、あるいはこの

水を売り出す等の方策が必要になってくるので

はないか。うまい、安いは自然豊かな環境と、

正常な空気と相まって、定年後は自然豊かな土

地でと考えている方々への移住誘致につながる

大きな財産でもあります。 

 生産物と同様に、東京や大阪の県事務所で、

この水もＰＲしてはよいのではないかと思いま

すが、御所見ありましたらお願いします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 うまくて安い宿毛市の水を売り出してはとい

う質問に対してのお答えをさせていただきます。 

 本市の水道事業は、松田川水系の、良質で豊

富な地下水等、恵まれた自然環境のもと、安全

でおいしい水を供給しているところでございま

す。 

 議員御指摘のとおり、人口減少に伴う料金収

入の減少は、本市水道事業におきましても、喫

緊の課題となっており、豊富な水を売り出すの

も、一つの方策ではないかというふうに思って

いるところでもございます。 

 この場合、ペットボトルやアルミ缶で販売す

る方法や、防災備蓄用に特化した販売等、さま

ざまな製品が考えられますが、販路の確保やブ

ランド化等、利益を目的とすると課題も多く見

えてくるところでもございます。 

 しかしながら、水源のよさや、おいしい水道

水が宿毛にあることをＰＲをする目的と考えれ

ば、しっかりとしたライフラインは、移住促進

につながる大きな魅力ともなり得ます。全国的

に見ましても、水道事業者により、水道水を製

品化し、販売やＰＲに活用している例もござい

ますので、本市におきましても、販売やＰＲに

活用できないか、検討してまいりたい、そのよ

うに思っているところでございまして、水自体

を販売するような形にならなくても、おいしい

水があるんだよということは、口頭等でＰＲ、

幾らでもできますので、そういったことは引き

続きやっていきたい、そのように考えていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） もう一度、思っていた

だきたいのは、人口減少、空き家の増加という

ことは、管路の減少にはならない。必然的に予

算は不足してくるということで、長期的に見れ

ば、今、市長がおっしゃられているような方法

で、水も活用する余地があるということであろ

うかと思いますので、よろしく、引き続き御検

討をいただきたいと思います。 

 次に、自然体験型の観光について、質問をさ
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せていただきます。 

 これも、報道で承知しているだけですけれど

も、通常国会で所有者不明地の売却ができる法

案が出されるとのことで、昨年の法律、いまだ

にまだ施行にはなっていませんけれども、さら

に一段と踏み込んだ政策を推進できる環境にな

ります。 

 沖の島の巡回路、大島桜公園の整備にも、よ

い環境が整うものだと感じております。 

 老婆心ながら、担当課は、ぜひこの法案に注

目しておいていただきたいと思います。 

 ちょっと余談になりますけれども、青森県弘

前市の弘前公園にある、１８８２年に植樹され

たソメイヨシノが、現存する最古のソメイヨシ

ノといわれて、樹齢は１３０年以上になります。 

 弘前市では、殺虫剤の使い方や肥料の与え方、

土の入れかえなどの管理方法に工夫を凝らした

結果、ソメイヨシノの樹勢回復に成功したとい

うことでございます。 

 通常、一般的には６０年が樹齢といわれるソ

メイヨシノですけれども、手入れをすれば長生

きできるということでありまして、その手入れ

をした上での桜公園の整備ということに、お願

いしたいというふうに思っております。 

 そこで、自然体験型の観光地整備の一環とし

て、大島の桜公園の整備も考慮されているよう

ですけれども、そもそも観光客のターゲットは、

どの層を狙うかというのが、非常に重要なポイ

ントだろうと思います。 

 県外の観光客にとって、宿毛の交通環境は劣

位にあります、優位にはありません。すなわち、

往復に要する時間がかかり、有給休暇に制限の

ある方はアクセスしづらい地ということになり

ます。 

 であれば、時間的余裕のある定年後のシルバ

ー世代に焦点を当てることも、必要ではないで

しょうか。 

 個人的には、トレッキングコースの整備を望

みますが、大都市大阪の若者から見れば、自転

車やマリンスポーツは、徳島や香川で満たされ

ております。戦略的発想が必要ではないか。こ

の発想に立てば、高齢者の暮らしやすい地域づ

くりにもつながってくるというふうに思います

が、発想の転換についてどうお思いでしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 自然体験型観光についてでございますが、本

市には、釣りやダイビングを初めとするマリン

レジャーや、四季折々の自然景観など、さまざ

まな観光資源があるところでございます。 

 本市は、議員もおっしゃっておられましたが、

都市部からのアクセスに時間がかかりますが、

釣りやダイビングなどのマリンレジャーは知名

度が既に高く、関西圏からも多数の愛好家の

方々にお越しをいただいておりますので、地理

的なハンディにまさる、そういった魅力を秘め

た地域であるというふうにも考えているところ

でございます。 

 また、本市といたしましても、時間的余裕の

あるシニア世代といった方々は、重要なターゲ

ットであると考えておりまして、若い世代だけ

ではなく、シニア世代も楽しめる観光メニュー

も取りそろえているところでございます。 

 具体的な例を少しお話をさせていただきます

と、ロードバイク等のレンタサイクルを初めと

する自転車関連の観光につきましても、シニア

層までターゲットになると考えております。 

 ロードバイクはペダルをこぐスポーツであり、

前傾姿勢になることによりまして、ハンドルと

サドルに体重が分散され、ランニングなどに比

べ、足腰などへの負担が少なく、定年退職後に

始めやすい、体によいスポーツというふうにい

われているところでございます。 
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 実際に、ロードバイクの年齢層は比較的高い

傾向にあります。さらに電動アシスト付マウン

テンバイクを追加整備することによりまして、

初心者や高齢者の方でも、ベテランサイクリス

トのように走行することができ、広範囲に及ぶ

宿毛市の魅力を、さらに味わうことができるよ

うになるというふうに考えているところでござ

います。 

 釣りに関しましても、ふだんは釣りをされな

い方でも、気軽に楽しんでいただけるよう、観

光協会では、手ぶらでファミリーフィッシング

や、釣り初心者を対象とした、手ぶらで宿毛湾

ボートフィッシングなどの体験メニューをつく

りまして、釣った魚をその日に宿毛で食べたい

方のために、市内飲食店と協力をいたしまして、

釣った魚を持ち込みできるお店のリストも作成

し、御紹介をしているところでございます。 

 今年度は、タイラバのさおとリールを整備し、

フィッシング体験メニューを充実させ、さらな

る集客を図ってまいりますが、気軽にできるタ

イラバには、シニア層にも人気が広がっている

ということを聞いているところでございまして、

かなり関西圏のほうで人気が出てきているとい

うことで、そういった釣りの関係の方々からも

お聞きをしているところでございます。 

 また、宿毛観光市民ガイドの会による史跡め

ぐりなどのまち歩きツアーは、シニア世代の方

が主なターゲットになってくると、そのように

思っております。 

 本市といたしましては、先月、高知県下で開

幕しました「リョーマの休日～自然＆体験キャ

ンペーン～」を絶好の機会と捉え、幕末維新博

を契機とした歴史観光も、引き続き磨き上げを

行いながら、小さなお子様から年配の方まで、

幅広い層の観光客が楽しむことができる、そう

いった自然体験や、歴史の観光事業を推進して

まいりたいと考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） 幅広い分野での集客と

いうことで、頑張っていただいているというこ

とで、わかりました。 

 ただ、これは個人の所見ですけれども、ロー

ドバイクは、そういうイベントをするというこ

とは、非常に集客につながってきますけれども、

市の予算を使って整備するのはいかがかなとい

う気がしております。 

 月１５０回貸し出せるのに、５回しか貸し出

してないとか、そういう使用率が３．３％程度

しかない自転車を整備しても、いかがなものか

なと思いますので、物を整備するものと事業と

は、また別枠でお考えいただければなというふ

うに考えております。 

 次の質問にまいります。 

 空き家対策について、質問してまいります。 

 市内をめぐりますと、何と空き家の目立つこ

とか。中には立派な家の空き家もあります。 

 全国の空き家件数は、平成２５年度で約８２

０万戸であるそうですけれども、宿毛の現状は

いかがでしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 まず、先ほどの自転車のロードサイクルの整

備についてでございます。 

 使用頻度低い状況ではございますが、整備を

するときにも、議員の皆様方にも一定、御説明

をさせていただいたつもりでございますが、や

はり宿毛市をＰＲしていく上で、本格的なロー

ドバイクという形の中で、それをレンタルがで

きる宿毛市として、自転車に対して、取り組み

をしっかりとしているんだというＰＲに使わせ

ていただいているところでございまして、実際、

乗られるのは、やはりそれから少し下のクラス
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の、普通の電動付自転車であったりとか、一般

的なスポーツサイクルであったりとか、そうい

ったものが使用頻度としては高いところでござ

います。 

 全国に自転車を活用したまちづくりという形

の中で売り出しているところにおきましては、

そういった一つ核となるＰＲ用の自転車を備え

た上で、皆さんが乗っていただける自転車も備

えていくという形で行っているところでござい

まして、本市としても、そういった形でやらさ

せていただいているところでございます。 

 ぜひ、御理解のほどを、よろしくお願いをい

たします。 

 本市における空き家等の把握状況につきまし

ては、本年２月末日現在、総軒数が１，０７６

軒であり、内訳は、危険度の低い順に、Ａラン

クの空き家が７０２軒、Ｂランク１９３軒、Ｃ

ランク１１６軒、Ｄランク４２軒、Ｅランク１

７軒、目視により判断ができない、そういった

空家等が６軒となっているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） 次に、空き家に関する

協議会の条例が制定されて１年が経過しようと

しております。特定空家の市の認定基準はでき

ていますでしょうか。また、認定は進んでいる

のでしょうか、あわせてお答えください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きたいと思います。 

 まず、特定空家等になり得る空き家等とは、

どういったものがあたるか、簡単に説明をさせ

ていただきます。 

 特定空家等となり得る空き家等とは、そのま

ま放置をすれば、倒壊等の著しく保安上危険と

なるおそれのある状態、または著しく衛生上有

害となるなど、生活環境の保全を図るため、放

置することが不適切であると認められるものが

対象となります。 

 この特定空家等の認定に係る判断として、宿

毛市空家等対策計画において、国土交通省の指

針に準拠し、特定空家等の判断基準を設けてお

りますが、現在、この判断基準に基づく本市で

の特定空家等の認定実績はございません。 

 特定空家等の認定をすれば、法に基づく措置

を行うこととなりますので、慎重な手続を期す

ため、関係各課の長などで組織する宿毛市特定

空家等判定委員会を設けるとともに、必要に応

じて、専門家の意見をお聞きした上で、措置に

向けた手続を行うこととなります。 

 まずは、不良度判定票などを用い、危険度や

緊急度が高いと考えられる案件より、所有者等

の調査を行い、管理義務者に対し、現状のお知

らせや依頼を行う中で、空家等の適正な管理に

つなげてまいりたいと考えているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） ２０１７年度末といい

ますから去年の今ごろだろうと思いますけれど

も、２１自治体で２３件の代執行、それから行

政上の義務を課すべき相手方を、市町村長が過

失なく確知することのできない場合の略式代執

行は、５７自治体で７５件の実績となっており

ます。 

 しかしながら、代執行はさびついた伝家の宝

刀と言われているごとく、費用回収の難しさが

ちゅうちょさせる要因となっております。した

がって、特別措置法での特定空き家に対する強

制執行は、そのタイミングが大切になろうとい

うふうに思っております。 

 慎重にし過ぎて、隣家や周辺に迷惑がかかっ

てしまうと、行政の怠慢を問われかねません。

この執行権が協議会の客観的判断のもとで行わ
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れるように、期待したいと思っております。そ

のあたりの判断をお聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 先ほどの答弁と重複する内容がございますが、

現在、管理義務者の特定を進め、適正管理の依

頼を行っているところでありまして、特定空家

等の認定実績はないのが現状となっております。 

 議員御指摘のように、行政代執行における費

用回収の難しさも想定されますが、特定空家等

の認定や、行政代執行等の法に基づく措置につ

いて、該当案件の状況も含めて、慎重な判断や

手続が必要になるものと考えております。 

 このような中、宿毛市空家等対策協議会の役

割は、空家等対策の推進について協議するなど、

限定的なものであるため、必要に応じて、専門

家等に意見をお聞きする中で、本市が判断する

ことになるものと、そのように考えているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） 今後は、代執行でも費

用の回収困難な場合は、国の補助制度が活用で

きるように、あるいは行政側はタイミングを捉

えて執行がしやすくなるように、個人責任との

せめぎ合いになるかとは思いますけれども、補

助制度について、県や国に要望するべき分野と、

私は考えております。これは私の所見にとどめ

ておきます。 

 次に、フェリーの今後について、質問してま

いります。 

 １２月議会では、中国の動員法の流れで、参

考までに申し述べましたが、防衛省がＰＦＩ事

業輸送船舶として、海上自衛隊の海上輸送力を

補完するために、民間船舶による海上輸送を推

進しているようであります。 

 具体的に述べますと、１０年間で２５０億円、

訓練・災害派遣・各種事態での優先的使用をす

る契約となっております。 

 船は、高速マリン・トランスフォート株式会

社の高速フェリー「ナッチャンＷｏｒｌｄ」と、

「はくおう」の２隻であります。 

 乗組員は、定年後あるいは任期後の予備自衛

官であるようですが、徴用船の歴史をひもとけ

ば、フォークランド紛争では、イギリスはクイ

ーンエリザベス２世号とキャンベラの客船を徴

用し、兵員、物資の輸送に当たりました。 

 １９世紀後半から２０世紀前半にかけ、主要

海軍国は有事の軍隊輸送船舶確保のため、運輸

会社に補助金を支出しておりました。 

 海上自衛隊の輸送船は、現在は３隻しかなく、

民間のフェリーの活用が必要になってまいりま

す。有事には、協力することを前提にすれば、

国の補助も可能性なしとしないのではないでし

ょうか。 

 新船か、あるいは民間フェリーの活用か、い

ずれにしても国の施策に適合させれば、打開策

が見えてくるのではないかと思っております。 

 防衛省の２０１９年度予算案の中にも、ＰＦ

Ｉ船舶の活用による統合輸送体制の強化があげ

られております。すなわち、先ほど紹介したよ

うな、事例がふえるということになろうかと思

います。 

 防衛省や高速マリン・トランスポート株式会

社に、早急にコンタクトしてみてはどうかと思

いますが、いかがでしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 フェリーについての一般質問でございます。 

 フェリー航路再開に向けたＰＦＩ事業船舶の

活用の質問等でございましたが、防衛省におき

ましては、有事や大規模災害時に人員や物資を

輸送するため、ＰＦＩ法に基づき設立されまし
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た特別目的会社、高速マリン・トランスポート

株式会社と、輸送使用契約を締結しておりまし

て、これまでも自衛隊の訓練や、災害派遣など

に使用され、熊本大地震や、西日本豪雨災害等

におきまして、被害者に対して、船内での宿泊

や食事、そして入浴サービス等の提供でも、活

用をされております。 

 平常時の使用方法につきましては、災害発生

の際の投入可能な体制の維持など、防衛省との

使用契約が優先されることから、クルーズやイ

ベントなどでの不定期利用となっており、定期

航路への就航は難しいとお聞きをしております。 

 そうした状況からも、このＰＦＩ事業船舶の

フェリー航路への就航は難しいと考えておりま

す。 

 しかしながら、国の動向を含め、あらゆる面

からの情報収集を行うことは重要であるという

ふうに考えているところでございますので、さ

まざまな視点から、航路の再開に向けて取り組

んでいるところでございます。 

 当然、そういった国の施策等もしっかりと収

集してまいりたい、そのように考えているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） たしかに契約の内容に

よって、フェリーの定期航路としての活用は、

非常に困難が予想されますけれども、例えば２

隻あって、常時、２隻運行していて、そういっ

た契約事態になれば１隻を差し出すとか、そう

いうふうな、複数船での運用形態を考えれば、

何がしか光明は見えてくるのではないかなとい

うことで、提案させていただきました。これは

私の所見です。 

 次に、我が国の安全保障について、２項目に

わたり、質問してまいります。 

 まず、ちょっと大げさですけれども、国のあ

り方研究であります。 

 自衛隊、海上保安署、警察、消防は、国の社

会的基盤を支えるかなめの組織であります。２

００８年から人口減少期に入りましたが、２０

４０年度ごろには、段階ジュニア世代が６５歳

以上となり、他方、２０歳代前半の若者は、段

階ジュニアの半分程度にとどまると予想されて

おります。 

 経済の好転は、求人倍率の好転につながり、

それはそれで好ましいことではありますが、そ

れだけを誇りに訴えるのでは、政治家としては、

私は物足りないのではないかと思っております。 

 社会基盤を支える組織へ、就職してくれる人

口が減少傾向にあり、宿毛では、今年度の自衛

隊入隊者は一人でした。これらの分野への外国

人労働者の適用は論外であります。 

 社会的基盤を維持する方策を考えることこそ、

各レベルの政治家の使命ではないでしょうか。 

 例えば、地方を含む官公庁は、自衛官や、さ

きの社会基盤を支える組織に、５年以上在籍し

た３０歳以下の者から採用する、というふうな

制度となれば、社会基盤はある程度、維持でき

るのではないでしょうか。 

 市役所なら２５歳から３０歳までに入れば、

将来、６５歳、７０歳と勤務することが考えら

れますので、一般公務員は十分に確保できます。 

 このような斬新な施策を、全国に先駆けて実

施してはどうでしょうか。提案します。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 議員がおっしゃるように、自衛隊や警察、消

防などの組織を維持していくことは、社会の治

安や、安全を守る観点より、重要であると考え

ているところでございます。 

 また、さきの７月豪雨では、自衛隊の方々を

初め、さまざまな機関より御支援をいただき、

その活動の重要性を再認識するとともに、大変、



 

－ 28 － 

感謝をしているところでございます。 

 しかしながら、職員採用に当たり、議員御提

案のような、自衛隊等を経験された方から、優

先的に雇用することにつきましては、就職の機

会均等を考えますと、現時点では難しいと考え

ております。 

 本市といたしましては、今後も自衛隊高知地

方協力本部、四万十地域事務所とも連携を行い

ながら、引き続き募集事務の推進に取り組んで

まいりたい、そのように考えているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） この分野は、本当に重

要な問題になってこようかと思いますので、

我々市会議員だとか、そのレベルではなくて、

もっと国をあげて、検討すべき問題ではないか

なということで、発言してみました。 

 次に、最終メーンイベントであります自衛隊

誘致について、議論していきたいと思っており

ます。 

 誘致協議会的な組織の立ち上げを期待する一

人ですけれども、誘致するにしても、そろそろ

具体的要望の検討が必要ではないかというふう

に思っております。いつまでも白紙とは、やる

気のないようにとられかねません。 

 永世中立国ながら、国民皆兵のスイスには、

政府から各家庭に配布されている、国民が国を

守るためのバイブル本である民間防衛という本

があるそうであります。 

 この本を解説した論文によれば、主要な論点

は、次の３つであります。 

 １つは、真に平和を望むものは、平和を守る

ための努力を惜しんではならない。単なるスロ

ーガンで、平和を守ることは不可能。 

 ２点目は、先憂後楽の姿勢で、まず最悪の事

態に備えること。これは抑止論にもつながる話

であります。 

 ３つ目は、スイス国民の運命共同体としての

意識と、その共同体内部にみなぎる社会的誠意、

隣人愛の精神が大事、というものであります。

いわば、きずな社会の大切さを訴えております。 

 スイスの民間防衛の姿勢をどう思われるでし

ょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 スイスの民間防衛の姿勢についての御質問で

ございます。 

 スイス政府が発行しました民間防衛につきま

しては、私自身は読んだことはございませんが、

山本議員からの御紹介をいただきました内容を

お聞きした限りではございますが、日本でも学

ぶべき部分はあるのではないか、そう感じたと

ころでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） 大いに参考になろうか

と思います。 

 この３つのスイスの姿勢で思い起こされるの

は、日本の歴史にもあった事例であります。そ

れは、防人制度であります。 

 ６６３年に百済の近くにありました白村江で

戦った日本は、これに敗れました。 

 当時は、中国は唐という国でございまして、

唐の侵略に備え、北九州に徴兵の防人を配置い

たしました。 

 唐招提寺の鑑真和尚が有名ですが、遣唐使の

派遣による平和外交の努力をしつつも、この防

人制度は、約３００年にわたる我が国の抑止力

を中心とした、安全保障政策でありました。 

 過去に述べたと思いますけれども、いま一度

述べます。 

 今日、我が国の安全保障環境は厳しさを増し、

防人と同様に、防衛省３自衛隊は、南西諸島防
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衛のために西にシフトしつつあります。我が国

の抑止力をさらに堅固なものとするためには、

九州から南西諸島の第一線のみならず、豊後水

道周辺の後衛に、前線部隊の補給、休養のでき

る、いわば後方兵たんの基地や、第２陣の部隊

が、周到な訓練をしつつ、即応待機できる体制

の整備が緊要となりつつあります。 

 このような情勢下、宿毛周辺の自衛隊部隊の

配備は、地政学的にも適合しております。防衛

大綱や中期防衛力整備計画には、自民党提案の

四国南西部といった表記はありませんが、その

自民党に提言した某戦略研究所の、宿毛にもマ

ーキングした兵たんイメージの図のとおりの文

書があり、また宿毛幡多地方で受入可能な兵力

整備が記述されております。 

 これからは、より積極的に誘致活動をする必

要を感じております。 

 防災に目を転じるとき、香南市の陸上自衛隊

は、陸上から７２時間では、幡多地方への展開

は困難との、図上演習結果もあるそうです。 

 もっとも、被災している高知市を横目に、幡

多には来れない部隊だろうと思います。 

 この地域への事前配備は、幡多地方のみなら

ず、四国南西部の住民の皆様にも心強く、安全

安心に資するものになると思われます。 

 経済効果としても、交付金や税収の増加はも

とより、消費活動の飛躍的増加が期待されます。 

 来なかった場合を考えてみますと、国立社会

保障人口問題研究所によれば、２０４０年の宿

毛人口は、約１万３，６００人程度と見積もり

とられております。 

 人口約７，０００人の減少は、現行の制度で

は、交付税だけでも１４億円の減少となり、市

民税も約７億円の減少となります。 

 歳入は、大幅な減少ともなります。宿毛は破

綻の危機に遭遇するのではないかと、危惧する

一人であります。 

 そうならないように、自衛隊誘致を図ってい

ますが、自衛隊誘致は、人口減少に歯どめをか

ける最大の施策であります。 

 孟子の格言、「天の時は地の利に如かず 地

の利は人の和に如かず」をかりますと、天の時、

すなわち安全保障上の必要な時期、タイミング、

すなわち西方にシフトをしつつあるこの時期は、

まさに天の時であります。地の利、すなわち豊

後水道の補完性のある環境の強みが我にありま

す。これらは整っています。あとは人の和、団

結、協力です。 

 どうか市民の皆様の大同団結で、自衛隊誘致

を推進してもらいたい。４年間の切なる願いで

あります。 

 市長も、誘致に向けた大同団結に、大いに御

尽力いただきたいと思います。 

 御所見を賜ります。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 自衛隊の誘致につきましては、地域経済の活

性化や防災対策、さらには本市の大きな課題で

もあります人口減少対策にもたながるものと認

識をしておりますので、今後におきましても、

国の動向をしっかりと注視しつつ、これまでと

同様に、市、議会、そして商工会議所が一体と

なり、要望活動等に取り組んでまいりたいとい

うふうに考えておりますので、議員の皆様方の

御協力も賜りますよう、よろしくお願いをいた

したいと考えているところでございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） １段も２段も、この問

題についてはギアを上げて取り組んでいきたい

と思いますので、市の執行部の皆さんにおかれ

ましても、よろしくお願いします。 

 市民へのリーダーシップを発揮していただき

たいと、切なる願いを訴えて、私の質問を終わ
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ります。 

○議長（岡﨑利久君） この際、１０分間休憩

いたします。 

午前１０時４０分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時５２分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 改めまして、皆さ

ん、おはようございます。 

 議長よりお許しをいただきましたので、通告

に従いまして、一般質問を行います。 

 私が今回質問をいたしますのは、市内の浸水

対策について。公立小中学校の体育館と、特別

教室への空調設備の設置について。第７期宿毛

市高齢者保健福祉計画及び宿毛市介護保険事業

計画について。４つ目に、風疹対策について。

そして、Ｎｅｔ１１９緊急通報システムの導入

についての５項目でございます。 

 執行部の皆様、明快な答弁をよろしくお願い

をいたします。 

 それでは、早速、質問に入ります。 

 まず、市内の街区の浸水対策について、伺い

ます。 

 昨年９月議会でもお尋ねをいたしましたが、

７月の西日本豪雨で、今までにない時間雨量を

経験し、街区では、多くの家で床上・床下浸水

が発生して、大変な被害が出ました。 

 市内の皆さんとお話をすると、今でも多くの

方が、最近の気象状況を見ていると、いつ、ど

こで、昨年のようなゲリラ豪雨が発生してもお

かしくはなく、また昨年のような被害が出るの

ではないか、大変不安を感じている方たちがお

られます。 

 昨年から、いろいろなところで防災対策、浸

水対策を講じてきたと思われますが、今、取り

組んでいる街区の浸水対策の現状について、所

見を伺います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 野々下議員の質問にお

答えをさせていただきます。 

 ここ近年、全国各地で頻発しておりますゲリ

ラ豪雨は、以前にも増して、降雨量、そして降

雨継続時間ですね、こちらのほうが増大する傾

向にあります。 

 去る９月議会でも申しましたが、平成３０年

７月豪雨におきましては、過去最大となる時間

雨量１０８ミリ、３時間総雨量２６３ミリとい

う、記録的な大雨をもたらし、小規模な山地崩

壊により、谷川での土石流や流木によりまして、

与市明川上流部は河川埋塞が発生し、越水した

濁流は、市街地に流れ込み、床下・床上浸水被

害が拡大してしまったものと、そのように考え

ております。 

 街区の雨水排水に関しましては、現在、３つ

の幹線排水路を経由し、宿毛ポンプ場へ流入、

６台のポンプによりまして、松田川へ強制排水

を行っているところでございます。 

 本年度現在、ハード面では街区雨水排水の核

となる施設であります宿毛ポンプ場の機械、電

気設備の更新事業を、平成２７年度から平成３

１年度末までの５カ年計画で取り組んでおり、

あわせてソフト面では、同じく平成２７年度よ

り、最も浸水被害が多い地区を横断する市役所

裏の山手幹線排水路、この裏ですが、これの下

流の暗渠部入孔調査を実施をしまして、水路の

構造や、健全度を目視で確認をしたところでご

ざいます。 

 行政方針でも申しましたが、本年度に最速、

最短で、ポンプ場へ雨水を流入させるため、コ

ンピューターソフトによる山手幹線排水路のシ

ミュレーション解析業務を行っている、そうい

った状況でございます。 
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 できるだけ早く、そしてできるだけ短い距離

で、ポンプ場まで水を運ぶ、流すにはどうした

らいいかということを、今、解析を行っている

というところでございます。 

 この解析結果をもとに、問題点を抽出した上

で、例えばバイパス排水路の増設や、排水構造

物の改修等、必要な雨水排水対策を早急に取り

まとめ、事業化を図ってまいりたい、そのよう

に考えているところでございます。 

 間もなくその結果が出ますので、そういった

結果を見て、対策を講じていきたい、そのよう

に考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 再質問を行います。 

 ハード面、ソフト面両面で対策を講じておら

れるということでございますが、ソフト面での

山手幹線排水路のシミュレーション結果、解析

結果ができ次第、必要な雨量、排水対策の事業

化を図っていくということでございますが、こ

れはいつごろをめどに考えておられるのか、お

伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 先ほど申したように、解析結果をもとに、総

合的な雨水排水対策をまとめまして、事業計画

を県、国へ申請をしてまいります。 

 このことは、当市の重点施策の一つでござい

ますので、できる限り早く着手をしてまいりた

い、そのように考えているところでございます。 

 また、事業化に至るまでの間、住民の皆様が、

そういった皆様の不安が少しでも解消されるよ

う、今、できることといたしまして、幹線排水

路への水位計の設置や、降雨状況の把握といっ

たものを強化し、さらなる効率的なポンプ場の

運営に努めてまいりたいというふうに考えてお

ります。 

 事業は早くやっていかなければならない、そ

のように思っているところでございまして、で

きる限り進めてまいりたいというふうに考えて

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 再質問を行います。 

 シミュレーション解析結果が間もなく出ると

いうことで、できる限り早く着手できるよう、

努力をお願いをしておきたいと思います。 

 もう１点、街区で、声高に不安を訴える方た

ちもおるわけですが、錦地区の内水対策で、与

市明川へのポンプによる強制排水により、与市

明川はあふれ、市内へ水が逆流するのではない

かという心配の声もよく聞きます。 

 そのようなことが実際に起こるのかどうか、

所見を伺います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 錦地区の内水対策として、ポンプを設置する

ことによりまして、そういうことを行うことに

よりまして、与市明川があふれ、市内へ逆流す

るのではないかという質問でございますが、こ

のことについて、与市明川の管理者である高知

県に確認をいたしました。 

 まず、与市明川で計画している断面、河川の

中の断面ですが、あらかじめ内水を受け入れる

容量の断面を確保して、整備される予定となっ

ておりまして、計画している雨量までであれば、

錦地区の内水を与市明川に入れたとしても、あ

ふれることはないということでございます。 

 また、現在、計画している排水ポンプによる

河川水位への影響について、概略検討をしたと

ころ、錦川と与市明川の合流部付近で約２セン

チの水位上昇があるとのことです。 

 一方で、四季の丘入り口付近の廻角橋の架橋
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位置は、与市明川の河川断面が著しく狭くて、

ボトルネックとなっていることから、上流側の

水が流れにくい、そんな状況となっております。 

 上流部から、土手から廻角橋のほうを見てい

ただくと、川が全くなくなってきたぐらい、右

にぐっと、上流から見ると曲がっているという

ことで、全く川が、一度なくなっているような

状況になっています。 

 それで、実際、すごく細くなって、コの字に

曲がって、また流れるという形になっていると

ころでございます。 

 現在、本市で整備中の廻角橋のかけかえ及び

河川改修を行うことによりまして、そのボトル

ネックが解消されることになります。 

 この整備後の状況を、過去の豪雨で同様の再

現をしたところ、廻角橋の上流部で約９センチ

の水位が低下する結果となったということでご

ざいます。 

 これらの結果をあわせますと、与市明川の水

位は、現在より低下することになりまして、さ

らに街区への影響はないものというふうに考え

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） この２点、非常に

町中で、皆さん、多くの方が心配されておりま

すが、もう一度、確認をしておきたいと思いま

す。 

 １点は、計画している雨量までであればとい

うことですが、あらかじめ内水を受け入れる容

量を確保して、整備されていくということで、

計画している雨量内であれば、与市明川へ錦地

区の内水を入れたとしても、あふれることは少

なく、錦川と与市明川の合流付近で２センチ程

度、水位が上がるということですね。 

 もう１点は、四季の丘の入口付近にかかる廻

角橋の架橋位置が、私も見てまいりました。半

分以上、架橋位置が川へせり出してて、さえぎ

っている状態ですね。 

 川をせきとめる形になっているので、廻角橋

のかけかえ及び河川改修をすれば、橋の上流部

でも約９センチメートル水位が下がり、これを

合わせると、水位は現状より低くなり、まちへ

の影響はないということで、確認をしておきた

いと思います。 

 これでよろしいですね。 

 次の質問に移ります。 

 小中学校における体育館、特別教室の暑さ対

策について、お伺いをいたします。 

 気象庁の発表によると、２０１８年６月から

８月までの西日本の平均気温は、平年より１．

１度高く、２０１３年に次ぐ暑さであったよう

であります。東日本でも、平均より１．７度高

く、１９４６年の統計開始以来、最も高くなっ

ております。 

 そこで、昨年１０月に２０１９年末までの設

置をめどに、全公立小中学校の普通教室に空調

設備が設置されることになりましたが、本市の

設置計画をお尋ねをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、おはようご

ざいます。 

 １０番、野々下議員の一般質問にお答え申し

上げます。 

 小中学校の普通教室への空調設備の整備計画

についての御質問でございます。 

 まず、中学校につきましては、夏休み期間中

の補習等の実施を考慮いたしまして、既に平成

２９年度に休校中の沖の島中学校を除く全ての

普通教室へ、空調設備の設置が完了をいたして

おります。 

 小学校につきましては、国の新たな交付金措

置を受けまして、平成３０年１２月議会におき

まして、設置に係る補正予算を御承認をいただ
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き、現在、全ての小学校の普通教室へ空調設備

を設置するための実施設計を行っているところ

でございます。 

 実施設計は、３月末を目途に完了予定となっ

ておりますので、完了後は、８月末までの設置

完了に向け、速やかに工事の発注を行ってまい

りたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 再質問を行います。 

 今の御答弁では、８月末までに設置を完了す

る計画の予定だということですが、昨年１０月

の第１次補正予算の中では、夏までに設置完了

がめどとなっていたと思われます。 

 ８月末では、７月の一番熱い猛暑のときに間

に合わないことになりますが、設置がおくれる

理由について、お伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 小学校におきましては、平日は普通教室で授

業を行っておりますので、設置工事を行うこと

となりますと、どうしても夏休みの長期休業中

に実施することとなってまいります。 

 また、ことしは、新天皇の御即位により、ゴ

ールデンウイークが例年より長くなっておりま

して、授業時数の確保をするために、夏休み前

半を授業日に設定することを検討している学校

もございますので、そういったことから、全て

の学校で設置工事が完了するのが、８月末を見

込んでいるという状況でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 諸事情があって、

どうしてもおくれてしまうということですが、

せっかく設置をしていただくわけですので、一

日も早い取り組みをお願いをしておきたいと思

います。 

 次の質問に移ります。 

 私たち公明党高知県本部では、空調設備予算

で対象外となっている学校施設の体育館や、特

別教室についても、災害時の地域住民の命を守

る避難所となるとの観点から、空調設備が必要

であると考えております。 

 昨年１２月８日から本年１月３１日までの公

立小中学校の体育館と、特別教室への空調設備

の設置を求める署名を、実施をいたしました。 

 短い期間でありましたが、多くの方々に賛同

をいただき、３万６，７１３名の署名が集まり、

公明党高知県本部では、この署名を２月８日に、

尾﨑正直県知事に、要望書と一緒にお届けをし、

同じ日に中平富宏宿毛市長にも、宿毛市分１，

２００名の署名と要望書を添えて、お届けをし

たところでございます。 

 小中学校の体育館は、災害時に避難所として

活用をされ、避難所生活が長期化した場合、感

染症や、身体機能低下を予防する観点からも、

熱中症対策が必要であります。 

 国の方針においても、学校施設においては、

教育環境の向上を図ることが大事であることか

ら、エアコン設置に向けての方向性が示されて

おります。 

 しかし、一方で小中学校の体育館へのエアコ

ン設置率は、全国で１．４％にとどまっており

まして、熱中症事故が危惧される体育館、スポ

ーツ施設は、エアコン設置が進んでない状況で

あります。 

 今後、暑さもさらに度合いを強めていくので

はないかと考えますし、万一の事故が発生して

からでは手おくれでございますので、本市にお

いても、小中学校の体育館のエアコン設置を行

うべきと考えますが、御所見を伺います。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し
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上げます。 

 小中学校の体育館へ空調設備は整備すべきで

はないかとの御質問でございますけれども、熱

中症対策といたしまして、学校施設の全ての諸

室に空調整備を設置することが理想であるとは

考えておりますけれども、特別教室、そして体

育館への設置となりますと、多額の予算を伴う

ものとなってまいります。 

 現在、本市では、宿毛小学校と宿毛中学校の

合築校舎建設に向けて取り組んでおりますけれ

ども、合築校舎の建設が完了する平成３３年４

月には、松田川小学校と宿毛小学校を統合する

ため、宿毛市立小学校設置条例の一部を改正す

る条例を、本議会に議案として上程をいたして

おります。 

 学校統合を行った場合、この夏に設置予定の、

現在の宿毛小学校と松田川小学校に設置する空

調設備が不要となることを想定をいたしており

ますので、他の学校の特別教室への移設も含め

て、検討をしているところでございます。 

 津波浸水区域外で指定避難所としております

学校の体育館につきましては、国の財政措置の

動向も見据え、市長部局と協議を重ねる中で、

空調設備の設置について、検討してまいりたい

というふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 今の御答弁を反復

いたしますと、将来、松田川小学校、宿毛小学

校の統合により、不要になる空調設備を、他の

学校の特別教室にも移設を検討している。また

浸水区域外で指定避難所となっている体育館に

ついても、国の財政措置を見据えて検討をして

いくということでございますので、よろしくお

願いをしておきたいと思います。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 次に、高齢者保健福祉計画及び宿毛市介護保

険計画について、お伺いをいたします。 

 １２月議会でも申し上げましたが、私たちが

昨年行った１００万人調査運動の中で、約６割

の方たちがなれ親しんだ地域で、自分の家で、

好きなものに囲まれて、人生の最期まで暮らし

続けたいとの調査結果を見て、改めて本市の福

祉政策についてお尋ねをいたします。 

 言うまでもなく、我が国は本格的な少子高齢

化、超高齢化社会を迎えており、国の発表によ

りますと、昨年９月１５日現在、６５歳以上の

高齢者の人口は３，５１４万人、総人口に占め

る割合は２７．７％と、過去最高となっており

ます。 

 将来推計では、団塊の世代が７５歳以上とな

る２０２５年には、３０％、団塊ジュニア世代

が６５歳以上となる２０４０年には、３５．

３％になると見込まれております。 

 このため、団塊の世代が７５歳となる２０２

５年以降、医療、介護サービス需要が急増し、

その後も２０４０年ごろまで増加をし続けると

予測され、将来の医療、介護資源の絶対的な不

足が懸念をされておるところでございます。 

 このような、国においては、２０２５年をめ

どに、重度な要介護状態になっても、住みなれ

た地域で、自分らしい暮らしを人生の最期まで

続けることができるよう、医療、介護、介護予

防、住まい、生活支援サービスが切れ間なく、

一体的に提供される地域包括ケアシステムの構

築を推進しております。 

 私が、平成２６年３月議会で、地域包括ケア

システムについてお尋ねしたときは、医療関係

者と介護関係者とのメンタルバリア、わかりや

すく言えば、それぞれのプライドなどが見えな

い壁としてあって、まだまだ多くの課題がある

ということをお聞きしたところでございますが、

現在、第７期の宿毛市高齢者保健福祉計画が進

行中でありますが、５期、６期を踏まえて、ど
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のように変わってきたのか、お伺いをいたしま

す。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 平成３０年度からの第７期の介護保険事業計

画におきまして、地域包括ケアシステムの実現

のため、大きく４つの項目について、取り組み

を進めているところであります。 

 まず、１点目に、医療、介護の連携として、

退院から在宅生活への円滑な移行に向け、医療

と介護の職員が、互いの立場を理解し、必要な

情報を共有するための研修を実施しております。 

 ２点目に、認知症の施策として、認知症地域

支援推進員と、初期集中支援チームを設置し、

相談体制を整え、早期発見、早期受診につなが

るよう、努めております。 

 また、認知症になっても生活できる地域づく

りとして、認知症サポーターを要請し、市民に

理解が広がるよう、取り組んでいるところでご

ざいます。 

 ３点目として、地域ケア会議の実施により、

行政を初め、包括支援センター、理学療法士、

歯科衛生士、薬剤師、地域支援コーディネータ

ーなどが連携して、高齢者の自立支援の充実を

図っております。 

 ４点目に、生活支援体制の整備として、地域

支援コーディネーターを配置し、地域住民で構

成する協議体の実施により、見守りやごみ出し

など、地域で解決できることを話し合い、支え

合いの地域づくりを進めているところでござい

ます。 

 さらに、住民主体の介護予防の自主グループ

の立ち上げにも、支援をしております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 第７期の介護保険

計画、４項目に分けて示していただきました。

以前に質問したときから見ると、それぞれの分

野で、明確で、具体的な取り組みになっている

のがわかります。 

 私ごとになりますが、当時、９７歳だった母

も１０１歳を超えまして、この２月に施設に入

りましたが、感じたことは、在宅で最期まで、

と言っても介護する側の知識や能力に限界があ

りまして、医療との連携の必要性を、強く今回、

実感をしたところでございます。 

 一段と充実をした、それぞれの取り組みをお

願いをしておきたいと思います。 

 それでは、この件に関して、再質問を行いま

す。 

 地域包括ケアシステムは、団塊の世代が７５

歳以上となり、要介護者が急増すると予想され

る２０２５年までに、各地域や自治体で行うこ

とが目指されていますが、７５歳以上の人口は、

自治体によって異なり、また地域の社会資源の

量や質も異なることから、各自治体は各地域の

事情や特性にあった地域包括ケアシステムが求

められるわけでありますが、本市の取り組みと

課題について、お伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 地域の事情に合った地域包括ケアシステムの

取り組みにつきまして、まず、介護予防、生活

支援に重点を置いた取り組みを行っているとこ

ろでございます。 

 介護予防の主な取り組みといたしましては、

元気な高齢者が虚弱にならず、虚弱な高齢者が

元気になることを目的として、住民主体で行う

いきいき１００歳体操に取り組み、平成２６年

には６カ所であったものが、現在、４４カ所に

ふえております。 

 そして、４５０人程度の方が、週１回は、そ

れぞれのグループで体操を実施しているところ

でございます。 
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 調理を伴った交流促進の取り組みである地域

元気クラブも含めますと、集いの場は７０カ所、

８００人程度の方が集まり、高齢者人口の約１

割の方の参加となっているところでございます。 

 その中で、高齢者自身が元気になるとともに、

声かけ、見守り、季節の行事などの交流を通じ

て、住民同士のつながりが強まり、買い物やご

み捨て等、生活支援にもつながっています。 

 次に、生活支援の主な取り組みに関しまして

は、地域包括支援センターに生活支援コーディ

ネーターを配置し、民間サービスも含めた買い

物、配達、配食等、地域の生活支援に関するサ

ービスの周知や調整により、介護保険サービス

のみで生活を成り立たせるのではなく、高齢者

に選択できるサービスがふえ、在宅生活の安心

確保の一助となっているところでございます。 

 これらの取り組みを通じまして、要支援レベ

ルの高齢者数は、平成２６年度末の２９６人か

ら、平成２９年度末には１９０人に減少してお

り、効果が見えてきているところでございます。 

 なお、高齢者が地域の中で自立した生活をし

ていく上で、不可欠となる住民同士のつながり

は、すぐに築けるものではないため、今後も時

間をかけて取り組んでいかなければならないと

いうふうに考えているところでもございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 宿毛市独自の取り

組みとして、介護予防、生活支援において、成

果が出てきているということで、大変評価がで

きる取り組みだと思います。 

 しかし、最近、特に感じるんですが、一部山

間地域では、コミュニティーが崩壊しつつある

ことを感じます。そういうコミュニティーの力

が失われ、いろいろな取り組みができない地域

も出てきております。 

 今後の課題として、その対策も講じていただ

きたいと思いますので、よろしくお願いをして

おきたいと思います。 

 次に、認知症対策についてお伺いをいたしま

す。 

 近年、高齢化の進展に伴い、孤独死や認知症

による徘回などが社会問題となっております。

そして、認知症になっても、地域で安心して暮

らせるようにするためには、早目の診断と適切

な医療、介護につなげていく取り組みは重要で

あります。 

 日本では、６５歳以上の高齢者のうち、認知

症を発症している人は、推定で約１５．７％で、

２０３０年には７４４万人まで増加、２０５０

年には７９７万人まで増加し、６５歳以上の５

人に１人が認知症を発症すると推定をされてお

ります。 

 また、高齢になるにつれ、認知症の割合がふ

え、８５歳以上では５５％の方が認知症になる

と言われております。 

 今後は、これまで以上のペースで増加をする

と思われます。 

 そこで、本市における認知症患者の現状と課

題について、伺います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 本市における認知症の現状につきましては、

現在の第７期介護保険事業計画策定のために実

施した介護予防日常生活圏域ニーズ調査におき

まして、要介護状態となる前の高齢者６，４０

５人のうち、４，９７４人の回答で、「物忘れ

がありますか」の設問におきまして、「ある」

と回答された方が、６５から６９歳で４９．

９％、そして８５歳以上で７１．２％でした。 

 また、市内の居宅介護事業所のケアマネジャ

ーへの調査では、介護認定者について、介護が

必要となる主な原因として、認知症が３０．

９％で最も高く、次いで認知機能低下を引き起
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こす脳血管疾患が２０．４％となっております。 

 この調査結果は、第６期介護保険事業計画策

定時に行いました結果と比較しまして、それぞ

れ数値が伸びておりまして、認知症を発症され

る方の増加傾向が示されていると考えておりま

す。 

 課題につきましては、認知症は誰でもなり得

る病気であり、症状を悪化させないために、周

囲の対応の仕方が大切ですが、認知症に対する

正しい知識が普及されていないことがあげられ

ます。 

 また、認知機能低下が重症となってから、相

談されるケースが多く、認知症のリスクを抱え

た人が適切なタイミングで病院受診につながっ

ていない状況があり、病院受診をしようと考え

ても、医療機関をどのように受診すればよいの

かがわかりづらいという点があるのではないか

と、そのように考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 今のお話ですと、

認知症を発症される方は増加傾向にあるように

思うが、適切なタイミングでの受診につながっ

ていない。また、医療機関をどのように受診す

ればいいのか、わかりづらいのではないかとい

うことですが、私も最近、友人知人の中に、う

ちの主人が、物忘れがひどくなったとか、妻の

言動が時々気になるというようなことを、よく

伺うことがあります。 

 そこでよく話をすると、ほとんどの方が、受

診をしていないわけですね。 

 身内のことであれですが、早く受診をすれば、

認知症の進行というのはとまります。とまると

いうか、遅くなります。これは実感として感じ

ておりますので、早く受診をするということが、

家族が気がついた時点で受診をするということ

は、非常に大事だと思っております。 

 そこで再質問でございますが、２０１２年の

調査で、認知症の前段階の軽度認知障害と呼ば

れている段階の方が、４００万人ほどいると言

われております。 

 軽度認知障害は、記憶力など認知機能の一つ

が低下をしておりますが、日常生活には大きな

支障がない状態であります。しかし、適切な対

応をせず放置すると、症状が進行し、高い確率

で認知症を発症します。 

 一度低下した認知機能を回復させるのは、非

常に難しいのが現状です。早い段階で、軽度認

知障害に気づき、症状に応じた対策をすること

で認知症を回復させたり、認知症の発症をおく

れさせたりすることはできます。 

 そこで、本市において、認知症の早期発見の

ために、どのような取り組みをされているのか、

お伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 認知症の早期発見や早期受診などの取り組み

につきまして、まずは認知症を正しく理解して

いただき、認知機能の低下があっても、その方

の暮らしを見守るなどの支援をしていただくこ

とを目的といたしまして、認知症サポーターを

養成するための講座を開催しているところでご

ざいます。 

 その養成講座には、中学生や民生委員、また

元気クラブ等の高齢者の集いや、老人クラブ等

の、地域で活動している方々に参加いただいて

いるところでございます。 

 また、運動、口腔機能の向上、趣味活動など、

日常生活における取り組みが、認知機能低下の

予防につながる可能性が高いことを踏まえ、い

きいき１００歳体操や、かみかみ１００歳体操、

そういったものを実施する住民主体の集いに対

して、支援をするとともに、その集いの場でも、

認知症に関する講話を実施し、支え合える地域
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づくりを目指しています。 

 適切な相談体制をとり、適時、病院受診をし

ていただくため、身近な相談役として、認知症

地域支援推進員を、地域包括支援センターに配

置し、物忘れの段階から、相談体制をとってい

るところでございます。 

 その相談により、認知機能の低下を発見する

問診を実施するとともに、認知機能低下により、

生活に支障がある方で、医療機関の受診につな

がっていない場合には、認知症サポート医の協

力を得て、認知症初期集中支援チームが早期発

見、早期受診への支援を行っているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 再質問を行います。 

 認知症についての情報提供というのは、ずっ

と行ってきたと思いますが、地域包括支援セン

ターで、初期段階での認知症相談ができるとい

うことなども、もっと市民へ周知を行うべきだ

と考えますが、所見をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 認知症の周知につきましては、先ほど、答弁

をさせていただきました取り組みに加えまして、

「広報すくも」に、認知症についての情報を掲

載するとともに、これまで行っていますいきい

き１００歳体操や、元気クラブへの講話を行う

ときに、本年度からは専門職員にも協力いただ

き、より専門的な見地からの情報提供を行って

もらうようにしておりますので、専門職員によ

る周知活動を、もっと広めてまいりたいと、そ

のように考えております。 

 今後も、認知症の周知につきまして、効率的

な方法を検討して、実施をしてまいりたい、そ

のように考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 認知症に関して、

よろしくお願いをしておきたいと思います。 

 次に、風疹対策について、お伺いをいたしま

す。 

 昨年の第４回定例会で、１２月１１日、川村

議員が風疹対策について一般質問を行いました。 

 ちょうどその日に、厚生労働省から、風疹対

策として、無料で予防接種を行うことが発表に

なったと思います。 

 担当課からの説明がなかったと思いますので、

そこで風疹対策の無料予防接種について、川村

議員の追加質問という形で、お伺いをしたいと

思います。 

 昨年、首都圏を中心に風疹患者が急増をいた

しまして、２０１７年の約３１倍にまで拡大を

したと言われております。 

 風疹は、妊婦が感染すると、赤ちゃんが難聴

や心臓病、白内障などの障害を持って生まれる

可能性があります。風疹の感染拡大を終息する

ために、対応を急ぐ必要があります。 

 ２月７日に成立した２０１８年度第２次補正

予算には、風疹対策が盛り込まれております。

２０１９年度予算による措置も含めて、現在、

３９歳から５６歳の男性を対象に、２１年度ま

での約３年間、抗体検査と予防接種が原則無料

化されることは、決まっております。 

 対象の男性は、子供のころに予防接種を受け

る機会がなかったため、他の世代に比べて、抗

体の保有率が低く、昨年夏からの流行でも、こ

の世代の男性が患者の中心となっております。 

 そこで、対象となる男性は、本市に何名程度

おられるのか、またどのような形で抗体検査と

予防接種を行うのか、お伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 
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 風疹の対策につきましては、前回の平成３０

年第４回定例会において、川村議員から一般質

問がございました。議員おっしゃるとおりでご

ざいます。 

 その後、風疹の予防接種については、国が予

防接種法に基づく定期接種の対象とし、平成３

１年度から３年間、原則無料で定期接種を実施

することが決定をいたしました。これも議員の

おっしゃるとおりでございます。 

 対象者といたしましては、昭和３７年４月２

日から昭和５４年４月１日生まれの、現在、３

９歳から５６歳の男性となっておりまして、本

年２月末時点で、本市では２，１５０人の方が

対象となっているところでございます。 

 しかしながら、予防接種に当たっては、ワク

チンの供給等の課題もありまして、対象者全て

が平成３１年度から実施するのではなく、まず

平成３１年度の対象者として、昭和４７年４月

２日から昭和５４年４月１日生まれの方を対象

とするようになっており、本市では、９６３人

の方が対象となる予定であります。 

 風疹の予防接種までの流れといたしましては、

対象者の方に、まず予防接種の必要性を判断す

るための抗体検査を受けていただき、その後、

風疹の抗体価が低い予防接種が必要な方のみに、

予防接種を受けていただくこととなっておりま

す。 

 現在の予定では、平成３１年度対象者の方に

は、４月に予防接種のクーポン券、抗体検査の

受診券を発送する予定となっています。 

 なお、先ほど申しました平成３１年度対象者

以外の、昭和３７年４月２日から昭和４７年４

月１日に生まれた男性につきましても、クーポ

ン券の発行を希望される場合には、クーポン券

等を発行することとしているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 本年度の対象者は、

昭和４７年４月２日から昭和５４年４月１日ま

での９６３人が対象だということですが、希望

すれば、本年の対象者よりも高齢の方たち、昭

和３７年４月２日から昭和４７年４月１日生ま

れの男性にも、クーポン券は発行されるという

ことですが、ここで再質問を行います。 

 全体の対象者は３９歳から５６歳ということ

で、非常に働き盛りの年代で、平日の日中に検

査を受けることは、非常に難しい人たちも多い

のではないかと思います。 

 休日、夜間や、職場での健診と一緒に受けら

れるようにするなど、きめ細かい対応をするべ

きではないかと思います。 

 また、居住市区町村以外での受診にも配慮す

べきではないかと考えますが、所見を伺います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 対象者の方々が、居住地以外や夜間休日も、

風疹抗体検査や、予防接種を受けることができ

るような体制がとれるよう、国が制度の整備を

行っているところです。 

 抗体検査に関しましては、原則として、抗体

検査を受けるためだけに医療機関を受診する必

要はなく、市が行う特定健診、職場が行う職場

健診、そして人間ドック等でも広く検査が行え

るようになっており、対象者のニーズに合わせ

た場所で、抗体検査を受ける体制が整備される

こととなっています。 

 また、予防接種に関しましては、先ほども申

しましたが、抗体価が低かった方に対しての実

施となります。 

 予防接種は、本市のみならず、全国の集合契

約実施医療機関で、接種可能となる予定ですの

で、予防接種が必要な方は、感染拡大を防止す

る観点から、ぜひともこの事業が行われる３年
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間の間に予防接種を受けていただきたい、その

ように思います。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 特定健診や人間ド

ックでも受けられるということで、非常にいい

取り組みじゃないかと思っております。 

 次に、消防行政について、Ｎｅｔ１１９緊急

通報システム導入について、お伺いをいたしま

す。 

 Ｎｅｔ１１９緊急通報システムは、音声によ

る１１９番通報が困難な聴覚・言語機能障害者

が、円滑に消防へ通報を行えるようにするシス

テムであります。 

 スマートフォンなどから、通報用のウエブサ

イトにアクセスして、消防本部が消防隊や救急

隊をどこに出動させるべきかを判断するために

必要な、救急、火事の別と、通報者の位置情報

を入力すれば、即座に消防本部に通報がつなが

り、その後にテキストチャットで詳細を確認す

る仕組みとなっております。 

 政府として、障害基本計画において、平成３

２年度までに全ての消防本部で、このシステム

を導入するということを目標として掲げており

ます。 

 現状では、全ての消防本部でＮｅｔ１１９緊

急通報システムが導入されるわけではなく、利

用できない地域もあるということですが、本市

の状況をお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 Ｎｅｔ１１９緊急通報システム導入状況でご

ざいますが、平成３０年１２月３０日現在で、

全国７２８消防本部中１４８本部が導入済みと

なっております。 

 高知県の消防本部では、平成３１年度に、本

市を含む県下１５消防本部で、一斉に導入を予

定しております。 

 それに伴い、幡多西部消防組合では、平成３

１年度当初予算で、初期費用９万１，５７５円

と、年間利用料４万１，２０９円の、合計１３

万３，０００円を計上しているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 本来であれば、平

成３２年度、東京オリンピック・パラリンピッ

クに合わせて、全ての消防本部に導入する予定

ということでございますが、１年前倒しをして、

本市を含む県下１５消防本部で一斉に導入する

ということでございますが、そこで再質問をし

たいと思います。 

 本市には、対象となる方々は何名おられるの

か。また、本市では、１１９番通報が困難な聴

覚障害、言語機能障害者の方たちは、どのよう

な方法で、今まで緊急連絡を行っていたのか、

お伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 対象者数についてですが、宿毛市では聴覚に

障害のある方１１２人、言語に障害のある方１

０人の、合計１２２人となっております。 

 これまでの取り組みにつきましては、宿毛消

防署の通信室に設置してあるファクス番号を、

手話サークル等で応急手当講習を行う際に周知

し、専用の通報用紙を配布しておりましたが、

今までにファクスを介した通報はない状況でご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 再質問を行いたい

と思います。 

 言語や聴覚に障害を持っておられる方が、合

計で１２２名おられるということでお聞きした
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ところ、平成１６年４月にこの制度を取り入れ

て、当時、ファクス番号が書かれた専用の通報

用紙を配布して、１５年間、ファクスを介した

通報がなかったということになります。 

 このような通報はないに越したことはなわけ

でありまして、本当によいことだと思いますが、

周知にもちょっと問題があったのではないかと

いう気もいたします。 

 ちょっと疑問も残りますので、そこで、今で

は、もっと簡単に、ファクス番号じゃなくて、

１１９を押すだけで緊急通報ファクスができる

ようにもなっておりますので、お知らせをして

おきたいと思います。 

 これは東京消防庁のファクスの用紙、１１９

で通用します。 

 高知県では、高知市内が導入をしております。

また、これは八幡浜市のものであります。 

 こういう形で、１１９を押すだけで、緊急通

報ができる、より簡単な、障害を持つ方たちに

とっては、簡単なほうがいいと考えますので、

それも検討していっていただきたいと思います。 

 そこで、Ｎｅｔ１１９緊急通報システムにつ

いては、スマートフォンが必要となることから、

限られた方たちになるかもしれませんが、普及

方法はできるだけ簡単な方法が求められると考

えております。 

 そこで、本市ではどのような計画であるのか、

状況を伺います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 Ｎｅｔ１１９の利用希望者は、あらかじめ住

所地の消防本部に、利用の申請をする必要があ

りますので、その導入並びに運用に当たっては、

できるだけ簡単に登録申請ができるよう、今後、

十分に県下の消防本部で協議検討をしてまいり

ます。 

 利用者の利用促進を図るためには、広報等で

の周知はもとより、関係機関等と十分に連携を

して、取り組んでまいらなければならないとい

うふうに考えておりますので、しっかりと取り

組んでまいりたいと考えているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 以上で質問は終わ

りますが、言語や聴覚に障害を持っておられる

方たちが安心して生活できるように、一人でも

多く普及できるような取り組みをお願いをいた

しまして、一般質問を終わります。 

○議長（岡﨑利久君） この際、午後１時１５

分まで休憩いたします。 

午前１１時４５分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時１７分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） ８番、山戸です。 

 私は、今回、ＰＦＩ事業について、小中学校

整備ＰＦＩ事業について、一連の質問を行いた

いと考えます。 

 宿毛小中学校の整備について、経費的にも、

整備期間の短縮という面においても、通常の行

政主導型の整備よりも有利な点が多いために、

ＰＦＩ方式を採用したいという執行部からの提

案を受けて、去る１２月議会においては、３０

年間で総額約４３億円にのぼる債務負担行為の

議決がなされ、今議会では、特定目的会社ＳＰ

Ｃとの契約議案が上程されるに至っています。 

 このＰＦＩ事業には、大きく分けて４つの段

階が存在すると、私自身は判断しています。 

 その第１は、ＰＦＩ事業が、果たして採用可

能であって、効果が期待できるかどうかを検討

し、決意した段階。 
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 第２段階としては、ＰＦＩ事業に名乗りをあ

げる事業者を募り、優先交渉権者としての選定

に至るまでの段階。 

 さらに、第３段階として、その特定目的会社

ＳＰＣとの契約内容に基づいて、建設工事が実

施される段階。 

 そして、最後に、第４段階としての建物の維

持管理を含めた運営の段階。さらには、３０年

後の行政への移管という段階が加わることにな

るのでしょうが、現在、検討し得るものとして

は、この４つの段階が想定できるものと考えま

す。 

 私は、この４段階それぞれのついての質問を

中心としながら、このＰＦＩ事業の内容につい

て、幾つかの不明な点を明らかにしていきたい

と思います。 

 今議会、契約議案は、議会開会後、会期中の

上程ということで、非常に短い、限られた検討

時間で議会としての態度を決めなくてはならな

い、極めて窮屈な状況となっていて、本来なら

ばその契約の採否については、次回の議会へ持

ち越して、じっくりと検証した上で、決すべき

筋合いのものであるとも考えられる、そのこと

から、質問が多岐にわたり、細部に及ぶものと

なりかねないことを、あらかじめお断りして、

質問に入りたいと思います。 

 まず、第１段階、ＰＦＩの可能性調査の段階

について。 

 以前、ＰＦＩと、公共直轄による建設事業費

の比較を示した表が示されたことがありました。 

その際に、一応の御説明を受けて、ひょっとす

ると、繰り返しになるのかもしれませんが、改

めて質問したいことがあります。 

 この建設事業費の比較では、宿毛小中学校の

建設事業費について、公共で行えば３４億５，

３３０万円かかるものが、ＰＦＩでは２５億３，

８００万円で可能であり、差し引き９億５，３

００万円安くあがると、そうなっていました。 

 ＰＦＩであれば、こんなに安くあがるのかと、

びっくりした記憶があり、どんなからくりでそ

うなるのか、不思議に思ったことでしたが、民

間が主導でやれば、公共直轄よりも安くあがる

という根拠について、御説明を願います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 山戸議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

 公共直轄で実施する場合、仕様書で材料や工

法等を定め発注する、仕様発注という方法にな

りますが、ＰＦＩでは、要求する性能を定め発

注する、性能発注という方式で実施することに

なります。 

 また、設計、建設、維持管理を、それぞれ分

けて発注する分離発注ではなくて、全てを一括

して発注する一括発注方式になることで、民間

事業者の創意工夫や、ノウハウが生かされるこ

とになります。 

 民間事業者の創意工夫やノウハウが生かされ

ることが、コストの削減要因となっているとい

うことでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） この２５億３，８００

万円という金額が、市としての建設費用の基準

として、特別目的会社ＳＰＣとの契約上限額の

決定にそのまま採用されていると、そのように

理解していいかどうか、お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 この２５億３，８００万円を積算した時点は、

どのような性能を持った合築校舎を建設するの

かを検討する前の段階であり、要求水準書の作

成前になります。 

 ＳＰＣとの契約上限額につきましては、どの

ような性能を持った合築校舎を建設するか検討
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をし、作成した要求水準書をもとに、事業費を

積算し、公募を実施したものになりますので、

平成３０年３月２３日の予算決算常任委員会で

お示しをした建設費とは違うものとなっており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） ２５億というのは、概

算、基準が全くない中で、一定の目安として出

したものである、という話ですが、そうすると、

その算出に際しては、先ほど御説明いただいた

ように、ＰＦＩによる経費削減という利点を反

映する形で、今回のそれなりの割引が行われる

なり、何らかの操作がなされて、直轄で行うよ

りも安い見積もりとなるよう、勘案されている。

そう判断していいのかどうか、お伺いいたしま

す。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 平成３０年１２月議会での予算決算常任委員

会の秘密会にてお示しをさせていただいており

ましたが、要求水準書に基づく小中学校整備事

業費を、従来方式でやった場合の金額を積算し、

それをもとに、ＰＦＩでやった場合に、どれく

らいになるかを積算しております。 

 その際、ＰＦＩでいうところの４．９％のバ

リュー・フォー・マネー、削減効果が見られる

との結果になっております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） ３４億５，３３０万円

かかるものが、ＰＦＩだと２５億３，８００万

円。差し引き９億５，３００万円安くあがると

いうことで計算すれば、２５億割る３４億で、

０．７３、つまり７３％の金額でできる。ＰＦ

Ｉなら、差し引き２７％安くあがると、最初は

そういうことだったはずですがね。 

 それが、現実には４．９％の削減ですか。４．

９％程度なら、直轄でやった場合の入札減分と

大差なしではないですか。その点、どのように

お考えでしょうか。 

 どこに価格面でのメリットが反映されている

のか、お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 平成３０年３月２３日の予算決算常任委員会

でお示ししたものは、建設費のみになります。

要求水準書をもとに試算した削減効果４．９％

につきましては、設計や維持管理費まで含めた

総事業費になりますので、一概に比較はできな

いものと考えます。 

 今回、予定対価を公表する段階で積算した際

の従来方式の建設費は、税込み約３３億７，５

００万円と積算しておりました。優先交渉権者

の建設費の提案金額は、税込み約２９億１，６

００万円でしたので、建設費のみで比較した場

合、率にして１３％の減となっているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） ＰＦＩであると、それ

だけ安くなっているということのようですので。 

 次に、第２段階の優先交渉権者を選定するま

での段階について、お尋ねいたします。 

 この段階から、ＰＦＩ事業は突然秘密性を帯

びて、まるでブラックボックスとしか思えない、

そんな段階に入りました。 

 事業の上限額について示されることはあって

も、その算出の根拠となっている逐一の条項の

金額は開示されないばかりか、どれだけの事業

体が応じたものやら、単数か複数かさえも回答

を得られない。いうならば、不透明きわまりな

い段階に入ったと、私は思うのですが、なぜあ



 

－ 44 － 

のような、一種隠密的な行動を採用しなければ

ならなかったのか、その理由について、御説明

を願います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 募集要項で、サービス予定対価上限額や、そ

して応募条件等を公表するに当たって、積算根

拠や参加表明をした事業者の数等の情報を、な

ぜ開示しなかったかという趣旨の御質問でござ

いまして、ブラックボックスとか、不透明とか、

隠密とか、そういった言葉も出てきております

が、公募を実施するに当たり、予定対価の積算

根拠は、従来の競争入札でいうと、予定価格調

書に類するものに当たりまして、秘匿情報とな

ります。 

 万一、積算根拠等の情報が外部に漏れてしま

いますと、民間事業者の創意工夫が図られない、

そういった恐れがあったこと、また参加表明を

した事業者の数につきましては、外部に情報が

漏れてしまいますと、競争原理が働かなくなる、

そういったおそれがあったことから、開示をし

ていない、そういった状況でございました。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） そういうような状況の

中で、応募する事業者に示された要求水準書に

ついては公開されたわけですが、市としてのＰ

ＦＩ事業に必要とする基準を示した要求水準書

は、どのような段階を経て検討され、策定され

たものなのか。学校現場や保護者の意向、ある

いは近隣地域を含めた住民の意見を反映するた

めに、どのような体制がとられて、策定に至っ

たか、その経緯についてお尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、８番議員の

一般質問にお答え申し上げます。 

 ＰＦＩ事業につきましては、民間資金等の活

用による公共施設等の整備等の促進に関する法

律第５条の規定に基づきまして、事業の公平性

及び透明性を確保することを目的とした実施方

針を、平成３０年５月１８日に公表をいたして

おります。 

 教育委員会におきましては、宿毛小学校及び

宿毛中学校の校舎等の建設に対して、学校現場

や保護者の要望を確認していく必要があるとい

うことで、まず、平成２９年１１月２７日に、

宿毛小学校及び宿毛市中学校校舎等改築検討準

備会を開催をいたしております。 

 この準備会では、同年５月３０日に、宿毛文

教センターで行いました宿毛小学校校舎等、及

び宿毛中学校校舎等改築に係る意見交換会で提

示をいたしました宿毛小中学校の校舎等の配置

図を参考資料として使用し、両校の改築に当た

って、よりよい学校施設とするための校舎附帯

施設や、教室等の配置について、宿毛小学校、

松田川小学校及び宿毛中学校の教職員、並びに

同小中学校のＰＴＡの役員の方に御参集をいた

だき、意見を聞き取りさせていただきました。 

 その後、平成３０年２月２２日にも開催し、

先ほど申し上げましたＰＦＩ事業における実施

方針の公表後、再度、平成３０年８月１６日に

準備会を開催いたしております。 

 なお、準備会の開催前には、学校現場におき

ましては、各学校での意見を取りまとめていた

だき、保護者の皆様には、各ＰＴＡでの意見の

取りまとめを行っていただいた上で、準備会を

開催をいたしております。 

 要求水準書の作成に当たりましては、準備会

で出された学校現場や、保護者の意見を尊重し

ながら、災害に強い学校、また小中一貫教育も

見据えた学校となるよう、市の関係課と協議を

しながら作成をいたしているところでございま

す。 
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 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） あれこれと段階を踏ん

でいるということは、よくわかりましたが、た

だいまの御答弁では、住民の意見の反映という

点が欠けていると思うのですが、この点に関し

ては、どのようにお考えなのか、お尋ねいたし

ます。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 住民の意見をどのように反映したのかとの御

質問でございますけれども、優先交渉権者との

契約が締結となりましたら、基本設計を行うた

めに、ＳＰＣ（特定目的会社）とともに、関係

者が集まったワークショップを開催することを

検討いたしております。 

 ワークショップには、住民の方の意見を反映

させるため、当該学校施設の近隣地域の地区長

さんにも参加を依頼したいと考えているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） そういった形で、要求

水準書の練り上げが行われ、そして近隣地域の

皆さんの意見も反映するという方向で動いてい

るということは、よく理解しました。 

 ただ、要求水準書についてですけれども、幾

つか気になることがありますので、お尋ねした

いと思います。 

 その第１は、要求水準書の９ページ、（ア）

将来にわたる教育環境や、住民ニーズの変化に

対応できる校舎、という部分です。 

 この、将来にわたる教育環境や、住民ニーズ

の変化とは、具体的にはどのようなことを想定

されているのか、お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 本整備事業の実施期間は、御承知のように３

０年間としておりまして、その間には、人口の

増減に伴う児童生徒数の変化や、教育環境の変

化。例えばＩＣＴ技術の導入や、小中一貫教育

の実施、また大きなものでいえば、義務教育学

校への転換の検討などといったことが考えられ

ます。 

 こういった教育内容や、教育環境の変化に対

して、柔軟に対応可能な施設配置や、諸室配置

といったことを想定をいたしております。 

 また、住民ニーズにつきましては、こちらも

人口動態の変化や、宿毛小中学校の校区内のま

ちづくりの変化などに対して、学校施設は有効

活用が可能となり得るような施設配置や、諸室

配置をすることも想定をいたしているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 続いて、同じく要求水

準書の１５ページ、多目的教室について、業者

側から、市の考え方として、小学校４教室分、

中学校６教室分とありますが、室数に対する根

拠はどのようにお考えでしょうか、御教示くだ

さい、との質問に対して、回答欄には、応募事

業者の企画提案に委ねるものとします、とあり、

これは一体どういうことなのか、私などには全

く意味がわかりません。 

 このような回答となった理由というか、意図

についてお尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 応募事業者から出された多目的教室の質問に

対して、応募事業者の企画提案に委ねるものと

しますと回答している理由、意図について、御
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質問をいただきました。 

 業務要求水準書では、多目的教室に関する要

求水準として、空間の仕切り方や、レイアウト

等において、将来の教育環境の変化に応じて、

活用しやすい空間形成とすること、と記載をい

たしておりまして、先ほど、議員の御質問にあ

りました市の考え方を参考に、民間のノウハウ

を活用して、要求水準を満たす提案を行ってい

ただきたく、このような回答をさせていただい

たところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 回答書では、このよう

な回答になっているけれども、細部の打ち合わ

せが何らかの形でなされたものと判断しますの

で、この件については、この辺で終わります。 

 先日、総務文教並びに産業厚生両常任委員会

の合同審査の中で、宿毛市における小中学校整

備事業審査公表が提示され、公開可能な部分と

して、明らかにされました。 

 その中で、今、質問を申し上げた項目に関係

すると思われる事項として、選定委員会による

評価の加算点について示した表の企画設計業務

の欄で、合築校舎の諸室に関する企画、設計の

考え方では、５０点満点中応募事業者１は２１．

２、応募事業者２は３６．４という評価がなさ

れています。 

 この両者の評価、その差１５．２というよう

な、大きな評価の分かれはどうした点で生じた

のか、お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 評価項目の中の合築校舎の諸室に関する企画、

設計の考え方の項目で、大きく評価が分かれた

点についての御質問でございますが、まずは、

応募事業者２は、応募事業者１に比べて、教室

が広かったことがあげられます。 

 また、校舎の外部、内部に積極的に木材が多

用され、快適性が確保されること。そして、子

供や先生にとって、校舎が居心地よく、ストレ

スを感じない空間であるためには、どうすれば

いいかを念頭に置いて考えられていること。市

道を直接横断しない方法での動線が提案されて

いるなどが、評価の分かれた点であるというふ

うに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） ともかくも、ＰＦＩ事

業について、名乗りをあげた事業体が２つあり、

それぞれに企画提案書の提出をいただいた。そ

れを受けて、最終交渉権者の選定を行うについ

ては、幾つかの段階別の審査が必要であったと。

市として、厳正な審査を実施するために、どの

ような体制と段階で臨んだのか、お尋ねいたし

ます。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 平成３１年１月１８日締め切りであった民間

事業者からの企画提案書の審査には、専門的な

知識が必要となることから、今回は、専門的な

知識を有した有識者４名に依頼し、企画提案書

の審査をしていただくことになりました。 

 また、選定委員７名を選び、企画提案の採点

を実施をいたしました。 

 審査の流れにつきましては、平成３０年１０

月９日の募集要項等、公表後、参加表明書を受

け付けし、募集要項で示している参加資格要件

を満たしているかどうかの参加資格審査を実施

しました。 

 その後、企画提案書を受け付けた後に、提案

金額が予定対価を超えていないかどうかの確認

を行い、また提案内容が要求水準書を満たして

いるかどうかの基礎審査を実施いたしました。 
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 基礎審査の後、内容審査として、平成３１年

１月３０日に、民間事業者のプレゼンテーショ

ンを実施し、そのプレゼンテーションの前後で、

有識者会議、選定委員会を実施しました。 

 その後、平成３１年２月１日に選定委員会を

開催し、有識者からの報告や、そしてプレゼン

テーションの実施を踏まえ、評価項目ごとに選

定委員が採点をいたしたところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） そのように段階を踏ん

で、適正、厳正に審査を行ったとのことですが、

応募事業者の参加資格審査について、一つ確認

したいと思います。 

 例えば、仮に私が市役所の発注する土木工事

を受注したいと思っても、私にはそのような、

工事に従事した実績もなければ技術もない。加

えて、工事を実行する体制を組むだけの資本力

もない。まずは、門前払いを食らうのがおちで

しょう。 

 今回のＰＦＩ事業における応募事業者１と２

は、それぞれに資格要件をクリアしているわけ

ですが、参加資格審査における資格要件とは、

どのような内容であったのか。事業遂行に係る

能力、つまり技術力や資本力など、どのように

評価したのか、その点お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 ＰＦＩにおける参加資格要件とは、従来の指

名競争入札方式のように、事業者につけられた

ランクによって、一律に制限されるものではあ

りません。 

 ＰＦＩでの応募事業者は、民間事業者の連合

体での応募となるため、各事業者が参加資格要

件を満たしているかどうかの判断が必要となり

ます。 

 本事業への応募参加資格要件は、募集要項で

も明示をしてありますが、設計業務では、１級

建築士事務所の登録をしていること。建設業務

では、今回の整備業務と同等の業務経験を有す

ること。維持管理業務では、今回の維持管理業

務と同等の業務の経験を、５年以内に有するこ

ととしております。 

 ただし、本事業では、市内事業者にできるだ

け参画してもらいたいとの思いから、建設業務

と維持管理業務を担う応募事業者の参加資格要

件として、市内事業者につきましては、同等の

業務経験は問わず、公共事業への業務経験を有

するものとしておりました。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 資格審査の内容につい

てですが、優先交渉権者となった応募事業者２

に関して、余りにも市長との関係が密接過ぎて

問題があるのではないか、だとか、法的な要件

でひっかかるようなことはないのだろうかとか、

あれこれ憶測の声が、市民の中には存在します。 

 この点について、資格要件に抵触し、ひっか

かるような点は一切なかった、そういうことで

よろしいのか、その点お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 参加資格審査につきましては、先ほどの答弁

でお答えしましたように、募集要項で定める資

格要件を募集事業者が満たしているかどうかを、

粛々と審査をしておりますので、特に問題はご

ざいません。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） とかくこのような審査

に関しては、その審査担当の人員構成について、

人選が偏っているとか、どういう方面の代表が

入っていないだとか、結果に対する反対意見や、
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疑念をもとに、異論を唱える人がいます。 

 審査委員の構成や、有識者の選定はどのよう

に行われたのか、その点お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 選定委員は、今回、７名選定しましたが、本

事業が学校の整備であることから、教育委員会

より教育長と学校教育課長、そして実際に学校

を使用される教職員の考え方も必要ではないか

というところから、宿毛小学校、中学校の両校

長にも入っていただきました。 

 また、建設の観点から、都市建設課長、ＰＦ

Ｉ担当課である総務課長、そして統括的な立場

として、副市長を選定をいたしたところでござ

います。 

 有識者につきましては、建築、教育、財務、

法律の各分野から専門家を探す中で、今回の選

定に至ったというところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 選定委員による評価の

加算点の表によれば、両者共通の９００点、こ

れは資格審査で合格した。それから、一連の審

査で、まず前段の審査で合格したという意味で、

９００点を加えて、合計で２０００点満点中、

応募事業者１は１３４１．９点、応募事業者２

は１３９３．１点という得点を得ていて、その

差が５１．２点となっているのですが、応募事

業者２が大きく得点を伸ばしている要因として

は、先ほど申し上げました合築校舎の諸室に関

する企画設計の考え方の１５．２点の差と、も

う一つ、基準点１１０点満点中４２．５に対し

て、９２．５と、その差５０．０点という圧倒

的な大差をつけた地域経済の貢献度、及び人材

の育成、活用の項目が目につきます。 

 この決定的とも思われる得点の差は、どうし

て発生しているのか、その点についてお尋ねい

たします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 地域経済の貢献度及び人材の育成、活用の項

目でございますが、宿毛市におきまして、ＰＦ

Ｉ事業を成功させるためには、地元事業者がで

きるだけ多く参画し、地域経済に貢献できるか。

また、ＰＦＩ事業のノウハウを、地元事業者に

どれだけ継承できるかが、必要不可欠なものと

考えております。 

 その観点から、この項目の配点につきまして

は、重点配分しております。 

 大差がついた理由といたしましては、応募事

業者１より応募事業者２のほうが、参画する地

元事業者の数が多く、ＰＦＩ経験のある事業者

と一緒に事業を遂行していくことで、ノウハウ

の継承や、スキルアップが図れるのではないか

と、そのように評価されたというふうに考えて

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 先ほども触れましたが、

このような審査では、その人員構成と同時に、

項目ごとの採点に関して、その基礎となる配点

基準が、果たして公正なものであったのかどう

かも、事後の異論のもととなります。 

 合計で２０００点満点となり、大は１１０点

から、５０点、４０点、３０点、２０点、１０

点と、項目の重要度に応じて配点されていると

思われる、この基準点数、その透明性はどのよ

うに確保されていたのでしょうか、お尋ねいた

します。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 評価基準の配点につきましては、宿毛市にと

って、今回のＰＦＩ事業の中で、どこを重要視
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するかという観点から、基準点の配分をいたし

ております。 

 この配点基準につきましては、平成３０年１

０月９日に、募集要項等とあわせてホームペー

ジ上で公表しておりまして、応募事業者は、こ

の採点基準を確認した上で応募をしているため、

透明性については、確保されているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 応募事業者に対しては、

この配点基準は既に明示されて、市として、ど

の点を特に重要視しているのかということは、

事前にわかるようになっていた。後出しで、片

一方に有利になるような配点をしたわけではな

い。事前にそういうふうに、明らかになってい

たということ、了解しました。 

 ともかくも、最終交渉権者としては、応募事

業者２である山幸建設株式会社を代表とする特

定目的会社ＳＰＣが選定され、事業を遂行する

ための仮契約が結ばれたわけですが、これから

は、私の分類する第三の段階、つまり契約内容

に基づいて、建設工事が実施される段階につい

て、質問したいと思います。 

 その前にもう１点、先ほど来引用している審

査講評の、選定委員及び有識者による専門的な

視点の評価（よい点、検討が必要な点）につい

て、触れたいと思います。 

 その第８ページからの指摘に従えば、応募事

業者２に対する評価コメントの中で、先ほど、

市長の御答弁にもありましたが、構成企業が地

元企業を中心に組まれており、受託した場合の

地域経済への貢献度は高いとされる一方で、事

業体制が不明確であり、事業推進上の課題であ

るとの指摘がなされています。これは、応募事

業者２に対する評価ですね。 

 市民が、また私自身が大きく心配する点は、

総額４３億円にもなろうかという大事業が、そ

の大部分を占める建設関連事業の実施はいうま

でもなく、３０年間にわたって、安定した形で、

継続できるだけの能力を、特定目的会社ＳＰＣ

は、果たしてどこまで備えているのかという点

です。 

 受託事業体を構成している方々に対しては、

まことにぶしつけ、失礼きわまりない言い方に

なろうかとも思うのですが、この点はあくまで

も一般論としてお聞き願いたいと思います。 

 構成メンバーの中には、長いスパンの中で経

営者の代がわりや、事業承継に支障を来すよう

な事態だって起こらないとは限らない。また、

このＰＦＩ事業以外の構成企業独自、個別の事

業活動において、何らかの破綻や困難が生じて

くる可能性がないでもない。 

 そして、ＳＰＣそのものに支障が生じること

だって、絶対ないとは言い切れない。市はその

点について、契約書を作成するに当たって、事

業の実施体制の継続、安定性を確保するための

配慮、ないしは担保となる条項を、どのような

形で盛り込んでいるのか、その点についてお尋

ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 御質問にありました応募事業者２に対する評

価コメントの後段の評価内容につきましては、

今回、優先交渉権者となったグループの構成企

業には、ＰＦＩ事業の経験がないことから、業

務遂行に当たって不安があるとの視点から、評

価されたものであります。 

 しかしながら、審査講評資料では見えており

ませんが、構成企業の下に第三者企業という実

施体制がありまして、そこにＰＦＩ事業の経験

を有する企業が多数含まれており、サポート、

バックアップがされるといった提案でありまし

たので、市といたしましては、優先交渉権者決
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定後に、山幸建設グループと交渉をしていく中

で、ＰＦＩ事業の経験を有する、この第三者企

業に対して、契約時は構成企業になって、もっ

と主体的に、今回の事業にかかわっていただく

よう要請をし、了承をいただいたところでござ

います。 

 また、契約期間３０年の間に構成企業が廃業

してしまい、事業そのものが継続できなくなる

のではないかという点につきましては、ＰＦＩ

手法は契約期間中にＳＰＣの構成企業が消滅し

た場合に、新たにその業務を担う事業者を、Ｓ

ＰＣの構成企業として、入れかえることが可能

ですので、事業は継続されるものと考えます。 

 なお、万一、ＳＰＣが何らかの理由で事業実

施が困難となり、契約解除となった場合には、

ＳＰＣの債務不履行による契約解除として、合

理的な範囲での賠償を求めることができる契約

内容となっております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） ただいま御答弁いただ

いたサポート、バックアップの第三者企業につ

いては、昨日いただいた契約書案、それときょ

うの新聞にも掲載されておりましたが、後日、

委員会の場で、より詳しくお尋ねしたいと思い

ますので、よろしくお願いします。 

 次に、契約金額についてですが、設計費、建

設費、維持管理費を中心とする契約金額の明細

はどのようになっているのか、お尋ねいたしま

す。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 契約金額の内訳につきましては、消費税８％

込みで企画設計費１億８，３６０万、建設費２

９億１，６００万円、維持管理費７億３，００

８万円、プロジェクトマネジメント費４億４，

９２８万円、金利負担分１，５９６万１，６０

３円となっております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） この契約が成立すれば、

いよいよ基本設計、詳細設計と進んで、校舎を

初めとする各種施設の建設、さらには旧校舎等

の解体、グラウンドなどの整備と進むことにな

るのですが、まずはどのような校舎が想定され

ているのか。 

 市長は以前から、例えば５階建てでなどとお

話しされていたように思うのですが、そうして、

いまだに５階建ての校舎になるものと思ってお

られる市民の方も多数おられるようなので、実

際には、どのような校舎が提案され、採用され

ることになっているのか、その点お尋ねいたし

ます。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 以前、まちの方々からも、ぜひ高層階の校舎

をという要望等もございまして、今はまたちょ

っと話が変わっているようでございますが、そ

ういった話の中で、高層階の校舎をというお話

をさせていただいた経過があるところでござい

ます。 

 優先交渉権者から提案された合築校舎につい

ての質問ですが、２階建てが３棟、そして４階

建て１棟がつながっている、そういった校舎と

なっておりまして、鉄筋コンクリートづくりで、

校舎の外面、内面には、積極的に高知県産材が

多用されるものとなっているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） ２階建てが３棟、そし

て４階建てが１棟と、高層階といっても、そう

いう形になるということですね。 
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 校舎の建てかえに関しては、教育環境と震災

対策の勘案、つまり低層の建物にすれば、教育

環境的には好ましいが、津波に対しては不安が

あり、高層階の建物にすれば、津波の不安は軽

減できるが、教育環境として問題がありはしな

いかと。あっちを立てればこっちが立たず、こ

っちを立てればあっちが立たずという、一種の

二律背反的な側面がありました。 

 その点、今回の提案をどのように評価するの

か、お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長お答え申し上

げます。 

 優先交渉権者から提案を受けた校舎の内容に

つきましては、基本的に、北側２棟が中学校棟、

南側２棟が小学校棟となっておりまして、その

うち４階建てとなりますのは、一番北側の棟と

なっております。 

 ４階建ての棟の４階部分には、中学校の多目

的ホールと、災害時に配食が可能な家庭科室が

配置をされております。 

 小学校は、基本的に２階部分までの諸室を利

用することとなりますので、児童にとりまして

は、低層階での教育となり、教育環境にとって、

非常に好ましいものであるというふうに考えて

おります。 

 中学校は、４階建ての部分がございますが、

普通教室は全て２階に配置され、通常の授業は

２階で行われますので、こちらも教育環境とし

ては、良好な環境であるというふうに考えてお

ります。 

 津波対策につきましては、提案内容にある４

階建ての３階部分の床面高は、地盤面から８．

３メートル、４階部分は１２．３メートルでご

ざいます。そして、合築校舎を建設する場所の

Ｌ２クラスの浸水深は、６．０３メートルと予

測されておりますので、４階建てであれば、最

大クラスの地震、津波が来ても、３階、４階部

分はつからず、緊急避難場所としても機能し得

るものであるというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） そういうことで、今、

御答弁いただいた基本構想に従って、今後は設

計と建設が進められるわけですが、その作業は

特定目的会社ＳＰＣの構成企業内部のどなたが

担当されることになるのか。それとも、協力会

社という形で、外部に発注されることになるの

か、市として、実際の担当企業をどのように把

握、認識なさっているのか、お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 本事業の実施に関しまして、設計業務を担う

業者は、有限会社艸建築工房及び株式会社石本

建築事務所、整備開発業務を担う業者は株式会

社山幸建設、荒川電工株式会社、株式会社合田

工務店となっているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 市としての設計内容や

施工内容の判定、もしくは意見はどの程度反映

され、実効性をもち得ることになるのか。 

 先ほど、住民意見の反映として、ワークショ

ップを開くとのお話がありましたが、その結果

を含めて、市民や市の意見は反映されることに

なるとの判断でよろしいのでしょうか。確認の

意味でお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） お答え申し上げます。 

 本事業につきましては、公表した要求水準書

に合致した形の提案を応募事業者から受け、そ

の中で優先交渉権者を決定をいたしております

ので、基本的には、市の考え方に沿った企画設

計の内容が提案をされております。 
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 今後は、優先交渉権者を決定する過程で得た、

有識者や選定委員からの意見や、提案内容に対

する学校現場等から出た意見を踏まえまして、

よりよい教育環境をさらに形づくっていくため

に、契約相手方でございますＳＰＣと企画設計

も含めた事業全体の詳細について、議論を行っ

ていくということになっております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） そういう形で意見を反

映していくということで、了解しました。 

 次に、設計並びに工事の監理体制について、

お尋ねいたします。 

 以前、私の所属する会派、市民クラブは、香

川県まんのう町の満濃中学校建設運営を中心と

する、ＰＦＩ事業の政務調査を行いましたが、

この事業、２０１３年３月に建物が完成したに

もかかわらず、その４月にふぐあいが発生し、

その問題が最終的に解決するまでには、２０１

５年１１月までかかった、そのように説明を受

けました。 

 このような問題の本質は、事業の監理の体制

にあったと、私たちはお聞きしました。 

 直轄の事業のなら、町自身が責任を持って工

程監理、資材検収などの品質管理を行うけれど

も、全ては特定目的会社ＳＰＣの責任において

なされる。そのために、まんのう町は報告を受

けるのみで、詳細についての監理からは外れて

いた。 

 そうした中で、担当者であるＳＰＣの統括マ

ネジャーと協力企業との連携にずれが生じて、

結果的にふぐあいを生じさせるもとになったと、

そのような説明を受けました。 

 このＰＦＩ事業の監理という面について、市

はどのようにかかわることになっているのか、

その点お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 本事業におきましても、ＳＰＣにはプロジェ

クトマネジャーという統括マネジャーを置くこ

ととなっております。 

 このプロジェクトマネジャーが、全業務のマ

ネジメントを統括することとなりますが、その

業務範囲には、セルフモニタリング、監視業務

というものがありまして、まんのう町と同じよ

うにプロジェクトマネジャーが、工程も含めて、

各業務の実施状況の監視を行い、市に報告する

こととしております。 

 また、市としましても、このモニタリングを

行うこととしておりまして、このモニタリング

については、本契約締結後にＳＰＣとサービス

基準合意書という資料の中で、各業務の水準を

定めた指標を設定することとしており、この指

標をもとに、適切な事業が実施されているか、

モニタリングを行います。 

 また、双方のモニタリングを適切に行うため

に、市のモニタリング結果とＳＰＣのセルフモ

ニタリング結果を報告する監視報告会を設置す

ることとしており、その報告会には、プロジェ

クトマネジャーだけではなく、協力企業や委託

業者等の、実際に現場で事業を実施している者

を同席させることができるようになっておりま

すので、連携にずれが生じるおそれは回避でき

るのではないかと、そのように考えております。 

 また、セルフモニタリングの報告を、必要に

応じて、有識者にチェックをしていただくこと

もできる内容と、そのようにしているところで

もございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 契約書というのは、お

互い、立場の異なる当事者同士の遵守すべき合

意事項を定める形で作成されると思うのですが、

立場の違いによって、合意を得たはずの基準線
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の上下に、グレーゾーンというべきか、双方の

思惑からくる裁量の幅が生じることになります。 

 だからこそ、設定ラインを遵守させるための

監理が必要になるわけですが、ＰＦＩ事業では、

この監理という重要な役割を、ＳＰＣそのもの

自体で担当し、行うことになる。いうならば、

自分の仕事を自分が監理、つまり監督し、取り

締まると、そういう形になった場合、一種、性

善説だけでは片がつかないケースだって生じて

くるわけです。 

 下世話な話で恐縮ですが、要するに、やりた

い放題ではないか。その点、市として、どこま

で関与できるのか、最前の質問と重なることに

なるのかもしれませんが、その点お尋ねいたし

ます。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 先ほども申しましたが、本契約では、サービ

ス基準合意書を定め、ＳＰＣがクリアしなけれ

ばならない、そういった水準を設定いたします。 

 仮にその水準をクリアできなければ、ＳＰＣ

と改善のための協議を行い、それでも改善がな

されなければ、サービス対価の支払いが減額さ

れることとなりますので、ＳＰＣも責任を持っ

て、セルフモニタリングすることになると、そ

のように考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） そういう構造的なもの

はよくわかりましたが、この監理という作業、

市の一体どの部局の、誰が携わることになるの

か。極めて専門性が高く、しかも大規模な事業

となる今回のＰＦＩ事業について、ＳＰＣによ

る報告を理解し、場合によっては、そごや誤り

を見抜くだけの能力を備えた部局や人材が、市

の機構の内部に存在するのか。いないとするな

ら、どのように対処するのか、お尋ねいたしま

す。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 モニタリング体制をどの課が実施するかとい

う御質問ですが、本事業が学校施設であること、

また建設事業であることから、現状では、学校

教育課及び都市建設課がチェック機能の役割を

担うこととなります。 

 しかしながら、これだけの規模の建設工事で、

なおかつ３０年という長期間にわたる事業とな

ると、専門的な知識や、ノウハウの継承も必要

となってまいりますので、担当職員にのみ負担

がかかることのないよう、適切なチェック体制

を構築してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） さて、次に質問通告書

の４、建設終了後の維持管理の段階に関して、

３０年間の建物の維持管理計画、特に補修や強

化などの計画が、一応の目安としてでも想定さ

れているようなら、３０年先に渡ることですの

で、その維持管理計画について、お示し願いま

す。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 維持管理業務の計画についてでございますが、

契約締結後にＳＰＣと交渉する中で、長期修繕

計画が維持管理業者から提出され、毎年実施さ

れる定期点検を通して、修繕計画を見直してい

きます。 

 また、５年に１回、建物診断を実施し、その

結果も修繕計画に反映していくこととしており

ます。 

 あくまで企画提案段階での想定ですが、修繕

業務の一例を挙げますと、１０年目に屋上の防

水補修や空調関係のオーバーホール、１５年目
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に屋根や外壁等の塗装、２０年目に駐車場のラ

イン引き直しや、給排水、空調、電気設備の取

りかえ等と、５年ごとに修繕業務を集約しなが

ら、維持管理業務を実施していく、そのような

計画となっておりますが、今後どの範囲まで、

維持管理業務の範囲に含めるかを協議をしてい

くことと、そのようになっております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 合築校舎や、附随する

施設等の建設は、短期間で終わります。しかし

ながら、維持管理に関しては、３０年間という

長いスパンであるために、契約上の総額として

は決まっていても、必要とされる金額は、その

時々の施設の状況に左右され、流動的なものと

なり、当初の想定とはずれが生じることになる。 

 市として、この維持管理に関する経費の支払

いはどのように考えておられるのか、お尋ねい

たします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 維持管理業務のサービス対価の支払い方法に

ついてでございますが、年度開始前に年次計画

を提出することとしておりますので、翌年度に

実施をする維持管理業務を把握できるようにな

っております。 

 その提出される年次計画をもとに、毎年度、

予算を計上していくようになり、実際に計画さ

れた維持管理業務がなされれば、実績に応じま

して、サービス対価を四半期ごとに支払いをし

ていく、そのような内容となっております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 維持管理費の支払方法

は、そういうことであるということがわかりま

した。 

 次に、通告書の５、資金計画についてお尋ね

いたします。 

 今回の事業、財源はどのようになるのか。国

庫等の補助金、起債分、一般財源等々の額と比

率について、お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 事業費４２億９，４９２万１，６０３円の財

源内訳と比較についてでございますが、現状で

の概算ではございますが、国庫補助金が約４億

７，１００万円、起債額が約２１億３，６００

万円、残りの約１６億８，８００万円が、一般

財源となります。比率でいいますと、国庫補助

金が全体の約１１％、起債が約５０％、一般財

源が約３９％となります。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） そういう財源で実施さ

れるわけですが、事業費は、いつ、どのような

形で支払われるのか。実際、初期の費用として、

つまり建設終了に至った前後の段階で、まとま

って支払わなくてはならない額は幾らで、事業

費の何％になるのか、お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 事業費４２億９，４９２万１，６０３円の支

払い方法についてでございますが、国庫補助金

４億７，１００万円と、起債借入額である２１

億３，６００万円の合計２６億７００万円につ

いては、工事完了時点で一括にて支払いを行い

ます。 

 また、初期の費用といたしましては、事業費

総額のうち約６０％を支払うこととなります。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） ＰＦＩについて説明を

お受けした際には、経費の削減効果、冒頭にお

尋ねしましたが、と同時に、長期間の分割払い
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になるために、事業費の支出が分割平準化され

る。つまりは、一般の家庭の例に例えるなら、

高額な買い物をする際に、現金払いで一発で支

払うかわりに、長期払いのローンの形を採用す

れば、単位月や単位年での支出は低くなるため

に、家計に係るストレスが軽減される。それと

同じ効果が期待できると、そのようにお聞きし

ました。 

 今回のこの事業、総額の何１０％がそのよう

な平準化の対象となり、年単位での支出額は一

体幾らになるものなのか、お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 重複する部分ございま

すが、先ほど答弁させていただきましたとおり、

事業費４２億９，４９２万１，６０３円のうち、

国庫補助金４億７，１００万円と、起債借入額

である２１億３，６００万円の合計２６億７０

０万円につきましては、一括支払いとなるため、

残りの約１６億８，８００万円については、３

０年間に分割して支払いを行うことになります。 

 しかし、当該年度に実施する維持管理業務に

応じたサービス対価として支払いを行うため、

事業年度によりまして、支払額は変動いたしま

す。金額は変わるということでございます。 

 そのため、約１６億８，８００万円のうち、

維持管理費用約７億３，０００万円を除いた約

９億５，８００万円が平準化されると、そうい

った部分となりまして、平準化される部分は、

総額の２２．３％となっているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 私などの、当初のＰＦ

Ｉで受けた印象とは、現実にはかなり違いがあ

るなという印象があるんですけれども。 

 市の年間の支出額には、ＳＰＣへの支払金以

外に、起債の償還分が存在します。 

 その償還分は幾らで、このＳＰＣへの平準化

された分等を含めて、両方合わせると幾らにな

るのか、お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 事業費の内訳について、先ほど答弁をさせて

いただいたとおり、建設費の支払いに起債の借

上げを行いますので、起債の償還が発生をいた

します。 

 また、現時点では、建設時に借り入れを行う

２１億３，６００万円につきましては、据置期

間を５年とし、トータル３０年間の償還年数を

予定しておりますので、年利率を０．４％とし、

据置期間後の償還額は１年間あたり約９，２０

０万円となります。 

 起債償還額９，２００万円と、平準化による

支払額１，６４２万円、そして毎年の維持管理

に係るサービス対価の合計額が、今回のＰＦＩ

事業における年間支出額となります。 

 なお、毎年の起債償還額９，２００万円のう

ち、５０％の４，６００万円については、普通

交付税にて措置をされるということでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 当市では、今後、この

宿毛小中学校の整備事業に加えて、高台移転に

伴う庁舎建設の事業、さらには咸陽、中央両保

育園の統合保育園の建設等々、さまざまな大規

模事業の計画が、メジロ押しの状態です。 

 さらには、今回、対象となっていない市内の

各小中学校の建てかえ問題も浮上してくること

でしょう。 

 そこで懸念されることは、財政運営管理計画

の上で、相当な影響が出ることになるのではな

いかということです。 

 平成２９年度決算では、１３．６％、中平市
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長が就任なされた後は、１３％台で推移してき

た実質公債費比率、つまりは、市の財政上に占

める借金の割合は、今後どの程度上昇すること

になるのか。次々と大型の事業が計画されてい

るけれども、ひょっとしたら夕張の二の舞にな

るのではないかと、心配する声もあります。 

 今後の見込みについてお尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きたいと思います。 

 現在、財政シミュレーションでは、宿毛小中

学校建設事業や、庁舎建設事業、そして統合保

育園建設事業など、平成３０年度から平成３５

年度までに実施される見込みの普通建設事業費

を算入しているところでございます。 

 今後の公債費についてですが、今回のＰＦＩ

事業による宿毛小中学校建設に当たり、２１億

３，６００万円を借り入れしたと仮定します。

その上で、今後５年間に予定される普通建設事

業を落とし込んだ財政シミュレーションを見ま

しても、１年間当たりの公債費は、最小で１０

億３，７００万円、最大でも１２億３，１００

万円と、平成３０年度の公債費１２億４，５０

０万円と比べても、減少する見込みでございま

す。 

 そのため、実質公債費比率につきましても、

標準財政規模等の推移により、少なからず変動

があるとは思われますが、今後控える大型建設

事業について、実施年度等を精査し、公債費の

抑制を行うことで、引き続き、健全な財政運営

に取り組んでいけると、そのように考えている

ところでございまして、その推移については、

シミュレーションのほうで示されているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） これまで、ＰＦＩ事業

の主要と思われる部分について、質問いたしま

した。 

 このほかにも、自主提案事業というか、独立

採算事業の検討も必要となると思うのですが、

契約書案では、協議の上、決定となっています

ので、ここでは質問いたしません。 

 そのことを含めて、御答弁いただいた各事項

の詳細の検討は、これからの委員会で契約書等

の関係書類と照合しながら行うことになるとし

ても、高知県内でも前例のない事業を展開する

ために、暗中模索、五里霧中ともいう中で、こ

の段階にまでこぎつけた担当の職員並びに関係

者の皆さんの御努力を高く評価する一方で、市

長の今回示された、議会や市民への対応には、

大きな疑問を禁じ得ないものがあります。 

 最後に、市長の政治姿勢について、お尋ねい

たします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 宿毛小中学校の合築校舎を建設するに当たり、

宿毛市初となるＰＦＩ手法を採用したことに対

し、拙速である、説明が足りないといった御批

判を受けているということだというふうに思い

ます。 

 ＰＦＩという手法は、公共施設等の建設、維

持管理、運営等を民間の資金、経営能力及び技

術的能力を活用して行う新しい手法として誕生

し、日本でも平成１１年にＰＦＩ法が制定され、

行政が抱える施設建設課題の解決策の一つとし

て、注目をされることとなったものでございま

す。 

 よく、皆様も耳にしたというふうに思います。 

 国も、このＰＦＩ手法を推奨し、全国的には

この手法を取り入れて、施設建設に取り組む市

町村がどんどんふえてきておりまして、宿毛市

といたしましても、有効な手法であると判断を
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し、そして採用したものでございます。 

 また、宿毛小学校の建設に当たりましては、

１０年来議論をされ続けまして、建設場所が最

終的に現在地になった案件であります。 

 また、宿毛小中合築につきましても、平成２

８年より検討をし、協議をしてきたものでござ

いますし、先ほどの答弁の中でも申しましたよ

うに、平成２９年度より、ＰＦＩ手法導入に関

しましても、これまで説明をしてきた、そうい

ったつもりでございます。 

 宿毛小学校、中学校の児童生徒には、一日で

も早く、安全で快適な校舎で勉強してもらいた

いと、そのように考えてきました。 

 宿毛小学校建設につきましては、議論する時

間がなさ過ぎたというよりは、時間をかけ過ぎ

てきたのではないかと、そのように感じている

ところでございます。 

 平成３３年４月開校を実現するためには、本

議会で議決をいただくことがタイムリミットだ

という強い思いで、本契約議案を提案をさせて

いただいたことを、ぜひ御理解をしていただき

たいというふうに思います。 

 この１０年間の議論の中で、私も市議会議員

として携わってこさせていただきました。そう

いった形の中で、紆余曲折あった案件でござい

ますが、何よりも校舎を使うのは子供たちです。

子供たちのために、どのような校舎が必要なの

か、それを第一に考えて進めてきたつもりでご

ざいまして、当然、その中で、皆さん方の意見

も、できる限り反映をしてきた建物になってい

るというふうに自負をしているところでござい

ます。 

 これからさらに交渉を進める中で、よりよい

ものにしながら、そして皆様方の意見をさらに

取り入れながら、すばらしい小中学校を建設し

ていきたいと、そのように決意をしているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） きのう契約書のコピー

をいただいたばかりです。条文の逐一について、

目を通すだけの時間もあったものではありませ

ん。先ほど申し上げましたとおり、今回の御答

弁の契約書とのつき合わせ、確認の作業は、委

員会の場で行うことになろうかと思うのですが、

去る９月議会での小深浦高台への市役所庁舎移

転議決についてもしかり、タイムリミットを理

由に、議会での審議時間を制限するかのごとき

市長の姿勢は、先ほどの御答弁で、議論する時

間がなさ過ぎたのではなく、時間をかけ過ぎた

のだと、そういうふうにおっしゃられましたけ

れども、時間の密度に対する認識を誤っている

上に、これは議会軽視でしかないということを

御指摘して、私の一般質問を終わります。 

○議長（岡﨑利久君） この際、１０分間休憩

いたします。 

午後 ２時３０分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ２時４７分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） ６番、髙倉真弓です。

一般質問をいたします。よろしくお願いいたし

ます。 

 今回は、５項目７点についてをお伺いいたし

ます。 

 まず、１項目め、虐待・いじめの現状の取り

組みについてをお伺いいたします。 

 昨年の６月の定例会において、この件を質問

いたしました。その後も、虐待という文字が新

聞の紙面から消える日はありません。 

 結愛ちゃん、５歳、心愛ちゃん、１０歳。と

もにいとおしいという「愛」の文字を使い、幸
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せを祈り、名づけたであろうと思います。その

ことを思えば、救えなかった大切な命を、私た

ち大人は自覚しなければいけないと思います。 

 １番目に、宿毛市の取り組みについてをお伺

いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 髙倉議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

 近年、重大な社会問題となっております児童

虐待は、年々、深刻化してきているように感じ

ているところでございます。 

 死亡事件としまして、昨年の東京で起こった

５歳児の女の子の虐待死亡事件、また年明けの

千葉県での小学４年生の女の子の虐待死亡事件

等、ここ近年、虐待に関する痛ましい事件やニ

ュースを、目や耳にしない日はありません。 

 現在、国も急ピッチで虐待対応の法整備に着

手しているところでありまして、それを受け、

県、市、町村も取り組みの強化を図っていると

ころでございます。 

 昨年の６月議会で、髙倉議員より同様の質問

を受け、答弁させていただきましたが、当市に

おけるその後の取り組みの中で、強化した点に

ついて、お答えいたします。 

 当市におきまして、妊娠期から支援が必要な

家庭への切れ目のない支援を継続していくため

に、要保護児童対策地域協議会、いわゆる要対

協が中心となりまして、各関係機関と連携しな

がら、進行・管理をしているところでございま

す。 

 この要保護児童対策地域協議会では、代表者

会議、実務者会議、定例支援会議等が定期的に

開催されており、それぞれの会議で情報共有し、

支援策の検討や評価を実施しております。 

 取組強化の一つとして、今年度からこの実務

者会議に、宿毛市医師会長の推薦を受けた小児

科医師が参加することとなりました。これによ

り、医療機関とも情報共有ができ、必要時に支

援の協力要請ができるようになっております。 

 特に、緊急度や危険性の高い家庭に対しては、

個別ケース会議を随時実施することで、児童相

談所だけでなく、警察とも情報共有し、連携し

て対応することができるようになっております。 

 また、平成３１年度の行政方針でも表明しま

したが、児童虐待防止対策として、妊娠期から

子育て期までを通した保健、福祉、教育等にお

ける連携体制の構築を図ることを目的に、児童

虐待防止対策コーディネーターを配置し、地域

での見守り体制の構築を図ってまいります。 

 このような強化策を講じることにより、支援

機関としての各担当の役割が明確となり、要対

協を中心として、密に連携することで、虐待だ

けでなく、その入り口となる子育てのしづらさ

や生きづらさを抱える家庭の支援が継続され、

常に子供の命を守るという視点に立ち、横断的

に支援体制の強化に取り組んでまいりたい、そ

のように考えているところでございます。 

○議長（岡﨑利久君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） ６番、大変うれしいお

答えをいただき、心強く思います。 

 小児科医の先生にかかわっていただけるのは

ありがたいですね。 

 児童虐待防止コーディネーターの設置や、ま

た本人だけでなく、家庭、家族、丸ごと見守っ

ていただく、横断的な支援対象の強化は、まさ

に社会全体が責任を持って、大切な命を守るこ

とになりますね。 

 今回の件で、教育委員会の失態も報道されま

した。 

 ２番目に、同様の内容について、教育現場に

おいての現状、対策を、教育長にお伺いいたし

ます。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、６番議員の
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一般質問にお答え申し上げます。 

 教育現場におけるいじめ、虐待への対策につ

いて、御質問いただきました。 

 教育現場におきましては、虐待やいじめに気

づくために、日ごろから教室の内外を問わず、

それぞれの児童生徒に対し、アンテナを高くし、

目配り、気配りするなど、子供たちの変化を見

逃すことなく、的確な対応を心がけております。 

 また、児童生徒理解に努めるとともに、生徒

指導の充実を図る中で、全ての児童生徒が楽し

く学び、生き生きとした学校生活を送ることが

できるように取り組んでおります。 

 さらに、各学校におきましては、Ｑ－Ｕとい

う、新しい学校生活を送るためのアンケート、

このアンケート調査を年に２回実施いたしてお

りまして、アンケート結果を分析しながら、学

級運営、学校運営に反映をさせているところで

ございます。 

 そのほかにも、虐待やいじめ対応に限ったこ

とではございませんけれども、スクールカウン

セラーや不登校支援員、スクールソーシャルワ

ーカー等も配置をいたしまして、児童生徒が充

実した学校生活を送ることができるように、支

援を行っているところでございます。 

 また、近年は携帯電話等によるトラブルも多

く聞かれており、学校現場では、目に見えにく

い状況もございますけれども、青少年育成セン

ターが各学校と連携する中で、情報モラル教育

を開催したり、平成２９年度には、各中学校の

生徒会が一堂に会しまして開催をした、宿毛き

びなごフォーラムにおきまして、携帯電話、ス

マートフォンについて、生徒みずからが考えた

「宿っ子ネットに関する７カ条」という、子供

たちみずからがそういうルールをつくっていた

だき、問題を未然に防ぐ取り組みも行っている

ところでございます。 

 いじめ・虐待の問題に適切に対応、対処する

ためには、いかに迅速に対応することができる

かが、最も重要であるというふうに考えており

ます。 

 そうした迅速な子供への対応や、情報収集等

を行うことが、虐待やいじめの悪化を阻止し、

早期の解決に結びつけることができるものと考

えておりますので、今後も各学校と教育委員会

とが相互の関係を密にしつつ、状況に応じては、

福祉事務所や児童相談所とも連携をしながら、

適切な対応に努めてまいりたいというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） 市長からもありました

が、国がいろいろ対策をやっていただいている

ようですが、「親の懲戒権 ５年後見直し」と

いう記事が、３月６日に載っておりました。ち

ょっと時間かかり過ぎると思いますよね、この

非常事態に。 

 ぜひ教育現場から、また福祉の現場からも、

声を上げていただいて、早い段階での対応をお

願いしたいと思います。 

 幼児が２，９００人、安全確認できず。虐待

を含め、１４３名。高知新聞３月１日の報道で

あります。 

 年齢や、就学以前、以後にかかわらず、多数

の皆様が情報を共有して、命を守る対応をおと

りくださることが大事と、変わらぬ取り組みを

お願い申し上げます。 

 助かる命を助ける、大人の責任でございます。 

 続きまして、２項目め、お魚しゃぶしゃぶの

現状と今後についてをお伺いいたします。 

 いろいろイベントを含めまして、実行しまし

ても、必ずよい結果が、成果が得られるかとい

えば、それは首をかしげることもあろうと思い

ます。 

 １年、２年で大成功とは、無理でもありまし
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ょう。ただ、多額の予算を投入した以上、よし

あしも含め、検証は必要です。現状と今後をお

伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 本市におきましては、食による観光ＰＲや、

情報発信につながる取り組みといたしまして、

宿毛の魚おもてなしプロジェクトを立ち上げ、

宿毛市が全国に誇る宿毛湾の魚で観光客の皆さ

んをおもてなしをするための受け入れ態勢の構

築に取り組んでいるところでございます。 

 京都の老舗料亭「菊乃井」の堀 知佐子氏監

修のもと、新たなご当地グルメといたしまして、

開発した宿毛のお魚しゃぶしゃぶは、全国的に

も珍しい、すき焼きのわりしたでしゃぶしゃぶ

にするなど、ほかでは取り入れていないメニュ

ーになっております。 

 しかしながら、食べていただいた方には、お

いしいと好評をいただいているものの、御当地

グルメとしては、まだまだ認知されていないと

ころもございますので、引き続き、市内飲食店

の方々と意見を出し合いながら、ＰＲに取り組

んでまいります。 

 キャンペーンの「志国高知 幕末維新博」に

引き続き、「リョーマの休日～自然＆体験キャ

ンペーン～」の効果により、多くの県外観光客

が高知県を訪れていますので、本市では、そう

いった方々に足を運んでいただけるよう、特色

ある御当地グルメとして、引き続きＰＲをして

まいります。 

 また、今年度の新たな取り組みといたしまし

ては、市内飲食店の方から、ぬたを使ってグル

メ開発ができないかとの提案があり、お魚しゃ

ぶしゃぶと並行して、商品化に向けた取り組み

を行いました。 

 そういった中、高知県が行う幕末維新博の事

業の一環で、ＥＸＩＬＥなどが所属する芸能プ

ロダクションＬＤＨジャパンのロケを誘致する

ことができまして、動画配信サービスＬＤＨ 

ＴＶの撮影を、まちの駅 林邸や、宿毛中学校

などで行いました。 

 その番組には、宿毛青年会議所や、宿毛中学

校、宿毛はし拳友の会の皆さんが出演させてい

ただいております。 

 番組の中で、三代目Ｊ Ｓｏｕｌ Ｂｒｏｔ

ｈｅｒｓ山下健二郎さんの考案で、ぬたをベー

スにしたバーニャカウダソースをつくったこと

をきっかけに、市内飲食店の皆さんと、商品開

発に向けて取り組むこととなりました。 

 ぬたは御承知のとおり、どこの御家庭でも、

昔から食べられていて、宿毛市民にとっては、

なじみがある調味料でございまして、グレやブ

リのお刺身はもちろんですが、サラダやお肉に

つけてもおいしくいただけると思っているとこ

ろでございます。 

 また、ＬＤＨ ＴＶに関連グッズの提供や、

ＰＲの御協力をいただき、２月１５日から、ぬ

たバーニャカウダキャンペーンと題して、市内

８店舗において、スタンプラリーを開催してお

りますので、お魚しゃぶしゃぶとあわせて、市

民を初め、観光客の皆さんに食べていただきた

いとも考えているところでございます。 

 宿毛の魚おもてなしプロジェクトにつきまし

ては、ポスト維新博として、「リョーマの休日

～自然＆体験キャンペーン～」が開催される中、

この２年間の経験を生かし、開発した御当地グ

ルメが、県内外の方々に、広く宿毛市を連想さ

せる、そのようなキーワードの一つとなるよう、

引き続き取り組みを進めてまいりたい、そのよ

うに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） ６番、ぬたという点が

あったんですね。これ、新聞でも見ましたし、
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担当課の方からもいただきました。 

 余り普通過ぎて、ぬたのことまでは考えなか

った私の未熟さがあったと思います。にんにく

風味とか、自家製のみそとか、それぞれ特徴が

出せると思いますので。 

 関連して再質問をいたします。 

 以前、別の議員の方が、サンフランシスコの

フィッシャーマンズワーフのことを、市長にお

尋ねになったことがありました。その後、検討

なされましたでしょうか。 

 海鮮レストランとか、私は、市長、やりませ

んかというほうの派なんですけれども、宿毛産

の野菜と魚、中平市長独自分野だと思いますが、

準備に若干、時間はかかると思いますが、お試

しやプレイベントなら、小さくても、ことしで

も十分できると思います。 

 午前中の山本議員のお答えの中に、ボートフ

ィッシングですか、釣った魚を料理してくださ

るお店とありました。釣った魚をその場で料理

して食べられる。自分でさばいて、焼いて食べ

る。産業祭とはまた別の視点の、宿毛版のお客

です。 

 やりますと、即答はちょっと無理と承知して

おりますが、ご一考の余地は、十分にあると思

います。検討されましたかどうか、お返事いた

だけますでしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 フィッシャーマンズワーフにつきましては、

道の駅サニーサイドパークでそのようなものが

できないのか、検討してまいりたいというお話

をさせていただきました。 

 髙倉議員の今おっしゃるのは、何かイベント

等でお魚を使って、そういうものをしたらどう

かということでございますので、それはそれで、

また並行して検討をしてまいりたい、そのよう

に考えているところでございます。 

 なお、道の駅すくもに関しましては、意見交

換会の開催を、昨年末から２回させていただい

ております。そして、今月中にもう１回、３回

目をさせていただいて、ある一定、方向性を決

めていきたいということで、話をさせていただ

いているところでございまして、この検討会の

中でも、フィッシャーマンズワーフについて、

検討をしていただけているものだというふうに

感じているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） 関連とはいえ、突然失

礼いたしました。通告していないような再質問

でしたので、失礼いたしました。 

 ３項目めに入ります。 

 オランダとのホストタウンに係る交流事業に

ついてをお伺いいたします。 

 来年に迫った東京オリンピック・パラリンピ

ックに向け、もっとオランダとの交流事業の情

報を、広報等でＰＲし、ホストタウンの市とし

ての、市民の機運を盛り上げていくべきでない

か、お伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 オランダとのホストタウン交流事業等に関す

る質問でございます。 

 本市は、高知県とともにオランダのホストタ

ウンとして、平成２９年７月に登録されて以来、

さまざまな分野におきまして、オランダとの交

流事業を行っているところでございます。 

 まず、平成２９年１１月２１日から１２月２

日まで、オランダ自転車女子ナショナルチーム

が、本市を中心として、トレーニング合宿を行

いました。 

 合宿の期間中には、宿毛サイクルフェスティ
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バルや、選手との交流会も開催し、フェスティ

バル当日には、髙倉議員にも御協力をいただい

たところでございます。 

 翌年の平成３０年には、異文化交流事業とい

たしまして、日本語スピーチコンテストで、よ

さこい大賞を受賞されたオランダ出身のビショ

ップさんとデリシアさんが、それぞれ宿毛高校

と片島中学校で、生徒の皆さんと交流を持つこ

とができました。 

 中でも、ビショップさんにつきましては、文

教センターで開催した異文化交流の講演会にお

きまして、「オランダから見た日本」をテーマ

に、講演もしていただきました。 

 本講演会では、地元の農業関係者や、旅行会

社の方から見たオランダの魅力についての話も

あり、お互いの文化や産業等を知るための、そ

ういったきっかけの場となったというふうに感

じております。 

 また、同年３月に開催されましたサイクルイ

ベントの、第６回四万十・足摺無限大チャレン

ジライドには、元オランダチャンピオンのイリ

ス・スラッペンデルさんに参加をしていただき、

イベントに参加された方との交流会というのも

行ったところでございます。 

 さらに、同年１１月の第２回宿毛サイクルフ

ェスティバルでは、会場となりました総合運動

公園に、オランダとの交流をＰＲするためのブ

ースを設けるとともに、オランダのナショナル

カラーでもありますオレンジを基調とした横断

幕やのぼりを設置するなど、オランダのＰＲに

取り組んできたところでございます。 

 そして、平成３１年でございますが、昨年に

引き続き、先日３月９日から１０日にかけて開

催された第７回の四万十・足摺無限大チャレン

ジライドに、イリスさんに加え、元オランダ自

転車女子ナショナルチーム監督で、現在のオラ

ンダ自転車協会ＣＥＯ、トップを務めておられ

ますトワールド・フェイネベルグさんにも参加

をしていただき、地元との交流も深めさせてい

ただきました。 

 この日は、２日目が雨ということもありまし

て、出走については、しっかりとした台数の把

握はできていないところではございますが、エ

ントリー台数といたしまして、２日間で延べ５

８０人を超える方々に参加をしていただいてい

るところでございます。 

 地元との交流の中で、特にイリスさんにつき

ましては、イベントの４日前に宿毛に入ってい

ただきまして、片島中学校や咸陽小学校、そし

て松田川小学校の生徒児童の皆さんとの交流を

初め、書道や、イチゴ狩りも体験をしていただ

いたところでございます。 

 今後も、こうした取り組みを継続する中で、

ホストタウンとして、オランダとの交流を深め

てまいりたいと、そのように考えているところ

でございます。 

 また、髙倉議員から、交流事業等の情報につ

いて、広報誌を通じ、市民にももっとＰＲすべ

きではないかということもいただいておりまし

て、本市では、これまで広報誌にオランダ自転

車女子ナショナルチームの近況についての情報

を掲載した経緯がありますが、情報発信の一層

の充実を図るため、今年３月号から、ホストタ

ウン交流事業等の情報を、毎月紹介していくス

ペースを設けました。 

 ３月号には、先ほど触れました第７回四万

十・足摺無限大チャレンジライドに、ゲストラ

イダーとして、イリスさんとフェイネベルグさ

んが参加されたことや、山奈小学校でオランダ

出身の方を招いて行われた異文化交流事業等に

ついての情報を掲載しておりますので、ぜひ多

くの方にごらんいただければと、そのように思

っているところでございます。 

 いずれにいたしましても、東京２０２０オリ
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ンピック・パラリンピック競技大会を、市民の

皆様とともに盛り上げていくため、今後、広報

誌はもとより、ホームページやフェイスブック

等も活用しながら、ホストタウン交流事業等、

広く情報発信し、機運の醸成に努めてまいりた

いというふうに考えております。 

 このホストタウン事業、当然、宿毛市とオラ

ンダとの交流ということが一番の目標といいま

すか、目的でございますが、こういった事業を

通じて、全国に宿毛市というものをしっかりと

ＰＲ、発信していけているものだというふうに

確信をしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） ６番、お伺いすると、

実際にはいろいろなされているんですね。私の

情報収集が少なかったかもしれませんが、多分、

市民の皆さんにも浸透してない点もあったと思

います。 

 ３月１０日は雨の中も実行されていましたね。

私は、黒川の桜の土手のところを疾走する方に、

車の中からですが、窓をあけて手を振って。手

を振っている段階でも、びしょびしょになるく

らいの雨の中を、疾走されておいでました。 

 ３月９日の高知新聞に、「オランダや自転車

競技を学ぶ」と題しての記事が載っておりまし

た。この記事だったと思います。 

 一流の方に出会う、触れ合うことによって、

仮にオランダ語は話せなくても、英語で通じま

すよね。今後の英語教育の意味合いも、随分違

ってくると思います。児童生徒さんに、多くの

機会を与えてほしいと思います。 

 オランダ語の「ありがとう」とか、「こんに

ちは」というのも楽しみにしておりますので、

記事の内容、随分期待して、楽しみにしており

ます。 

 もう一つ、広報の点で、御報告というのもち

ょっとおかしいですが。 

 表紙が、何月号の文字が、私はもう老眼です

ので、老眼をかけないとちょっと見にくいとい

うこと、市役所の入口のアンケートに書きまし

た。 

 ほかの方と話しているときも、以前の字がす

ごく大きかったので、今、ちょっと見にくいね

というのを、アンケートの中に、要望として書

きました。早速、見やすい大きさに変更されて

いました。 

 多分、市長はそのことはお気づきだと思いま

すが、担当の方が、しっかり心配りしていただ

いたことを、この場で報告したいなと思って。 

 広報の記事、楽しみにしております。 

 ４項目めに入ります。 

 環境問題についてをお伺いいたします。 

 新設の大型加工場が完成するとお伺いしてお

ります。 

 別の市の話ですが、加工場がありまして、発

生する臭気が風向きにより、家の窓をあけてい

られない状態があると聞いております。 

 また、汚水処理のことなど、万全な対策はと

られているのかどうかをお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 済みません、反問とい

う形か、お聞かせを願いたいということで。 

 加工場といってもいろいろありますので、ど

ういったところで、そのにおいとかというのを、

どういう施設でそういうふうに感じられるかと

いうのを、少しお聞かせ願えたら答弁できると

思うんですが。 

 ざくっと加工場といってもいろいろなものが

あるので、よろしくお願いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） 余り具体的に言うと悪

いかなと思って言わなかったんですが。 

 私は、土佐清水市下ノ加江の生まれです。節
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工場の、通称、浜というんですけれども、浜へ

行きましたら、カツオブシの蒸したにおいとか、

そういうのがすごくあります。 

 今度、坂ノ下ですか、あそこに大きな、お魚

を扱う加工場ができると聞いております。 

 １番は、土佐清水の、これも言っていいんで

すかね、めじかの里のところに大きな加工場が

ありますね。あそこの臭気が、風向きによって

は民家に届くということを聞いておりますので、

私の幼児体験も含め、今度できる加工場が周り

の方にそういう失礼がないかどうかということ

で、ちょっと気になりましたので。 

 まだ開設前で失礼かなと思ったんですけれど

も、転ばぬ先のつえで、老婆心からお伺いいた

しました。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 済みません、丁寧に御説明いただきまして、

ありがとうございます。 

 髙倉議員も、下ノ加江の生まれで、カツオブ

シの工場というんですかね、あれね。メジカブ

シとか、そういったのを経験されたということ

でございますが。 

 私、実家がメジカブシをつくっていましたの

で、あのにおいはよくわかっているところでご

ざいます。 

 そういったことも含めて、今の施設はかなり

違うとは思いますが、そういったのも踏まえて

答弁をさせていただきたいというふうに思いま

す。 

 宿毛市坂ノ下に建設中の水産加工施設につき

ましては、株式会社高知道水が、マグロやマダ

イなどの海外輸出にも対応可能な、衛生管理基

準を満たす加工施設といたしまして、本年３月

中の完成に向け、現在も建設工事が続けらてい

るところでございます。 

 事業内容といたしましては、養殖マグロやブ

リ、マダイのフィレ加工を行い、商品の一部は

海外に輸出する計画となっているところでござ

います。 

 あわせて、冷蔵施設も完備をしております。 

 また、宿毛湾中央市場に水揚げされるイワシ

やサバを活用した養殖用えさ加工も行う計画と

なっておりまして、現在、創業開始に向け、既

に１７名を新規雇用しておりまして、地元雇用

にもつながっております。 

 髙倉議員の言われる魚のにおいや工場排水に

関してですが、例えば、メジカ加工とは作業工

程が大幅に違うことから、魚のにおい自体が、

メジカ加工ほど発生しない、そういったことに

加えまして、施設外で原魚が外気に触れない、

空気に触れない、においの発生を極力抑えるな

ど、衛生管理のほうに配慮した、そういった施

設となっているところでございます。 

 施設内で使用した水、こちらについても、浄

化槽で処理をして、出すことになっておりまし

て、悪臭の発生は抑えられるものというふうに

考えていて、そういった心配は、まずないとい

うふうに、私たちは考えているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） 御丁寧にありがとうご

ざいます。 

 安心しました。 

 もう雇用も１７名ですか、何かうれしいです

ね、そういうことを聞きましたら。 

 続きまして、５項目めに入ります。 

 平成３０年７月豪雨災害に関して、お伺いい

たします。 

 まず、被害を受けた市内の道路、河川及び農

地、農林施設などの復旧についての進捗状況を

お伺いいたします。 
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○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 平成３０年７月豪雨や、台風災害に伴う各施

設の復旧については、平成３０年１２月末で、

国の災害査定が完了いたしまして、河川や市道

等の公共土木施設は１４５件、約２４億８，０

００万円、農地・農業用施設で３７件、約３億

９，０００万円。林業施設で３件、約２，００

０万円、全体といたしまして１８５件、復旧事

業費といたしまして、約２８億９，０００万円

の査定結果となっておりまして、復旧には多額

の費用を要することとなっているところでござ

います。 

 現在までの復旧工事につきましては、発災直

後より、応急工事として河川に埋塞した土砂の

撤去や、大島や池島の大規模な道路のり面崩壊

箇所の崩土撤去等を行ってまいりました。 

 本格的な復旧に向けた工事の発注については、

１月下旬より、緊急度の高い箇所から、順次、

入札を進めまして、公共土木施設は４７件、農

地農業用施設は１１件、林業用施設は２件、全

体として６０件の復旧工事を発注しており、完

了したものも含めまして、約３２％の進捗率と

なっているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） ６番。３月８日のこと

です、野地とか高石の方面を見てまいりました。

田んぼや河床に重機が入っておりまして、農道

も新しくなっておりました。まだまだのところ

もあります。 

 大島のボランティアに入りました、床下の泥

出しをしました家屋には、私が確認した時点で

は、まだ入居の気配がなかったです。 

 再質問いたします。 

 今後の見通しについてをお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 今後の災害復旧事業の見通しにつきましては、

本年３月中に、被害の大きかった宇須々木川や、

志沢尾川、市道池島志沢尾線などの公共土木施

設の復旧工事を２０件、宇須々木地区の農地等、

被害が甚大だった西地区を中心に、農地・農業

用施設で７件、林業施設で１件、全体として２

８件の復旧工事の入札を予定しております。 

 今年度に発注できなかった工事につきまして

は、来年度４月より、順次、発注を行い、１日

でも早い復旧を目指してまいりますので、皆様

の御理解、御協力をお願いをいたしたいと思い

ます。 

 今後、入札により工事請負業者が決まり次第、

工事の着手時期や工事内容につきまして、地区

長や関係者等への周知を行ってまいります。 

 また、入札手続等の関係上、工事着手のおく

れが想定される箇所についても、復旧までの予

定などを関係者の方々に説明をしていきたいと、

そのように考えているところでございます。 

 もしも工事がまだ手つかずの状況で心配だと

いう方がおられましたら、ぜひ担当課のほうに

一度御連絡をいただければ、しっかりと御説明

をさせていただきたいというふうに思います。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） とにかく本当、大変で

した。そして、今なおその状態の方がいらっし

ゃるということも事実ですので、ボランティア

センターがしまった後も、市の職員さんは、休

日返上でボランティアに出たとも伺っておりま

す。 

 宿毛市民は一家です。宿毛家として、力を合

わせていきませんと、災難にも虐待防止にも、

太刀打ちできません。市長以下頑張って、皆で

頑張ってまいりましょう。 
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 質問は以上ですが、ひとつ市長に個人情報を

お尋ねいたします。 

 先日、ある方に、あんたこの間、テレビで見

たけど、市長さんってすごい痩せたことないと

聞かれました。 

 市長は、定刻に出勤しましても、定刻に帰れ

んことがあるからね。会議もあるし、出張もあ

るし。 

 それで、そのテレビ、いつだったと聞きまし

た。そしたら、宿毛フェリーのときよという返

事がありまして、多分、２月２６日にカメラが

入っておりましたので、そのときのことかなと

思って。 

 市長さんはたしか、龍馬マラソン、４２．１

９５を走っていたと聞いたので、あれから１０

日もたってないし、お疲れも残っっていたので

はないでしょうかねって。済みません、それは

全く、私の憶測で返事をしました。 

 ただ、御心配をいただいた市民の方に、市長

より直接、そのことをお話いただければいいか

なと思って。 

 イレギュラーで済みませんが。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 通告が１問漏れているんじゃないかなという

ことがありましたので。それを確認していただ

きながら、話を聞いていただければと思います。 

 実は、あの日、ほかの方からも御連絡をいた

だきまして、多分、テレビって痩せて映るんで

すかね、非常に痩せたねというお話をいただい

た案件もございました。 

 マラソンを走らせていただきました。いたっ

て元気でございますので、御心配をしていただ

いた方に、感謝いたすとともに、心配なさらな

くても大丈夫だということをお伝えいただけれ

ばと思います。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） 大変失礼しました。 

 ３時半には終わりますって、通告をしており

ましたので、ちょっと見誤っておりました。大

変失礼しました。 

 ２番目に、被災された方への支援内容につい

て、具体的な内容と周知方法、今後の課題があ

れば、お伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 被災した方々への具体的な支援内容について、

お答えをいたします。 

 今回の豪雨災害が災害救助法、被害者生活再

建支援法の適用を受けましたので、両法の支援

を含めまして、本日までにさまざまな支援を行

ってまいりました。 

 主なものといたしましては、住居、その周辺

に運ばれた土砂、竹木等の除去を５６世帯、撤

去工事費、計約３，５００万円で実施したほか、

住宅に全壊及び半壊の被害があった７世帯の支

援金申請に係る事務も行っております。 

 そして、申請された全７世帯に計９７５万円

の支給が決定いたしたところでございます。 

 また、住宅の取り壊し撤去につきましても、

市が実施主体となりまして、７世帯、計約２，

２００万円で実施をしております。 

 そのほか、市税等の減免、被服や寝具、学用

品の支給も行いました。 

 災害見舞金につきましては、高知県見舞金と

して、計約６，３００万円を５２８件、５２７

世帯に、そして９月から１２月に配付をさせて

いただきました。 

 宿毛市見舞金につきましても、計約４００万

円を５３０件、５２９世帯に、今月中に配付す

る予定となっているところでございます。 
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 全国の、本当に皆様方から温かいお見舞いを

頂戴いたしましたことを、この場をかりて心か

ら、本当に感謝を申し上げたいというふうに思

います。 

 また、温かいお言葉、そしていろいろな支援

をいただいたこと、重ねてお礼を申し上げます。 

 るる申し上げました支援内容につきましては、

広報誌、ホームページ、フェイスブック等によ

りまして周知を行いました。また、災害廃棄物

の撤去や、ボランティアの受け入れ、派遣につ

きましては、各地区長及び社会福祉協議会の御

協力のもと、できるだけ円滑に行えるよう努め

てきたところでございます。 

 ７月豪雨災害は、過去に例のない、そういっ

た大災害でありまして、まだ復興の途上である

ところでございます。本当に先ほども申しまし

たが、まだまだ災害のつめ跡が、そのままに残

っているんじゃないかという御批判も、非常に

受けているところでございますが、行政として

支援を行う場合、前提となる被害状況を正確に

把握をしておくことが、最も大切であると考え

ておりますので、今後の災害に備えて、初動調

査をもとに、一層迅速に行える、そういった体

制をつくってまいりたい、そのように考えてい

るところでございます。 

 一方で、行政のマンパワーにも限りがあるこ

とも事実でございますので、より円滑に支援制

度を実施できるように、被害状況の撮影、家の

中とかになるかとは思いますが、そういった撮

影など、市民の皆様の御協力につきましても、

あわせてお願いをしてまいりたいというふうに

考えているところでございます。 

 今回の大きな災害によって、いろいろなこと

を経験、そして学ばさせていただきました。し

っかりと、宿毛市としましても、体制づくりを

強化いたしまして、対応ができるような体制、

そして現在の復旧復興を全力で取り組んでまい

りたい、そのように考えているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） ありがとうございます。

一番、最後に聞いておきたいところが抜けてお

りまして、大変失礼いたしました。 

 笑い声で質問を終わらせていただけると、感

謝申し上げます。 

 本日はありがとうございました。 

○議長（岡﨑利久君） お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたし

たいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれにて延会することに決し

ました。 

 本日は、これにて延会いたします。 

午後 ３時２８分 延会 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開議 

○議長（岡﨑利久君） これより本日の会議を

開きます。 

 日程第１「一般質問」を行います。 

 順次発言を許します。 

 １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 皆さん、おはようご

ざいます。１１番、松浦でございます。 

 私たち議員の任期最後の定例会となります。

私は、これまでも市民の皆さんから届く生の声

を受けて、一般質問をしてきましたが、今回も

そうした市民の皆さんから届けられる声を受け

て、２点ほど質問をいたしたいと思います。 

 その内容は、防災対策に関しての避難タワー

の建設問題と、宿毛市の水産振興に関する養殖

漁業問題であります。 

 それでは、通告いたしております問題につい

て、市長に対して一般質問を行います。 

 まず、初めは、防災対策についてであります。 

 近い将来、必ず発生するという南海トラフの

大地震対策について、市民の命と財産を守る、

一人でも多くの犠牲者を出さないという強い思

いから、本市でも各種の対策が講じられており

ます。 

 そのことについては、一定、評価をするとこ

ろであります。しかし、まだまだ対策を講じな

ければならない課題があるのではないでしょう

か。 

 最近、東北地方の一部では、３０年以内に約

９０％の確率で、マグニチュード７から７．５

の大地震が起こると予想されているとの報道が

ありました。いつ起こるかもわからないのが大

地震であり、そのことによる津波の発生であり

ます。 

 その対策の一つとして考えられるのが、避難

タワーの建設ではないでしょうか。 

 お隣の四万十市では、海岸の近くの場所に３

基設置されておりますが、残念ながら、宿毛市

では１基も設置されていません。宿毛市も、宿

毛湾に面した地区に、多くの市民が生活をされ

ていることを考えると、早急に、１基でも多く

建設をする必要があるのではないかと考えます。 

 先日、新田地区の方から、避難タワーの建設

を強く希望しているとのお話をお聞きいたしま

した。毎年開催されている地区長連合会との市

政懇談会でも、地元の地区長さんから、このこ

とについて強く要望がなされているとお聞きい

たします。 

 御案内のとおり、新田地区は海岸に面してお

り、海抜は約２メートルと大変低く、しかも、

これといった高台もないのであります。そして

新田地区は、地震発生から約２０分くらいで津

波が到来すると予想されております。新田地区

の避難先として考えられるのは、四季の丘では

ないでしょうか。到底、この時間で四季の丘ま

で避難をすることは無理ではないでしょうか。 

 そのために、付近の方々は、日々不安になっ

ておるとのことです。付近の住民の不安をなく

するためにも、避難施設としての避難タワーの

建設を強く要望しているのであります。 

 先ほど申し上げましたように、一人でも多く

の犠牲者を出さないためにも、早急に避難タワ

ーを建設すべきではないかと考えますが、市長

の所見をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） おはようございます。

松浦議員の一般質問にお答えをさせていただき

ます。 

 新田地区における津波からの避難場所は、四

季の丘地区などがありまして、また、津波避難

ビルとしましては、ホテルマツヤや、ホテルア

バン宿毛、宿毛市総合社会福祉センターなども

あります。 
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 また、新田地区においては、避難行動が困難

となる浸水深３０センチの津波が、最短２０分

から３０分で到達をすることが想定をされてお

りますが、各指定避難場所へは、津波到達時間

内に避難できる想定となっておりまして、従来

から新たな津波避難タワーの建設は考えていな

いこととしておりました。 

 議員も御承知のように、前政権のもと、避難

タワーを建てずに、既存の建物を利用してとい

うことで進めてきたのが本市であります。 

 そのような中で、平成２７年度から３年間か

けて、市内沿岸部を県や市の職員、そして地元

自主防災会の方で、実際に避難路を点検しなが

ら歩く、そういった避難路、現地点検を行って

まいりました。 

 平成２４年に、津波避難に特化した計画であ

る宿毛市津波避難計画を策定していますが、今

後、先ほど説明しました避難路現地点検の結果

などを踏まえまして、指定避難場所や津波避難

ビルの配置などを再検討いたしまして、宿毛市

津波避難計画を改定することを検討していると

ころでございます。 

 このことから、新田地区における津波避難タ

ワーの整備について、宿毛市津波避難計画の見

直しを行う中で、必要性を検討してまいりたい

と考えているところでございます。 

 何分、有利な補助金等がどんどんなくなって

きているところでございます。限られた予算、

そして財政的な面も見ながら、またスピーディ

ーに物事を運んでいかないということでござい

まして、議員の皆様方のさらなる御協力のほど

を、よろしくお願いをしなければならない状況

になっているというふうに考えているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 次は、この問題につ

いて、市有地の有効活用との観点からお伺いを

いたします。 

 先日の高知新聞によりますと、現在、新田地

区にあります高知県幡多土木事務所宿毛事務所

も、宿毛市役所が移転先としている高台に移転

を計画しているようであります。 

 しかし、幸いなことに、新田地区には面積に

して約２，２００平方メートルの市有地があり

ます。しかし、その活用方法であります。現在

では、土木事務所の職員の駐車場として、その

一部が利用しているだけで、全く有効に活用さ

れておるとは思えないのが現状であります。 

 この土地は、避難タワーを建設するには十分

な土地でありますし、この土地を何とか活用す

べきではないかと考えます。 

 四万十市の担当者にお聞きすると、１１９人

が避難できる四万十市で一番大きい避難タワー

でも、その敷地面積は５４３平方メートルとの

ことであります。そして、近隣の住民から取り

壊しを求められている、老朽化した市営住宅も

あります。 

 避難タワーを建設することにより、この老朽

化した市営住宅の撤去にもつながるものと考え

ます。市有地の有効活用と、市営住宅の撤去に

もつながる避難タワーの建設について、再度、

市長の所見をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 先ほども答弁したことと重なりますが、今後、

宿毛市津波避難計画の見直しを行う中で、必要

性のある地域があれば、新田地区に限らず、津

波避難タワーの整備を検討してまいります。 

 そうなれば、適地の選定については、必要な

地域の中で、当然、公有地を基本としながら、

進めることが想定されますので、新田地区であ

れば、御提案の土地も候補地となる可能性はあ
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るというふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 今、市長から答弁を

いただきました。 

 この新田地区の避難タワーの整備について、

これまで市長が述べていた見解よりも、少し前

向きな答弁であったと思います。 

 宿毛市津波避難計画の見直しを行う中で、津

波避難タワーの必要性を検討していきたいとの

ことであります。 

 答弁の中では、平成２７年度から３カ年かけ

て、避難路現地調査も行ってきたとのことであ

ります。 

 そして、その避難路現地調査などを踏まえて、

指定避難場所などを再検討する。また、平成２

４年に津波避難に特化した計画である、宿毛市

津波避難計画を作成しているが、それも改定を

することを計画しているということであります。 

 私としては、この津波避難タワーの建設につ

いては、先ほどの質問でも申し上げましたよう

に、地元の皆さんが長年にわたり要望している

課題でもありますので、早急に宿毛市津波避難

計画の見直しを行い、必要性のあるところにつ

いて、津波避難タワーの建設を検討していただ

きたいと思います。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 次は、水産振興に係る宿毛市の養殖業の振興

について、お伺いいたします。 

 水産振興については、これまでも、この議会

でも多くの議員から発言があり、議論を進めて

きました。私自身、漁業問題には、余り詳しく

はありません。しかし、市長はこの道のプロで

ありますので、指導を仰ぐ意味で質問をいたし

ますので、よろしくお願いいたします。 

 私は、宿毛市のおかれた状況を生かした産業

を推進していくことが、宿毛市の発展に向けて

の一助になるのではないかと考えております。

すなわち、温暖な気候とすぐれた宿毛湾を生か

す、一次産業を推進していくことだと思います。 

 そこで、今回は宿毛市の一次産業の中で、主

な産業であります水産業の振興に係る養殖業の

抱える問題について、以下、お伺いをいたしま

す。 

 まず、宿毛市の水産業を発展していく上での

養殖業の位置づけについて、どのように考えて

おるのか、市長の所見をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 宿毛市の魚類養殖は、昭和３５年ごろに始ま

ったというふうに言われているところでござい

ます。 

 ハマチ養殖が最初の魚類養殖だったとお聞き

をしているところでもございます。 

 その後、マダイやシマアジ、カンパチといっ

た魚種も養殖されるようになりまして、またこ

れ以外にも、たくさんの魚種が養殖をされてい

るところでございまして、現在では、宿毛湾に

おきまして、クロマグロの養殖も盛んに行われ

るなど、養殖業は本市にとりまして、特に重要

な産業であるというふうに認識をしているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 位置づけについては、

大変重要視しているという答弁でございました。 

 それでは、宿毛市における水産物の漁獲量、

漁獲額における養殖業が占める割合等について、

お示しをいただきたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 少し数字を羅列するような形にはなってしま
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いますが。 

 農林水産省が公表をしている市町村別の海面

漁業生産統計調査によりますと、宿毛市の漁業

生産量は、平成２７年が１万７，３００トン、

平成２８年が１万４，２００トン、平成２９年

が１万５，１００トンとなっております。 

 このうち、魚類養殖の生産量は、平成２７年

は１万２，９００トン、平成２８年が１万トン、

平成２９年は１万１，０００トンですので、魚

類養殖の生産量が占める割合は７０％以上であ

ると、そのように考えられます。 

 生産額につきましては、市町村別のデータが

公表されておりませんので、高知県全体のデー

タから推計すると、平成２８年の県全体で、１

８４億円の生産額となっており、魚種としては、

ブリ類、これはブリだけではなくてカンパチ等

も入るようでございます。ブリ類が９８億、シ

マアジ８億、マダイ４０億、クロマグロ３８億

円となっております。 

 これに宿毛市の魚種ごとの生産割合を乗じて

計算をいたしますと、ブリ類で６２億円、マダ

イ２８億円、シマアジ６億円で、合計９６億円

程度の生産額になります。 

 平成２８年の宿毛湾中央市場での養殖魚以外

の取扱金額は１５億円程度ですので、生産金額

では８０％以上で、養殖業が占めるものという

ふうに考えられます。 

 全体の宿毛湾の魚類の販売額の中で、８０％

以上が養殖された魚ということでございます。 

 なお、今説明しました数値につきましては、

海面漁業生産統計調査をもとに試算しているも

ので、高知県が毎年実施をしております魚類養

殖計画で、すくも湾漁協と藻津漁協からの報告

される養殖魚の飼育尾数をもとに試算した場合

では、優に１００億円を超える生産額になるこ

とから、養殖魚が占める割合は、もっと高くな

るものだというふうに、私自身は認識をしてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 今、市長の答弁の中

で、漁獲量、額においても、養殖業の占める割

合が７０から８０、相当高いウエートがあると

いうふうに説明がございましたが、こうした重

要な産業である養殖業の振興の支援策について、

具体的に宿毛市としてどのような取り組みを行

っているのか、お示しをいただきたいと思いま

す。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 養殖業の振興策といたしましては、すくも湾

漁協の職員が、養殖魚の漁業診断を行うことが

可能となるよう、魚類防疫士としての育成を図

り、現在も魚病診断や投薬指導などの業務に従

事できる体制を整えております。 

 これは、魚が死んだ場合、その魚がどういっ

た原因で死んでいるのかというのを、まず見つ

けて、そのことによって、どういった薬といい

ますか、どういった飼い方をしたらいいのかと

いうのを指導するということでございます。 

 販売面では、養殖ブリのフィレ加工を行える

よう、加工施設の機能強化を図り、年間を通じ

て、計画的な養殖方法と加工処理、販売が行え

る仕組みを構築し、特に夏場の取引強化を図っ

ております。 

 これは、夏場は、養殖ブリはおいしく食べる

ことができるんですが、天然のブリは、夏場は

どうしても、なかなか食せないというか、余り

おいしくない。脂ものっていないし、また季節

によっては、体内に虫が入ってしまうと、いろ

んなことがあって、養殖ブリを夏旨ブリという

ことで、今、販売をしているところでございま

す。 

 また、昨年度は養殖ブリの生産量の拡大を図
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るため、新たな養殖漁場を整備し、これにより、

年間約１２万尾の養殖ブリの増産につながるこ

とが期待できると、そのように考えているとこ

ろでございます。 

 養殖ブリを飼う生けすを、増設をしたという

ことでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 今、宿毛市としての

養殖業への支援策等について、具体的なお話が

ございましたが、それでは、こうした重要な産

業である養殖業を管轄をする庁内体制について、

お伺いをいたします。 

 現在では、宿毛市では、水産振興部門を担当

する所管課は産業振興課でありますが、職員体

制はどのようになっているのか、お伺いいたし

ます。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 水産担当につきましては、産業振興課内に、

水産振興係として、係長１名と係員１名の２名

を配置しております。 

 漁港整備等に関しましては、土木課内に農林

水産係として、係長１名と係員１名の２名を配

置をしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 市長としては、これ

までも宿毛市の水産業の発展に強い意気込みを

示されていますが、私としては、このような庁

内体制で十分であると考えているのか、疑問に

思うところでございます。 

 私としては、常日ごろから行政改革には取り

組まなければならないと考えますが、必要な部

署には、それに相応する人材の配置が必要では

ないかと考えます。 

 昨日の一般質問でもありました、今月の末の

完成を目指し、株式会社高知道水の水産加工施

設が宿毛市の坂ノ下に、現在、着々と工事が行

われております。 

 市長の行政方針によると、株式会社高知道水

は、宿毛湾の養殖魚の輸出を視野に入れている

ようであります。まさに宿毛湾の魚が、今、全

国的に脚光を浴びようとしていますし、全国に、

そして世界に売り出そうとしている今、庁内体

制を強固にしなければならないと思います。 

 国には、農林水産省があります。そこで、宿

毛市として、一次産業を推進するとの考えなら

ば、産業振興課から独立した部署を復活し、庁

内体制を確立すべきではないかと考えますけれ

ども、市長の所見をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 水産部門だけではなく、農業も林業も、振興

係は産業振興課内に担当を配置しておりまして、

施設整備等に関しては、土木課に担当職員を配

置しております。 

 組織の編成については、職員一人が受け持つ

業務がふえる中で、新規事業や業務量を見きわ

めながら、機動性、柔軟性の高い、機能的な組

織となるよう、各課の統廃合を行ってきた経緯

があります。 

 今後も、組織全体のバランスを見きわめる中

で、より機能的、効率的な対応を図れるように、

職員配置や組織の再編を心がけてまいりたいと

いうふうに考えているところでございます。 

 また、先ほど、議員が指摘をしていただきま

した海外へ向けて、宿毛湾のそういった養殖業

であるとか、いろんな水産物の販売については、

既に取り組みを進めているところでございまし

て、実際の動きとしましては、宿毛湾漁協であ

るとか、そして高知県であるとか、または民間

のそういった支援をしていただける組織がござ
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いますので、そういった方々にいろいろ御協力

をいただきながら、海外のマーケティングも行

っているところでございます。 

 また、担当課においては、そういったところ

に職員を出張させて、しっかり勉強してこいと

いうことは、日ごろから指示を出しているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） ぜひ、市長の意気込

みをあらわす意味で、担当課の設置を強く求め

ておきたいと思います。 

 次の質問に移ります。 

 昨年の１２月８日に、国会で水産改革関連法

が強行可決されました。これは、約７０年ぶり

の漁業制度の抜本見直しであると言われ、今回、

成立した法律は、来年度末ごろまでに施行する

こととなっております。 

 この法律の中で、養殖業における円滑な規模

拡大がうたわれていますが、そのために、養殖

業への民間企業の参入を促進することがうたわ

れています。漁業権についても、都道府県が漁

業を営む権利である漁業権を付与する際に、こ

れまでは地元の漁業協同組合に優先的に配分す

るとされてきました。しかし、既存の漁業者が、

適切かつ有効に漁場を利用している場合には、

優先的な取り扱いを受けることができるが、そ

れ以外の場合は、地域水産業の発展に最も寄与

する相手、つまり新たな民間企業に漁業権を付

与するとなっております。 

 つまり、民間企業の参入を促す内容となって

います。そして、適切かつ有効に漁場を利用し

ている場合の判断は、各都道府県の判断により

ますので、全国的にその判断がまちまちになる

のではないかと危惧されております。 

 私としては、この法律は、今後の宿毛市の養

殖業にとって、大きな影響が出るのではないか

と思います。 

 法律が成立したことで、養殖業を営む漁民の

中には、養殖業の将来について大変危惧する方

も多くいますが、まだまだこの法律の内容を十

分に理解していない漁民も多くいるのではない

でしょうか。 

 そこで、市長として、今回、成立したこの法

律について、どのように受けとめているのか、

所見をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 漁業法の一部を改正する等の法律につきまし

ては、生産性の向上に資する漁業許可制度の見

直しや、養殖、沿岸漁業の発展に資する海面利

用制度の見直しなど、７０年ぶりの抜本的な改

正と表明されておりまして、その中で、漁業権

制度に関しては、漁協への優先的な許可を見直

し、漁協が漁場を、先ほど議員もおっしゃられ

ましたが、適切に管理しなかったり、有効利用

が図られていないと判断された場合、漁協では

なく、地域の水産業の発展に寄与する民間企業

に、漁業権免許を与えるというものでございま

す。 

 すくも湾漁協、藻津漁協ともに、漁場の適正

管理が行われているというふうに、私自身考え

ております。 

 今回の法改正による影響は、そういったこと

から、ないものと考えております。 

 なお、地元漁業者に不利益が起こることがな

いように、今後も当然、県や関係機関と連絡調

整を図ってまいりたいというふうに考えており

ます。 

 全国にはいろいろな漁協があって、そういっ

た形の中で、高齢化であったりとか、いろいろ

な面でせっかくの海が利用されていない、そう

いった地域、漁協といいますとちょっと失礼な
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話なんですが、そういった漁協があるという形

の中での法改正だったというふうに、私は理解

をしておりまして、宿毛市における２漁協に関

しては、しっかりと運営されていますので、特

に問題はないと、そのように判断をしていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 一定、安心をしたと

ころでございます。 

 本当に経営状況まで、私自身、深く入ってお

りませんので、理解していなかったわけですけ

れども、今、市長のほうから、そういう答弁を

いただきました。そういう面では、一安心とい

うところでございます。 

 ７０年ぶりの漁業法の改正でありますので、

大きな変化には不安もつきまとうことと思いま

す。既存の漁業者が生活権を奪われることにつ

ながっていくことになるのではないかと、心配

する声が聞こえてくることも事実であります。 

 漁業権は、本来、資源を管理して、漁業を営

み、漁村で暮らしを立てている人たちのために

あるもので、その権利を企業に渡すことによっ

て、地域漁民の暮らしを脅かしてはなりません。 

 市長として、現場が混乱しないように、しっ

かりとした対応をとっていただきたいと思いま

す。 

 実際に養殖業を営んでいるのは宿毛市民であ

りますので、よろしく今後の取り組み、お願い

いたします。 

 最後の質問になりますが、続いて、漁業を取

り巻く環境の中で、現在、高知県１漁協構想の

動きがあります。 

 高知県は、県内各地で漁協や漁民の理解を売

るために、説明会を行っております。この説明

会は、高知県だけではなしに、全国的に取り組

まれておるということであります。 

 今回の構想の内容を見てみますと、現在、県

内で３３カ所ある市場を１２カ所に、事務所を

７０カ所から３２カ所に、それぞれ統合しよう

とすることも盛り込まれております。 

 こうした高知県１漁協構想について、漁業関

係者の中には、市場や事務所が大きく減少する

ことについて、不安の声が出ています。 

 市長として、この高知県１漁協構想について、

どのように受けとめ、考えているのか、お示し

をいただきたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 県１漁協構想につきましては、平成２９年に

設置された高知県１漁協の将来像を考える委員

会の中で、近い将来を見据えた県１漁協として

のあるべき姿を議論し、平成３０年１１月に提

言として取りまとめられております。 

 この提言書の中に、先ほど松浦議員が言われ

ていた市場や、そして支所の統廃合についても、

示されているところでございます。 

 もともと県１漁協構想は、全国漁業協同組合

連合会が２０年以上前の平成９年に１県１漁協、

または複数自立漁協の方針を決定したことを受

けまして、高知県漁業協同組合連合会が県下８

漁協構想を策定し、これを受け、漁協合併を推

進する中で、平成１３年１月に、宿毛市、大月

町の１６漁協が合併し、すくも湾漁協が発足を

しているところでございます。 

 その後、沖の島、そして宿毛市漁協と合併を

いたしましたが、現在、藻津漁協と、それから

大月町の橘浦漁協のほうとの合併には至ってい

ない、そういった現状になっております。 

 高知県内の漁協数は、平成３１年４月時点で、

本市のすくも湾漁協と藻津漁協を含めまして、

１９漁協になる予定でございます。 

 そして、これを将来的には、一つの漁協に合
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併統合し、そのスケールメリットを生かした経

営の効率化によって、漁協の経営基盤の強化を

図り、漁村のにぎわいや漁業者へのサービス向

上につなげていくという構想であります。 

 よって、県１漁協を実現するためには、高知

県漁協とすくも湾漁協が中心となりまして、実

行計画に基づく活動を展開することが重要とい

う、そういった内容になっています。 

 本市のすくも湾、そして藻津の両漁協ともに、

先ほどもお話させていただきましたが、経営基

盤がしっかりとした漁協であると認識をしてお

りまして、経営悪化による破綻や、解散といっ

た事態に直ちに陥る可能性は低いと考えており

ますが、組合員の意見であるとか、そういった

ものを尊重しながら、関係機関との連絡調整を

図っていきたいと考えているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） ありがとうございま

す。 

 市長、この高知県１漁協構想についても、こ

の問題については、高知県が窓口となっており、

市長に質問することはどうかと思いますが、質

問をさせていただきました。 

 先ほど質問いたしました水産改革関連法と同

様に、将来の漁協のあり方にかかわる、大変重

要な問題であると思います。 

 漁民にとっては大きな課題であり、不安もつ

きまとうことと思いますが、このことについて

も、現場が混乱しないように、市長としてしっ

かり漁民との連携を図って、対応していただき

たいというふうに思います。 

 以上で、今回の一般質問を終わりますけれど

も、避難タワーの建設の問題、そして担当課の

設置の問題等を含めて、ぜひ今後の課題であろ

うと思いますけれども、全力で取り組んでいた

だくことを申し上げまして、一般質問を終わり

ます。 

○議長（岡﨑利久君） この際、１０分間休憩

いたします。 

午前１０時３５分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時４８分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 この際、御報告いたします。 

 報道関係者から撮影の申し入れがありました

ので、議長はこれを許可いたしました。 

 １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） １番、川田栄子、一般

質問をさせていただきます。 

 私は、大きく分けて、猫問題解決についてと、

ＰＦＩ事業について、お伺いいたします。 

 まず、猫問題解決についてでございます。 

 尾﨑知事は、殺処分ゼロを目指して頑張って

おります。知事が姿勢を見せたら、職員も目指

し、努力するとなって、さまざまな制度や事業

を打ち出した結果、平成２９年には２，０００

匹強の処分が７００弱と、成果を上げたという

のを聞いております。 

 全国では、毎年、数万頭の猫たちがひっそり

と殺処分をされ続けている現実がある中で、高

知県は高い数字となっていた背景がありました。 

 香川県の県議会も、高知に見習ってはどうか

となったと聞いております。 

 では、殺処分はどのように行われるのか。５

分から２０分かけて、炭酸ガスで窒息させるの

がほとんどで、動物愛護センターは、捨てた動

物を職員が愛護してくれるのでしょうと、単純

なものではなく、動物を一定期間保護した後、

殺処分する施設という側面を持っているのが現

実です。 

 都道府県で違いはありますが、一般的に、保
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護された猫は、３日から１週間以内に飼い主が

見つからない限り、殺処分されます。 

 その映像は残酷です。猫の処分はなぜ行われ

るのか。猫の殺処分が減らないのは、猫を捨て

る飼い主がいることです。飼育放棄による、避

妊手術をしていない野良猫がいることが大きな

原因です。 

 飼い主が猫を捨てる理由として、予定外の出

産でたくさん子猫が生まれたから。飼い主が他

界して、面倒を見る人がいなくなったから。病

気になったなど、ほかたくさんありますが、ど

の理由をとっても、飼い主側に知識や予測さえ

あれば防げるものばかりです。 

 飼い主の無責任と無知の代償を猫に押しつけ

る行為です。避妊手術を受けていない野良猫が、

産み落とした子猫たちの多くが、近所迷惑とい

う形で、行政に苦情となっているのが現状です。 

 野良猫たちは、えさをやる人の多くは、しつ

けや避妊手術、ふん尿の世話や、生まれた子猫

のことなどは知りません、というスタンスで猫

と接しています。 

 その結果、また救われない命を産み落とすと

いう悪循環が生まれています。 

 野良猫にえさをやる人の多くは、その重大さ

に気づかない理由は、かわいい生き物だから、

子猫が生まれても、誰かがどこかでえさを与え

てくれるという思いが、どんどん子猫をふやし

ていると思われます。 

 しかし、世の中には、猫に対して不快感を示

す人も、たくさんいることも真実です。飼い主

がいない猫への苦情も多くあり、捨て猫や野良

猫がいる、引き取ってほしい。ふん尿や悪臭、

鳴き声がうるさい、ほか猫に対しては不快感を

示しています。 

 私のところへも１枚のはがきが届いておりま

す。この方も、猫の放し飼いはしないで、ゲー

ジで飼ってほしい。ほか、ふん尿の世話などし

ていないということも、迷惑を訴えております。 

 猫の殺処分をどうしたら減らせるかとなるの

ですが、国全体を見ると、１０年前には２０万

匹前後から、３万匹弱と減ってきています。今

後さらに減らし、ゼロを実現するためには、で

きることがあると思います。 

 まず、現実を知ることが大事です。殺処分さ

れる猫の数は、３万４，８６５匹、返還や譲渡

で生き残る猫の数、２万６，８６０匹となって

います。 

 少し負担になったと、軽い気持ちで飼育放棄

することは、殺処分とほぼ同じことです。ひと

たび迎え入れたら、終生飼うしかないと、自覚

を高め、飼育放棄をしない、飼い猫に避妊手術

をする、里親情報、野良猫に避妊手術をするな

ど、県と一体になって、市町村も頑張ることで

はないかと思います。 

 質問に入っていきます。 

 地域を回ると、野良猫、捨て猫の苦情も多く

あります。夏も、猫が入ってくるので戸をあけ

られない、納屋で子供を産む、ふん尿の問題な

ど、かなり苦労しているなと感じております。 

 本市の野良猫の数、捨てられる場所など、現

状把握調査ができているか、お伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 川田議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

 犬につきましては、狂犬病予防法により、登

録が義務づけられておりますが、猫に関しまし

ては、国、県には登録制度もなく、屋外にいる

猫につきましては、飼い猫なのか、そして飼い

主のいない猫、先ほど野良猫というお話ありま

したが、一般的に野良猫といわれている、そう

いった猫なのかが、区別がつかないことから、

飼い主のいない猫の数に関しましては、把握が

非常に難しい状況になっているところでござい

ます。 
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 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 捨てられる場所の把握

調査はできておりませんでしょうか。お伺いい

たしましたけれども。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 捨て猫に関しましては、動物の遺棄は犯罪に

当たるケースもあるため、市民の方から相談が

あった場合は、警察のほうへ通報をお願いをし

ているところでございます。 

 本市で全て、場所について把握している、そ

ういった状況ではございません。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 県と一体となって、こ

の事業を進めるため、行政の役割をどのように

認識されていますでしょうか、お伺いいたしま

す。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 飼い主のいない猫に対する対策といたしまし

て、市がどのような役割があるかということだ

というふうに認識をしました。そのことについ

て、お答えをさせていただきます。 

 飼い主のいない猫についてのみではありませ

んが、本市の役割といたしましては、動物の愛

護及び管理に関する法律の観点から、人と動物

の共生社会の実現を目指し、動物の虐待や遺棄

を防ぎ、動物の適切な取り扱いや、動物の健全

と安全を守る、そういったための市民の方々へ

の啓発が主な役割だというふうに考えていると

ころでございます。 

 そのため、広報や回覧などによりまして、定

期的に市民の方々に動物の取り扱いについて、

啓発を行っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 市民の方も、捨てるこ

とも本当に多いと聞いておりますけれども、行

政のほうは、その場所を把握されてないという

ことは、ちょっと問題ではないかと思います。 

 もしここに猫が捨てられていたら、見つけた

人は、まずどうしましょうか、教えてあげてく

ださい。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 川田議員の質問にお答

えします。 

 市民の方の多くが捨てるということで、多く

の方が捨てているわけではないというふうには

思っているところでございますが、もしそのよ

うな現状があるのであれば、非常に残念なこと

だというふうに思っております。 

 市民の方が捨て猫を見つけた場合は、どのよ

うな対処をすればよいかとの質問でございます。 

 先ほど申し上げましたように、動物の遺棄は、

犯罪行為に当たる場合がありますので、捨て猫

を見つけた場合は、まずは警察に連絡をしてい

ただきたいと、そのように思います。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 市長のおっしゃるとお

り、もし捨て猫を見つけたら、まず警察へ連絡

してください。猫を捨てることは犯罪でありま

す。そして、罰金刑も伴います。 

 昨年には、環境課の敷地内に７匹の猫が捨て

られておりました。警察は、写真を撮って、猫

を置いて帰ったので、担当課はセンターへ電話

をしました。 

 センターへ電話をするということはどういう

ことか、よくおわかりになってないのでは。そ

れとも、わかってそうしたのかうかがい知れま
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せんが、行政の立場でありながら、その措置は

不適当ではなかったかと、後で聞かされたとき、

思いました。 

 センターは、保健所へ連絡をとり、保健所は

ボランティアへ連絡しました。７匹もとは申せ

ないけれども、せめて３匹でも引き取っていた

だけないかと、保健所からのお話を聞いたと聞

いております。 

 すると、残った４匹は殺処分になりますので、

全てボランティアの方が引き取ってくれたと聞

いております。 

 そのうちの２匹は、宿毛の職員と宿毛市民と

聞いております。 

 そこで警察も誤りでありました。現場には来

ましたけれども、猫を連れて帰ることはありま

せんでした。 

 動物愛護管理法で、２週間、警察は保護しな

くてはいけないことになっております。ミルク

を飲ませることなど、保健所と話をしながら、

大きさにもよりますが、キャットフードが食べ

られるぐらいなら、２週間置かなければならな

いなどの規定があります。 

 大きさにもよる。小さければ保健所に行って、

譲渡やボランティアを紹介するとなっています。 

 この後、警察は本部から指導を受けており、

宿毛のフジの女子トイレ付近に２匹の猫が捨て

られたとき、見回りの人が見つけて、警察に電

話しました。そのときは、きちんと猫を連れて

帰り、改善されております。 

 県からポスターが届いていると思いますが、

昨年もきましたけれども、ことしきたのは、保

健所と警察の後ろに電話番号が入っていて、よ

いポスターとなっています。テレビさん、映り

ますでしょうか、こういうものですけれども。 

 啓発は市町村がするとあります。このポスタ

ーを活用して、啓発をどのように進めています

でしょうか。市民に周知できていますでしょう

か、お聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 県から届いているポスターに関しましは、動

物の遺棄は犯罪であることの周知を目的として、

製作されたものでございます。 

 昨年度、ポスターが届いたときに、市の公共

施設、市内各所や公共のトイレなどに掲示を行

いました。 

 しかしながら、現状では、公共施設の展示ス

ペースの掲示期間の関係で、既に張られていな

いケースや、屋外へ掲示したものについては、

なくなっている、そういったケースもございま

す。 

 このポスターにつきましては、県から最寄り

の警察署、そして福祉保健所の電話番号の入っ

たデータが新たに届きましたので、今後、確認

の上、必要に応じて適切な場所にポスター掲示

を行い、市民への啓発に活用してまいりたいと

いうふうに考えているところでございまして、

ぜひ川田議員のほうにも御協力いただければと

いうふうに思っております。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 捨てられる場所が方々

にあるんですけれども、その場所の調査ができ

ていないと、こういうものも張れませんので、

今からしっかり、捨てられる場所には、こうい

う「猫を捨てたら犯罪ですよ」ということを、

きちんとお示しいただけたらと思います。 

 黒潮町は、ボランティアが活発なので、よく

相談に来られるとのことで、宿毛の現状は、よ

く把握しております。大月にも宿毛にも、黒潮

町から張りに来られております。 

 今、先ほど言われたように、警察にも同じポ

スターがきております。活動が広がっていくと、
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市民も行政も、皆がよくなる話であります。 

 さて、本市の３０年度の代表的な取り組みと

して、飼い主のいない雌猫に、避妊手術５，０

００円を、県の制度に上乗せした事業は一歩前

進と、評価されるものであります。 

 猫の避妊、去勢手術は、高知市は安いが、幡

多は高くて１万から２万円かかります。県は飼

い主のいない猫の避妊手術を、２０１４年に２

１７匹、２０１５年に２８４匹と、広く利用さ

れています。 

 いの町、土佐市、黒潮町、大豊町に続いて、

本市でもこの事業が採択されてよかったと思っ

ております。 

 多く利用されたでしょうか、お伺いいたしま

す。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 まず、捨てる場所を把握しないと、ポスター

が張れないということでございますが、先ほど

も言いましたように、捨てること自体が犯罪で

ございますので、捨てる場所というのがあって

はいけないというふうに思います。 

 やはり、多くの方々に目につくところに張ら

させていただきたいというふうに思いますし、

また、警察のほうにも聞いて、確かに捨てた場

所に、今後ないように、そういった場所にも張

るところがあれば張るとか、そういった工夫も

していきたいというふうに思っているところで

ございます。 

 まずは、捨てないことが、不法投棄等もそう

ですが、捨てないことが当然のことなので、捨

ててはいけないので、捨てる場所というのを、

この宿毛市内からなくしていく取り組みという

のを、しっかりとしていかなきゃいけないとい

うふうに感じたところでございます。 

 また、避妊手術、自分も無知で大変申しわけ

ないところはあるんですが、高知市は安くて、

幡多は高いということでございまして、そこら

あたりも、実際、どうなのかも、しっかりとま

た関係者の方に聞いてみたいというふうに思い

ました。 

 本市では、平成３０年度からは、不必要な繁

殖及び飼い主のいない猫の増加を抑え、殺処分

を余儀なくされる不幸な猫をふやさないことを

目的といたしまして、単独事業といたしまして、

宿毛市飼い主のいないメス猫の不妊手術等補助

金事業を行っております。 

 このことを、先ほど、川田議員のほうから御

紹介をいただいたことでございます。 

 この事業の内容といたしましては、本市にい

る飼い主のいない猫に、高知県の飼い主のいな

いメス猫不妊手術等補助金の決定を受け、避妊

手術を実施していただいた方を対象に、市から

最高５，０００円の補助金を交付することとな

っておりまして、県の補助制度の１万円と合わ

せて、最高１万５，０００円になることになっ

ております。 

 そして、実績のほうも、少し聞かれたという

ふうに思いましたので、実績についても少しお

答えをさせていただきたいと思います。 

 本年度の宿毛市飼い主のいないメス猫の不妊

手術等補助金の実績につきましては、予算額２

５万円に対して、決定件数は、現在のところ１

７件の利用実績となっており、金額では８万５，

０００円となっているところでございます。 

 現時点では、予定件数に達していない状況と

なっておりますが、幡多福祉保健所に確認をい

たしますと、県の補助金の決定を受けた宿毛市

の飼い主のいない猫が５１件となっていること

から、予算の減額を行っていないところでござ

います。 

 なお、申請を予定されている方は、申請期間

は３月１５日ということで、もう迫っておりま
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すので、申請のほどをよろしくお願いをいたし

たい、そのように思っているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 野良猫による苦情や、

殺処分を減らしていき、ボランティアの負担も

軽減したいとの思いがあったであろう予算が残

ったのは、非常に残念であります。 

 市民の皆様も、御協力いただけたらと思って

おります。 

 ５番へいきます。 

 ＴＮＲ活動が、昨年は黒潮町、ことしの１月

には土佐清水市、そして５月８日、９日には、

四万十市で予定されております。 

 ＴＮＲ活動とは、捕獲して避妊、去勢手術を

施したら、元の場所へ戻すということでありま

す。黒潮町、土佐清水市もそうでありましたが、

四万十市の会場にも、宿毛市からの予約がかな

り多いと聞いております。 

 医師の１日の限界があるもので、もう枠はい

っぱいとのことでありますが、ＴＮＲ活動は、

県の補助制度を使えるが、会場費などの負担が

利用者にもかからないようにすることで、少額

で手術が受けられます。 

 県も奨励していますが、本市も隣接市町村と

の協力要請があれば、応えていくつもりがおあ

りでしょうか、意気込みを聞きたいと思ってお

ります。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 先ほどの予算額２５万に対して、８万５，０

００円の実績ということで、非常に残念という

ことを、議員のほうからも御指摘をいただきま

した。 

 ただ、幡多福祉保健所に確認をしますと、宿

毛市の飼い主のいない猫が５１件ということで

ございまして、５０件分の予算をとっておりま

した。 

 県のほうが１万円交付しますので、先ほど、

少し答弁の中でも言いましたが、手術の金額に

対しての補助になりますので、１万円で手術が

できれば、宿毛市の補助を使わなくてもできる

という形にはなっています。 

 ただ、できなかった場合に使うという形にな

っていますので、そういったところを、ちょっ

と分析をして、さらに広報、または幡多福祉保

健所のほうには５１件きているということでご

ざいますので、こちらのほうで、またそういっ

たのを紹介してもらうとか、そういったことを、

取り組みとして、していかなければならないの

かなというふうに感じたところでございます。 

 またしっかりと対応してまいりたいと思いま

す。 

 ＴＮＲ事業とは、飼い主のいない猫の繁殖を

抑え、自然淘汰で数を減らしていくことを目的

に、捕獲し、不妊・去勢手術を施して、もとの

テリトリーに戻す活動ということでございます。 

 この捕獲・不妊・去勢手術、戻すの英単語で

あるトラップ、ミューター、リターンの頭文字

をとり、ＴＮＲ事業と呼ばれているというふう

なことも存じているところでございまして、な

お、議員のおっしゃられる四万十市で行われる

ＴＮＲ事業への宿毛市の共催等につきましては、

四万十市と情報共有し、本市の宿毛市共催及び

後援事業承認事務取扱要綱に基づき、実施団体

からの申請があれば、適切に審査をしていきた

いというふうに考えているところでございます。 

 そういった形の中で、協力できるようなこと

であれば、協力をしていかなければならないと

いうふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 
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○１番（川田栄子君） 四万十町でも多頭崩壊

がございました。そこには５０匹いました。放

置できない状態だったので、地域のことだから、

地区長と担当課で話に行きました。保健所は行

っておりません。 

 高齢者や身体の不自由な方は、会場に連れて

いけないので、どうしようかということになり

ますが、行政が手だてをするべきではないかと

思います。他県ではやっています。近隣市町村

では、香南市が行っております。 

 行政が動いて手術をした。えさをやって、ど

んどんふえていって、どうしようもなく、手を

出せなくなった。行政がかかわっていて、知恵

のある活動で、野方図な繁殖が減れば、猫を守

る活動と、市民も考え方がかわることだろうと、

手術に連れていけない人への対応をどう考えま

すでしょうか、お聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 飼い猫につきましては、手術に連れていけれ

ない方というお話もありましたが、動物愛護管

理法に基づき、飼い主の責務として、適切な管

理をしていただくようお願いをしておりまして、

それぞれ事情はあるかとは思いますが、親族や

お知り合いの方々に相談し、対応をしていただ

くことが原則でございますが、さまざまなケー

スが考えられますので、ケースによっては、関

係機関と連携しながら、対応を検討すること、

そういうことも必要であろうかというふうに考

えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） ６番にまいります。 

 地域猫活動支援事業は、尾﨑知事が殺処分ゼ

ロを目指している政策であります。 

 この猫問題は、どこが問題なのか、問題解決

のためにどのようにかえたらよいか。そして問

題を解決したらどうなのか、しっかり説明をお

願いしたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きたいと思います。 

 地域猫活動というお話がありましたので、そ

のことについて、少し皆さん方に御説明しなが

ら、答弁をさせていただきたいと思います。 

 地域猫活動とは、地域住民と飼い主のいない

猫との共生を目指し、不妊・去勢手術を行った

り、そして新しい飼い主を探していくことで、

将来的に飼い主のいない猫をなくしていくこと

を目的としておりまして、例えば、飼い主のい

ない猫によるトラブルをなくするため、餌やり

の場所を決め、排せつ物の処理や、掃除をする

など、地域住民が飼育管理をするなどの取り組

みだというふうに認識をしているところでござ

います。 

 この地域猫につきましては、やはり地域の

方々が、地域にいる猫をどのように、苦情トラ

ブルが起こらない形で、そこで飼っていくとい

うか、そこで猫をみんなで見守るというか、そ

ういう活動だというふうに感じているところで

ございますが、問題としては、地域の中には、

猫のことが余りよく思ってないというか、猫の

ことが余り好きじゃない方々もおられると思い

ます。そういった方々も、しっかりと話し合い

の場に参画してもらって、地域をどのように、

地域猫として飼っていくのかという話し合いが

必要だというふうに認識をしているところでご

ざいまして、そういう活動をされている地域が

あれば、またしっかりとお話をさせていただき

たいというふうに考えているところでございま

す。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 平成３０年度、この事
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業は捕獲器の購入ができるとありました。住民

は、捕獲器がないと手術に連れていけないと言

います。 

 捕獲器を希望している人は多くあります。こ

の平成３０年度の地域猫活動支援事業に、なぜ

手を挙げなかったのか、理由を聞かせてくださ

い。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 高知県が実施している地域猫活動支援事業の

補助金を、なぜ申請しなかったかということで

ございます。 

 同事業は、平成３０年度から、高知県が実施

している事業でございまして、住民と連携して、

地域猫活動に取り組む市町村に補助することに

より、飼い主のいない猫によるトラブルを減少

させることなどを目的としております。 

 市町村は、住民と連携して、地域猫活動を行

う場合には、県へ補助申請することとなってお

り、補助基準額２０万円、補助率２分の１とな

っておりますが、具体的な活動団体がないまま、

市町村単独の考えで、利用できる事業とはなっ

ていないため、本市では申請をしていない状況

でございます。 

 なお、先ほど答弁いたしました、本市が本年

度から実施しております宿毛市メス猫不妊手術

等の補助事業を活用された方からは、飼い主の

いない猫の捕獲に際し、捕獲器が必要との要望

はありませんでした。また、屋外にいる猫は、

飼い猫、そして飼い主のいない猫の区別がなか

なかつかないことから、動物遺棄や虐待にもつ

ながりかねないことなどの課題もありますので、

現在のところ、本市といたしまして、捕獲器を

購入し、市民の方々に貸し出しをするような予

定はしていないところでございます。 

 他自治体の状況も踏まえて、これから考えて

いきたいというふうに考えております。 

 くどいようでございますが、地域猫活動を行

う、そういった団体等が、もしこの宿毛市にあ

るようでございましたら、宿毛市のほうに御連

絡をいただければというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 平成３１年度は、内容

がかわります。捕獲器は買えなくなります。市

民の方は、捕獲器さえあれば、避妊手術に連れ

ていけると言っております。 

 猫好きでない人に、税金の使い方に不満を持

つ人もいるので、市町村には負担は求めず、一

括して県が事業費を出すとのことである、平成

３１年度の事業はこうなっていきます。 

 住民と連携して、地域猫活動や、ＴＮＲに取

り組む市町村に補助をすることにより、飼い主

のいない猫によるトラブルを減少させることで

あります。 

 メス猫避妊手術を推進することを目的とする

この官民一体の事業に、黒潮町、四万十市、土

佐清水市は、取り組む意思を持っております。

本市も取り組んでいただけたらと、御提案申し

上げます。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 平成３１年度に、高知県の地域猫活動支援事

業が変更になるということで、先ほど、内容に

ついても、川田議員のほうから御説明ありまし

たが、その変更になることは聞いておりますが、

具体的な事業内容などについては、まだ県から

各市町村におりてきていない、そういった状況

でございます。 

 県から事業内容の具体的な通知が届きました

ら、本市としても、できることを検討していき
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たいというふうに考えております。 

 また、先ほども、何度も申しましたが、その

地域猫活動というものを、しっかりと皆さん方

が理解する中で、地域で猫を飼っていこうとい

う活動、非常にすばらしいものでありますので、

そういった活動をされている団体等、そういっ

た地域等があるようでございましたら、ぜひ市

のほうにも御連絡をいただいて、ともに何がで

きるか考えていきたいというふうに思っている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 手術の推進は、殺処分

を減らす有効な手だてとなるが、猫を捨てる飼

い主がいる限り、問題は解決しません。 

 飼えないのであれば、手術をするのが責任と、

市は啓発をしっかりしていくべきであります。

猫を捨てた行為は犯罪であると、強く認識する

機会にしたいということでございます。 

 自分の人生を投げ出しても、犬、猫を助けて

いる人、ほおっておけない、人を助けたい、何

かをよくしたいというのは、人間の本能だと思

います。 

 猫を助けている人は、仲間もふえるが、苦労

もすごい。だけど喜びも大きい。犬・猫と暮ら

すことで、得るものが多いという科学的根拠は

多く出ております。また、英米では、動物は家

族の一員というより、社会の一員といわれるぐ

らい、発想の時点の違いに感心をしております。 

 猫問題については、これで終わります。 

 次に、ＰＦＩ事業についてのことで、お伺い

いたします。 

 宿毛小中学校統合合築事業、４３億円のＰＦ

Ｉ事業の議案は、１週間もおくれる中での審議

となっております。 

 昨年の実施方針では、６月議会で議決となっ

ていたのに、市長は、３月議会でとしたのです。

理由は、平成３３年４月供用に余裕をもって進

むことだと、業者からアドバイスをもらったと

言われました。 

 ＰＦＩでは、企画設計、建設と一体で進むの

で、工期は１年ぐらいと、短縮が売り物であり

ます。 

 全国の例では、６．５カ月と提案された企業

が、入札で認められた例があるのに、この関係

はおかしな話であると思っています。 

 市民に知らしめたいのであれば、一般質問で

周知してもらう。この問題は、１０数年引っ張

ってきた。違う意味で取り組んできた。一定の

ゴールを決めて進む、と議会に説明がありまし

た。 

 庁舎のときもそうでありましたが、３，００

０人以上の署名が議会に届いているにもかかわ

らず、議会は市長提案に賛成の幕引きとなりま

した。 

 高知市では、西敷地の問題で、市民は頑張っ

た。署名運動もしました。議員もできることを

しました。とうとう市長は白紙にしました。こ

の経験をした西敷地の住民は、２万人ぐらいの

人口で３，０００人の署名を集めているのはす

ごいことだと、外部の人はとても感心してくれ

ています。 

 宿毛市民は頑張っていると、声をかけてもら

ったのはこの間のことでした。 

 今度はＰＦＩであります。奥が深くて、提案

書と要求書にずれはないか、また何より職員だ

けではなく、議員、企業、市民の理解度が高ま

らなければ、ＰＦＩは難しいといわれているの

がＰＦＩ事業です。 

 市長は、ＰＦＩ手法でやる。説明責任はわか

るが、内容を市民に理解を求めることはしてな

い。学校関係者のみである。関心があるのは間

違いないが、平成３３年４月開校へ進むと言わ

れました。 
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 この２つに共通しているのは、後に時間がな

いという。本当にそうでしょうか。その前には、

時間がいっぱいあったはずであります。一番時

間をかけなくてはならないところに、一体どれ

だけの時間をかけたというのでしょう。重要な

視点であると思っております。 

 国はＰＦＩを推進し、ガイドラインの整備な

どを行っておりますが、市町村におけるＰＦＩ

の実施は、割合に低調です。高知県にはありま

せん。理由はさまざまあります。 

 ＰＦＩ事業は従来の公共事業と違い過ぎて、

理解が得られない。民間が企画、施設の整備、

維持管理、資金調達を一括にて行うので、３０

年という長期にわたる支払いは、平準化され、

財政的に優しいとなっておりますが、資金は、

事業者が３０年という長期での計画を設定する

ために、自治体は金融系の民間企業へ利子を払

い続けることになります。 

 金融機関だけでなく、グループを構成してい

る企業体の出資者にも、金利という形で税金を

投入するための施策とも言われております。 

 行政がＰＦＩ事業に建設維持管理の報酬を支

払う。サービス購入型と呼ばれる方式を、本市

は利用しようとしているのです。 

 行政がＰＦＩ事業者にサービス対価を払い、

サービス型、購入型への偏重は、批判を招くこ

とも多くありました。それは、箱物整備に偏重

している、従来の公共事業を繰り延べ払いにし

ただけではないか、といったものであります。 

 市長がこのＰＦＩといっている以上、市民に

知らせる必要があるのは当然であり、この質問

を通じて、市民の方が御理解していただければ

と思います。 

 ＰＦＩは１９９２年にイギリスで生まれた行

政手法です。その後、日本でも始まりましたが、

紆余曲折があって、今に至っています。 

 昨年、イギリスはＰＦＩ事業は全て打ち切り

ました。従来は、官が公債を使って施設整備を

行い、公共サービスを提供する考え方でした。

ＰＦＩは、民間が施設整備をするものです。そ

のため、従来のように、施設整備費を民間に支

払うかわりに、行政は施設提供サービス購入費

を民間に支払うことになります。 

 そこには、さまざまな細かい要求をする官と、

提供する民間の間には、細かく明文化されたも

のが契約となりますが、要求書と提案書の確認

が重要です。 

 そこにないものは、後でトラブルなどが招き

やすく、２００５年３月、全国初の医療ＰＦＩ

事業は、高知医療センター６３２床が、オリッ

クスグループとのＰＦＩ契約は５年で破綻しま

した。 

 ２０１０年４月から、直営の病院として再ス

タートして、前提とした高コストは非効率、民

間は低コスト、効率的は否定されました。 

 公務と民間が共同関係にあるということは、

請負ではなく、上下関係が変わることといわれ

ています。 

 ６月議会から３月議会と日程が変わっていく

のもわかる気がします。 

 人権を守る公務と、利益追求の民間とは目的

が違います。公立、公的とされる病院経営など、

地域における役割を考えると、さまざま検証結

果が出ていますが、長期の役割分担は無理でし

た。 

 材料費が２３．４％を超えたら、民間負担の

線引きは不可能で、必要な器具や薬が買えない

となったら、医療機関として本末転倒です。 

 ＰＦＩ効果が発揮できず、２０１０年に解約

となった例であります。 

 ＳＰＣの企業体の利益を確保するために、公

共が直接契約をする、より割高になったという

ことでしょう。 

 ＰＦＩは奥が深いから、職員に３年かけて勉
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強させる契約まで、６年までもかかったという

自治体もございます。市民もともに進んで、し

っかり勉強しながら進んだという結果で、契約

は、小中学校４校同時に、ＰＦＩ事業で行った

ところもございます。 

 ……………（発言一部取り消し）…………… 

……………ＰＦＩは何もかもすぐれているわけ

ではありません。財政的な面はよいでしょう。

学校建設も、再編計画どおり進めなかったのは、

財政難だといわれました。そのため、短期間で

同時に、新しい建設を進めるために、ＰＦＩ導

入を決めたとおっしゃいました。 

 リース契約については、損益勘定でメリット

は難しいので、言われるとおりだと思いますが、

ＰＦＩは、市長が言われたように、何もかもす

ぐれているわけではないということであります。 

 庁舎問題で、子供たちにつけを残さないやり

方でとの声がありました。そして、そのとおり

になりました。記憶に新しいところです。 

 ＰＦＩは、今から３０年間、人口減少の中で、

後になるほど負担が多くかかることを、しっか

り市民に周知することは欠かせません。 

 私なら、ここでお金の使い方をかえます。 

 さて、市民の方も詳しく知りたいとのことで

したので、長くなりましたが、質問のほうへ移

らせていただきます。 

 国の整備審議会では、体育館、プール等は校

舎の近くに置きなさいとあります。さまざま変

更がある中で、今の形は財政的、教育的環境に

もそうなっていません。小学校説明会で、高台

派の保護者は、教育のことはわからないので、

教育者に聞くようにと話されていました。 

 教育委員会では、合築になると、教育の中で

教育環境をどのように考えるとよいのか、教育

の質を高めるには、等々の協議をなされたか、

伺います。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、１番議員の

一般質問にお答え申し上げます。 

 宿毛小学校と宿毛中学校の校舎を、合築校舎

として建設することにつきまして、宿毛小学校

の建設場所の検討段階におきまして、教育委員

会のほうにおいても、議論を行ってまいりまし

た。 

 また、教育委員会はもとより、総合教育会議

においても、合築校舎の建設について、いろい

ろと協議をしてきた経過がございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 再度お尋ねいたします。 

 図面を見ると、一体型ではないので、小学校

は補助金がおりますが、中学校については、耐

震化により、ＩＳ値もよくなったので、補助金

が出ないところまで改善されました。 

 中学校は、無理に今、建設しなくても、補助

金が利用できるまで先送りできるのではと思っ

ております。 

 東中学校が、年数的には古いとなっておりま

すが、もっとよくお考えになられてはと思いま

すが、御見解を伺います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 川田議員のＰＦＩ事業

について、私のほうから答弁をさせていただき

たいと思います。 

 当初、質問に入る前に、るるおっしゃられて、

市長はこう言っているとか、いう話の中で、言

ってないことも多々あったのですが。 

 …………………………………………………… 

………………（発言一部取り消し）…………… 

……………………………………………………… 

…………… 

 ＰＦＩという手法を選ばせていただいた、そ

れはＰＦＩのほうが有利であるということで、

確かに財政的なことも言いましたが、財政的な
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面だけじゃなくて、議員のほうにも何度も説明

をさせていただいておりますが、３０年間維持

管理をするという形の中で、最初の建てたとき

に入られた子供たちと、次の学校を建てるとき

に入られる子供たちが、教育環境が異なってい

たら、それは子供たちにとって不利益が生じる

だろう。 

 そういった観点の中で、当初の学校をできる

だけ長く維持管理をしてもらう。そういった形

の中で、現在、残念なことに、当市はそれがで

きていないという判断のもとで、ＰＦＩの中で

３０年間、しっかりと維持管理をしてもらおう

ということで、今回、提案をさせてもらったこ

とについても、幾度となく御説明をさせていた

だいたところでございます。 

 それから、３０年間で、後になるほどお金が

かかるというものではございませんで、これも

契約案件の中でお示しをさせていただいている

内容でございますので、十分御理解していただ

いているとは思いますが、なおのこと、昨日の

山戸議員の一般質問の答弁の中で説明させてい

ただいたように、３０年間で平準化されたもの

と、それから、５年ごとの維持管理の中で、突

発的に必要なものというものがありますので、

それをトータルして、３０年間で払っていくと

いうことで、後になるほどお金がかかるという

ふうなものではございません。 

 あと何点かありましたが、このあたりをぜひ

御理解していただきたいということで、答弁さ

せていただきたいと思います。 

 それから、中学校を、補助金が出なければ合

築校舎を建設する必要はないのではないか。こ

のことについても、何度も説明をさせていただ

いておりますが、改めてまた説明をさせていた

だきます。 

 宿毛中学校につきましては、平成２６年に耐

震補強工事を実施しておりますが、校舎は昭和

４３年から４４年度にかけて建設をしておりま

す。私が生まれた年になります。築後５０年を

迎えている、そういった状況でございます。 

 そのため、見た目はまだ使えるように見える

かもしれませんが、実際、老朽化が進んでいる、

そういった校舎でございます。 

 また、全体の老朽化が進んでいる校舎改築を

見据える中で、平成２８年８月から、宿毛小中

学校の保護者の方を対象として意見交換会を、

そして平成２８年の１０月には、校区の住民の

方々にも説明会、こういった方々を対象とした

意見交換会を開催をさせていただいております。 

 この中で、小中合築校舎建設案を含めた３案

を提示をする中で、多くの意見をいただいたと

いうことでございます。 

 平成２８年１０月には、合築についても、住

民の方々にお示しを、一部させていただいて、

意見をいただいたところでございます。 

 いただいた御意見や、学校現場、教育委員会

とも協議をする中で、宿毛小学校の校舎建設に

当たって、現在、実践研究中であります小中一

貫教育を、宿毛小学校・中学校でも推進を図り、

よりよい教育環境を整備するため、中学校の建

設も同時に行うとともに、小中学校の合築校舎

の建設に取り組むとし、平成２９年５月に、保

護者や住民の方を対象とした意見交換会におき

まして、合築校舎建設に関しても、御説明をさ

せていただいたところでございます。 

 このことにつきましては、川田議員にも、約

２年前から、同じ説明をさせていただいてきて

いるところでございます。 

 宿毛中学校の建設は後でもよかったのではな

いかとの御意見もいただきましたが、宿毛小中

学校を建設した後には、津波浸水が予測される

地域にある大島小学校、咸陽小学校、そして片

島中学校等、西地区にある学校の移転、そして

川田議員のほうからは、東中学校という言葉で、
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まだいいんじゃないかというような感じの意見

もありましたが、東中学校に関しましては、昭

和４０年度に建設をし、老朽化が著しいところ

があります。 

 そういった東中学校等の東部にある学校、ほ

かの学校もございます。などの建設など、今後、

取り組まなければならない学校施設が多くある

中で、本市の財政状況を考えた場合、宿毛中学

校を同時に建設しなければ、宿毛中学校を建設

するのが２０年後、そして３０年後になる可能

性があるということでありまして、生徒の教育

環境を考える中で、小中学校の合築校舎建設を

判断したものでございます。 

 こういった、何か一つで判断したということ

ではなくて、いろいろな複合的な部分を、そし

て住民の方、保護者の方、そして教育関係者の

方から、いろいろなお話を聞く中で、判断をさ

せてもらったところでございます。 

 なお、合築校舎の建設に当たっては、教育環

境に支障を来さない範囲で、財政負担を軽減す

るため、中学校の一部の棟は改修し、活用する

こと。今の校舎も、一部改修をして、活用する

ことも視野に入れ、取り組みを進めている、そ

ういった状況でございますので、ぜひ御理解の

ほどをよろしくお願いをいたします。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） お言葉ではございます

けれども、………………………………………… 

………………（発言一部取り消し）…………… 

……………………………………………………… 

………ございません。 

 ２番目に移ります。 

 業者との関係について、触れてみたいと思い

ます。 

 ＰＦＩ方式で開業した全国初の高知医療セン

ターでは、共同する官民の癒着が発覚し、前委

員長は収賄罪で逮捕される事例が発生しました。 

 イギリスでは、賄賂や不正行為による契約解

除は、潔白の検証等に疑わしい状況であった場

合の、あらゆる調査費用を民間が負担する仕組

みであるために、抑止力が働き、不正行為を発

生した事例はありません。 

 日本の場合は、官と民の企業が、垣根が低く

なり、癒着が生まれやすくなり、官民癒着の温

床との指摘もあります。 

 医療センターでは、本来なら、赤字をカバー

する役割だった給食、検査、清掃、薬品調達な

ど、利益を生む部門を民間に丸投げして、特別

目的会社の構成である民間企業のみが利益を得

て、医療本体を県民が負担する構造となってい

る、との指摘がありました。 

 しかも、完全に民営化した場合は、産婦人科、

小児科、民が負担する構造となっており、しか

も産婦人科、小児科の不採算部門が切り捨てら

れ、地域医療が崩壊すると指摘があがっていま

した。 

 このことからも、企業は経営内容が闇の中で

はだめで、しっかり情報公開することでありま

す。 

 この点について、御見解を伺います。 

○議長（岡﨑利久君） 議会運営委員会を開き

ますので、この際、暫時休憩をいたします。 

午前１１時４２分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時５７分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 この際、午後１時４５分をめどに再開をいた

します。 

 暫時休憩いたします。 

午前１１時５７分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ２時１７分 再開 
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○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 ただいまの川田栄子議員の一般質問における

発言の中で、「お言葉ではございますけれど

も」の次から、「ございません」の前までの発

言については、議長において、不穏当なもので

あると認めますので、川田栄子君に取り消しを

希望いたします。 

 川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 私は今、それを確認す

るものを持っておりませんので、取り消すつも

りは、今は持っておりません。 

○議長（岡﨑利久君） 川田栄子君において、

取り消しをされないのであれば、議長は取り消

しを命じます。 

 議長は、川田栄子君に取り消しを命じます。 

 この際、川田議員に注意をいたします。 

 １２月議会のＰＦＩ関連の債務負担行為の予

算議案に賛成しながら、今一般質問においては、

ＰＦＩ手法や小中学校一体型校舎の建設に否定

的な発言が見受けられます。 

 また、あたかも十分な審議がなされずに、庁

舎移転議案の結論が出されたかのような発言が

ありました。 

 以上、発言には十分注意をしてくださるよう

お願いいたします。 

 一般質問を継続いたします。 

 １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 質問２番を行っていま

すけれども、御答弁いただけますか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 御質問の趣旨は、ＰＦＩでは行政と民間事業

者が癒着しやすいのではないかという意味の質

問というふうに理解をいたしましたが、優先交

渉権者の選定過程につきましては、先日も山戸

議員の一般質問にお答えをしたとおりでありま

して、議員が持たれているような疑念が生じる

余地はございません。 

 念のために、もう一度、御説明いたしますと、

平成３０年１０月９日の募集要項等公表後、参

加表明書を受け付けし、募集要項で示している

参加資格要件を満たしているかどうかの資格審

査を実施しました。 

 その後、企画提案書を受け付けた後に、提案

金額が予定対価を超えていないかどうか、また

提案内容が要求水準書を満たしているかどうか

の基礎審査を実施をいたしました。 

 基礎審査の後、内容審査として、平成３１年

１月３０日に民間事業者のプレゼンテーション

を受け、その前後で有識者会議選定委員会を実

施しました。 

 その後、平成３１年２月１日に選定委員会を

開催し、有識者からの報告や、そしてプレゼン

テーションの内容を踏まえ、評価項目ごとに選

定委員が採点をして、優先交渉権者を決定をい

たしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） ３番へいきます。 

 ＰＦＩ導入と教育の合築を適切としたことに

ついてでございますが、先ほども申しましたよ

うに、職員だけでなく、議員、企業、市民の理

解度が高まらなければ、ＰＦＩ導入は難しいの

ではと考えます。 

 四日市市市立小中学校施設整備事業の例では、

阪神大震災をきっかけとして、校舎等の補強工

事の必要性が高まり、議会や市民からも、校舎

を安全にしたいというニーズが広まりました。 

 初めはＰＦＩ導入を前提とするものではなく、

教育施設課が中心となって、事前調査を行いな

がら、慎重に事業手法を模索していったもので

した。 
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 可能性調査から実施方針まで、内閣府の調査

費補助を活用して、教育施設課からＰＦＩ研究

会研修の機会に職員を派遣して、ＰＦＩ担当教

育施設課に専任１名を置くとし、１年後の実施

説明の中で、多くの事業者の参加が得られ、Ｐ

ＦＩで推進することになりました。 

 議会から、ＰＦＩに対する反対意見はあった

が、小中学校の更新時期を迎え、財政的に厳し

い更新事業を進めるためには、ＰＦＩしかない

という理由から、最終的に議会の賛成を得られ

ました。 

 ＰＦＩの導入により、初期投資が抑えられれ

ば、複数校の一括整備が可能だとの考えがあっ

たことから、４校同時にスタートしたいとの思

いがあったが、補助金の関係により、２校ずつ

の段階整備となりましたが、４校の建設時期が

ずれていることによる物価変動リスクは、民間

に負ってもらったということでした。 

 まとめて短期に実施することで、教育環境の

向上を早期に図ることができた。 

 市長は、ＰＦＩ導入と教育の合築を適切とし

た理由をお聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 少し答弁が、質問の内

容とずれてたら、また御指摘を願いたいと思い

ます。 

 まず、合築については、教育長のほうから答

弁を、もう既にしているということでございま

す。 

 ＰＦＩ導入が適切かというところでございま

すが、平成２９年度に実施しましたＰＦＩ手法

の可能性調査によりまして、小中学校整備事業

において、一定の効果が見込まれるとの結果が

得られた、そういったためでございまして、今

まで説明してきたとおりでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） ４番にまいります。 

 議会説明は確かにありましたが、職員は、自

分の仕事として、専門に勉強する中で学ぶこと

ができる環境ですが、議員はそうはいきません。

こつこつ自分で勉強です。それに、四日市市と

違って、初めからＰＦＩありきではなかったか

と感じております。 

 ６月議会から３月議会へと、拙速な市長の取

り組みには疑問です。余裕をもって、早目、早

目に、３０年後４３億、ＰＦＩについても奥が

深いものです。 

 御見解を伺います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 答弁をさせていただき

ます。 

 まず、１２月議会で債務負担行為の議決をい

ただいております。この議決の中で、当然、Ｐ

ＦＩの関連の補正予算あげさせていただいて、

川田議員のほうにも議決をいただいているとこ

ろでございます。 

 そういった形の中での質問ではありますが、

議会への説明不十分ではないかということでご

ざいましたら、平成２９年度に実施した可能性

調査の結果の御説明以降、一般質問はもとより、

各定例会におきましても、議員協議会や常任委

員会等で、適宜、議員の皆様方に対して御説明

をさせていただいたところでございまして、１

２月議員にも、山戸議員のほうから、議員のほ

うには再三にわたって説明をしていただいてい

るけれども、というような内容の質問もいただ

いているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） ５番にまいります。 

 最後に残った２社の提案書は、レベルが高か

ったものと思われますが、できる範囲でお知ら

せいただければと思っております。 
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○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 川田議員の質問でござ

いますが、また訂正をすると、違うと怒られる

かもしれませんが、最後に残った２社ではござ

いません。そちらのほうに応募していただいた

のが２社ということで、これについても、ずっ

と説明をさせていただいているところでござい

ます。 

 そういった形の中で、質問について、再度、

どこの部分を聞きたいのか言っていただければ

というふうに思います。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 最後は、落札された業

者が残るわけですけれども、取り上げられなか

った業者、特定業者とならなかった、落ちた業

者の方に対しましても、すぐれたレベルを持っ

た工法とかあったんじゃないかと思われますけ

れども、そこのところが、お構いない範囲で教

えていただければと思いますけれども、いかが

でしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きたいと思います。 

 落札とかというものじゃありません、今回の

ことは。それについても説明をさせていただい

たところではございますが。 

 選考過程において、落ちたところというふう

な形での質問だというふうに、自分なりに理解

して答弁をさせていただきます。 

 次点候補者の提案書につきましては、議員の

皆さんにも御説明をさせていただいているとこ

ろでございますが、著作権のほうが、民間事業

者側にありますので、もう１社のほうの内容に

ついて、公表することができないという状況で

ございます。 

 そのことについて、御理解をしていただきた

いというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） ６番の、合築は教育に

係る問題として協議されたと思います。 

 説明会で、高台派の保護者は、教育のことは

わからないので、教育者に聞いてと言っており

ました。 

 これの整備審議会では、校舎の近いところに

体育館、プールを置きなさいとなっております。

しかし、今の現状では、重なる変更があり、財

政的にも、教育的環境もそうなっておりません。

教育委員会は教育の質を高める協議をしたでし

ょうか。合築だったら、教育の中で環境の観点

から、どのように話されたか伺います。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 宿毛小学校、宿毛中学校の合築校舎等の施設

整備を行うに当たりましては、まず教育委員会

といたしましても、各学校現場の意見を伺う必

要があるだろうと。そういうことで、さまざま

な現場サイドからの御意見をいただきました。 

 その中で、施設配置につきましては、耐震性

のある中学校技術棟は残して活用したほうがい

いのではないか。あるいは、教職員の駐車場は、

合築校舎近くに配置をしてほしい、といった御

意見がございました。 

 また、合築校舎そのものにつきましては、中

学生の姿を見て、小学生が育っていくのは理想

的なことであるけれども、小学生と中学生の動

線は、できるだけ交わらないようにできないか。

あるいは、保健室は小学校と中学校それぞれに

１室配置をしてほしい。あるいは、職員室と校

長室は、小中それぞれ１室配置をしてほしい。

特別支援教室の配置は、学習に集中できるよう

な配置を考えてほしい。あるいは、生徒にスト

レスがかからないよう、ベランダを各階層へ設
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置してほしい、などの意見をいただいていると

ころでございます。 

 そういった学校現場の意見も踏まえる中で、

最終的に合築の方向を決定したということでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） ７番にまいります。 

 ＰＦＩに期待するもの、メリット、また全て

いいわけではない、デメリットとあるわけで、

どこをよしとしたのか。また、それほどでなく

ても構わないとするには、内容の水準によると

なります。 

 ＰＦＩには、さまざまリスクが存在していま

す。なるべくＳＰＣの自由度を上げるため、多

くの業務範囲をＳＰＣ側の責任の範囲としたい

が、ＳＰＣ側は、サービス対価の減額規定があ

ることから責任範囲を狭くしたい。落札決定後

の事業契約交渉において、想定外のものに係る

リスク責任分担の交渉が長引くことがあります。 

 財政的には、公共事業に関するリスクを、民

間側に可能な限り移転したいとなりますが、民

間側に移転し過ぎるとＶＦＭが低下となり、民

間はリスク回避のために保険を掛けるなどして

リスクヘッジを行います。 

 ここのコストは、料金に上乗せされ、公共の

支出となり、そのリスクを最もよく管理するこ

とができる側がリスクを負うという考え方のも

とに、公共と民間のリスク分担となっていきま

す。 

 リスクは不確実で、顕在化して初めてリスク

となるため、顕在化しないように、ともに協力

を求める。不可抗力で回避できないリスクも想

定されます。 

 市長の考えるＰＦＩのメリット、またデメリ

ットを聞かせてください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 ＰＦＩのメリット、デメリットということで

ございます。 

 私、ＰＦＩに関しましては、先ほども言いま

したが、何もかもすぐれているというふうに、

私自身は言ってきておりません。そういった形

の中で、メリット、デメリットについて聞いて

いただけたんだというふうに思いますが。 

 メリットにつきましては、設計、建設、維持

管理運営までを含めた包括発注、また性能を満

たしていれば、細かな手法は問わない、性能発

注とすることで、民間事業者のノウハウや、創

意工夫が発揮をできまして、結果として、公共

サービスの質の向上が図られることや、そして

工期の短縮、コストの削減が期待をされるとこ

ろでございます。 

 そして、デメリットといたしましては、市と

して適切なモニタリングや監視、こういったも

のが長期にわたって必要になってくるというと

ころであろうかというふうに思っているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） ８番にまいります。 

 よい建物と合築と教育問題について。 

 先日の早稲田大学古谷先生が、梓立祭で、有

識者としてかかわっておられる高知大学の柳林

先生の言葉に、少しだけ触れられました。 

 よい建物の維持管理と、小中合築と教育は別

だと思うが、と言われました。もっと深く聞い

てみたいと思いましたが。 

 少し視点が変化しますが、ＰＦＩは経費的に

安くいくからいいではないか。行政サービスを

どれだけ充実するか。経費をかけても構わない、

維持費をかけて行政サービスを充実するか。い

や、税金なので、できるだけ安く仕上げること
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だ、と話があろうかと思います。 

 よい建物と、合築と、維持管理、教育問題、

それぞれどう考えますでしょうか、お聞かせく

ださい。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 まず初めに、御質問議員から御紹介いただき

ました、教育の専門家と言われる早稲田大学の

先生を初め、高知大学の先生方が、どのような

趣旨、目的で、そのような御発言をされたのか

というのは、私自身理解できておりませんので、

若干、御質問とずれる部分があるかもしれませ

んけれども。 

 施設管理について申し上げますと、今回のＰ

ＦＩ手法の導入によりまして、長期間にわたっ

て建設時の状態で維持管理ができる、そういう

ことになれば、その期間は、３０年の間はそう

ですけれども、３０年後においても、非常に望

ましい、良好な教育環境の中で、子供たちが教

育を受けることができるというふうに考えてお

ります。 

 また、一体型の校舎にすることによりまして、

現在、宿毛市の教育委員会が推進をいたしてお

ります小中一貫教育を実施するに当たりまして、

非常に有効であるというふうに考えております。 

 しかしながら、良好な施設管理や、あるいは

一体型の校舎だけで、児童生徒の教育内容が全

て充実するものではないというふうにも考えて

おります。 

 基礎学力の定着、あるいは不登校やいじめの

問題の解決、人権教育や特別支援教育の充実、

教職員の資質、指導力の向上など、ソフト面の

充実を図ることによって、さらによりよい教育

環境を提供できるものというふうに考えている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） ９番にまいります。 

 審査委員会７人の方が優先交渉権者を決める

評価点を持っていて、４３億のＰＦＩ事業の代

表者を決める７人でございます。メンバーは、

５人が職員、２人が小中学校の校長先生です。 

 民間業者の選定に当たって、公平、透明性が

要るのは常識の範囲であります。庁内委員が入

ってはよくないとしなかったのは、問題があり

ます。客観的に審査をする観点から、多方面か

らの専門分野から選出、ＰＦＩに精通した実務

経験者、学校建築に精通した実務経験者、近隣

地からの選出、女性の登用、といった観点の重

視は考えられなかったのでしょうか。 

 先生お二人は、女性がお一人入られておりま

す。公平、透明性を市民から問われたら、説明

できますか。お答えください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 庁内の委員が入っては、透明性、公平性を保

てないというのは、非常に遺憾な発言でござい

ます。公務員だからこそ、逆に守秘義務も課せ

られておりますし、一般の方よりも、そこのあ

たりはしっかりと対応していただけるものだと

いうふうに、市長としては考えているところで

ございます。 

 今回、選定委員７名とは別に、専門的知識を

有した学識経験者４名に依頼をいたしまして、

企画提案書の審査をしていただいております。 

 選定過程や審査基準につきましても、事前に

ホームページ等で公表をしておりまして、その

内容を承知の上で事業者は応募してきておりま

すので、公平・透明性は当然担保されていると

いうふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 
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○１番（川田栄子君） 大きな３番にまいりま

す。 

 職員の酒気帯び運転の報告がありました。自

損事故で、御本人は依願退職されていますが、

社会問題であります。 

 それぞれ御見解をお聞かせください。 

 高知県は飲酒運転は後を絶ちません。飲酒運

転は、その地域の恥と言われる方もおられます。

それは殺人行為にもつながることで、多くの方

を不幸にする行為であります。絶対してはいけ

ない飲酒運転を、徹底されてないトップの管理

責任はどうなさいますか、お聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 議員御指摘のように、去る２月１６日、学校

教育課の臨時職員が、飲酒による自損事故を起

こし、市民の皆様の行政に対する信頼を裏切る

こととなりましたことは、大変深刻に受けとめ

ているところでございます。 

 平素より、教育公務員として、法令遵守や服

務規律の徹底について、機会あるごとに指導し

てまいりましたが、このたび、このような事態

となり、これまで本市の教育行政に信頼をお寄

せいただいております市民の皆様、並びに保護

者の皆様に対し、心よりおわびを申し上げます。 

 今後、このようなことがないよう、職員の管

理監督に努め、交通法規の遵守を徹底するなど、

学校現場も含めまして、職員一丸となって、一

日も早く市民の皆様の信頼を回復することがで

きるよう、努力をしてまいります。 

 管理責任につきまして御質問いただきました

けれども、今回の臨時職員は、教育委員会が雇

用した職員でございまして、任命権は教育委員

会にございますので、懲戒審査委員会等の意見

も踏まえる中で、判断をしてまいりたいという

ふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 私のほうからも、お答

えをさせていただきたいと思います。 

 先ほど、教育長からお答えしましたように、

本職員の基本的な服務監督責任は、教育委員会

にあるものでございますが、私たち公務員は、

日ごろから市民に率先して、交通安全そして交

通法規の遵守に努めるべき立場にありまして、

特に飲酒運転の根絶は、市をあげての取り組み

でもあります。 

 臨時職員とはいえ、このような不祥事を起こ

し、市民の皆様の信頼を損なうこととなりまし

たことは、まことに遺憾であり、心よりおわび

を申し上げます。 

 私としても、今回の事態を受けて、去る３月

８日の庁議におきまして、全幹部職員により情

報共有を行い、交通法規の遵守並びに綱紀の保

持について、改めて注意喚起を徹底したところ

でございます。 

 また、各職場におきましては、所属長より直

接、注意喚起を行うとともに、庁内メールを通

じても、全職員へ重ねて周知徹底をしたところ

でございます。 

 今後再びこのような事態を招くことのないよ

う、職員への法令遵守の徹底を実行していくと

ともに、市民の信頼回復に向けて、努力をして

まいりたい、そのように考えているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） これで、川田栄子の一

般質問を終わります。 

○議長（岡﨑利久君） これにて、一般質問を

終結いたします。 

 日程第２、議案第３０号「訂正の件」を議題

といたします。 



 

－ 97 － 

 議案第３０号について、市長から一部訂正し

たい旨の申し出があります。 

 この際、訂正理由の説明を求めます。 

 市長。 

○市長（中平富宏君） 今議会に上程されてお

ります議案につきまして、内容の訂正をお願い

をいたします。 

 訂正をお願いする議案は、３７ページ、議案

第３０号の、宿毛市再生可能エネルギー発電設

備の適正な設置及び管理に関する条例の附則に

ついてでございます。 

 お手元にお配りしております正誤表にありま

すように、附則の内容を条立てとし、第２条に

経過措置の内容を追加しようとするものでござ

います。 

 大変御迷惑をおかけしましたが、よろしくお

願いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） これにて、訂正理由の

説明を終わりました。 

 お諮りいたします。 

 議案第３０号の一部訂正については、申し出

のとおり、これを承認することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議案第３０号の一部訂正については、

これを承認することに決しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午後 ２時４４分 散会 
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平成３１年 

第１回宿毛市議会定例会会議録第５号 

 

１ 議事日程 

     第１０日（平成３１年３月１４日 木曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 議案第１号から議案第４１号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 議案第１号から議案第４１号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１４名） 

   １番 川 田 栄 子 君     ２番 川 村 三千代 君 

   ３番 原 田 秀 明 君     ４番 山 岡   力 君 

   ５番 山 本   英 君     ６番 髙 倉 真 弓 君 

   ７番 山 上 庄 一 君     ８番 山 戸   寛 君 

   ９番 岡 﨑 利 久 君    １０番 野々下 昌 文 君 

  １１番 松 浦 英 夫 君    １２番 寺 田 公 一 君 

  １３番 宮 本 有 二 君    １４番 濵 田 陸 紀 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

   な  し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        朝比奈 淳 司 君 

   次長兼庶務係長 

   兼 調 査 係 長 
奈 良 和 美 君 

   議 事 係 長        宮 本 誉 子 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  中 平 富 宏 君 

   副 市 長 兼 

   税務課長事務取扱 
岩 本 昌 彦 君 

   企 画 課 長  黒 田   厚 君 

   総 務 課 長  河 原 敏 郎 君 

   危機管理課長  岩 本 敬 二 君 

   市 民 課 長  山 岡 敏 樹 君 

   税務課長補佐  田 村 泰 生 君 
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   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
佐 藤 恵 介 君 

   健康推進課長  和 田 克 哉 君 

   長寿政策課長  桑 原   一 君 

   環 境 課 長  岡 本   武 君 

   人権推進課長  沢 田 美 保 君 

   産業振興課長  谷 本 和 哉 君 

   商工観光課長  上 村 秀 生 君 

   土 木 課 長  中 町 真 二 君 

   都市建設課長  小 島 裕 史 君 

   福祉事務所長  河 原 志加子 君 

   水 道 課 長  川 島 義 之 君 

   教 育 長  出 口 君 男 君 

   教 育 次 長 兼 

   学校教育課長 
中 山 佳 久 君 

   生涯学習課長 

   兼宿毛 文教       

   センター所長 

楠 目 健 一 君 

   学 校 給 食 

   センター所長 
山 戸 達 朗 君 

   農 業 委 員 会 

   事 務 局 長 
岩 田 明 仁 君 

   選挙管理委員会 

   事 務 局 長 
児 島 厚 臣 君 

   総 務 課 主 監  上 野 浩由紀 君 

 



 

－ 101 － 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時０１分 開議 

○議長（岡﨑利久君） これより本日の会議を

開きます。 

 日程第１「議案第１号から議案第４１号ま

で」の４１議案を一括議題といたします。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑の通告がありますので、順次、発言を許

します。 

 ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 皆様、おはようござい

ます。３番、原田でございます。質疑をさせて

いただきます。 

 まず初めに、議案第１５号、平成３１年度宿

毛市一般会計予算。５款農林水産業費、１項農

業費、３目農業振興費、新規事業等調査表、２

５ページにございます、農業公社関連事業、４，

９６０万円について、事業の詳しい説明を求め

ます。 

 続きまして、議案第３０号、宿毛市再生可能

エネルギー発電施設の適正な設置及び管理に関

する条例の制定についてでございます。 

 こちらは、条例の制定の経緯から、条例の内

容を詳しく御説明ください。よろしくお願いし

ます。 

○議長（岡﨑利久君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（谷本和哉君） 産業振興課長、

原田議員の質疑にお答えします。 

 新規事業調査表２５ページの農業公社関連事

業４，９６０万円の事業内容について、御説明

させていただきます。 

 まず、新規就農生研修受入組織運営補助金９

００万円につきましては、平成３１年度宿毛市

一般会計予算の１００ページに計上させていた

だいております。 

 この補助金は、本市の基幹産業である農業の

振興と、農業後継者の育成確保を図るため、市

と農協が共同で農業研修生を受け入れるための

組織を新たに設立しようとするもので、設立初

年度の運営を支援するための補助金となります。 

 組織の名称は、一般社団法人スタートアグリ

カルチャーすくもとし、事務局長１名、事務員

１名の２名を職員として、新規雇用する予定と

しております。 

 次の、新規就農研修推進事業費補助金１２０

万円につきましては、同じく当初予算の１００

ページ、宿毛市新規就農研修推進事業費補助金

１，３４４万円の中に含まれております。 

 この補助金は、国や県の研修制度に基づき、

農業研修を受ける研修生に対して、研修手当の

上乗せとして補助金を交付するもので、公社研

修生分として月額２万５，０００円の１２カ月

分、研修生を４名想定しておりまして、合計で

１２０万円を見込んでおります。 

 この補助金につきましては、宿毛市が直接、

研修生に支払う形となります。 

 園芸用ハウス整備事業費補助金３，２６０万

円につきましては、予算書の９９ページ、宿毛

市園芸用ハウス整備事業費補助金、３，３３５

万円の中に含めて予算計上しているものです。 

 研修用のビニールハウスを整備するための補

助金として、今回の設立法人に交付しようとす

るものです。 

 事業内容としましては、イチゴ用のビニール

ハウスを２棟、ハウス用の燃料タンクを２基設

置するもので、設置場所は二ノ宮地区を予定し

ております。 

 ビニールハウスについては、１棟当たり１，

５００万円、燃料タンクにつきましては、１基

当たり１３０万円の事業費を見込んでおります。 

 次に、複合経営拠点支援事業費補助金３８０

万円につきましては、予算書の１００ページに

計上しております。 

 この補助金は、今回、設立するスタートアグ
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リカルチャーすくもの事業計画が、高知県中山

間農業複合経営拠点支援事業の補助目的に合致

することから、この補助金を活用して、財務シ

ステムやイチゴを一時保管するための予冷庫な

どを新規に導入しようとするものです。 

 次世代ハウス農業クラスター促進事業３００

万円につきましても、今回の設立組織と、その

事業内容が、高知県が進める農業クラスターの

形成促進に資する取り組みとして認められるこ

とから、事務局長と事務員の２名の新規雇用奨

励金として２００万円、経理等に関係する事務

を、税理士等に業務委託する際の経費に対する

予算として、１００万円を補助金としてスター

トアグリカルチャーすくもに交付しようとする

ものです。 

 なお、ハウス整備などの施設整備関連事業に

つきましては、初年度のみを想定しておりまし

て、２年目以降しばらくは、ハード整備は実施

しない計画であることから、市からの補助金は、

２年目以降は大幅に減少する見込みとなってお

ります。 

○議長（岡﨑利久君） 環境課長。 

○環境課長（岡本 武君） おはようございま

す。環境課長、原田議員の質疑にお答えいたし

ます。 

 議案第３０号、宿毛市再生可能エネルギー発

電設備の適正な設置及び管理に関する条例の制

定について、これまでの経緯及び条例の内容に

ついて、お答えをいたします。 

 まず、本条例議案の経緯についてでございま

す。 

 近年、市内各地に出力５０キロワット未満の、

売電を目的といたします太陽光発電施設が多々

設置されるようになりましたが、本市に届け出

の義務がないため、現状の把握ができず、設置

された地域では、近くで突然工事が始まったり、

設置後の対応への不安などをお聞きする中で、

昨年９月議会におきましても、一般質問や、御

提案もいただき、対応を模索してまいりました。 

 一方、本条例の内容につきましては、目的と

いたしまして、市内における再生可能エネルギ

ー発電設備の設置及び管理に関し、災害の防止、

生活環境の保全、及び自然環境の保護等に配慮

した、適正な方法によるものとするために、必

要な事項を定めることにより、地域社会との調

和を図ることといたしております。 

 概要といたしましては、出力１０キロワット

以上の再生可能エネルギー発電設備を設置しよ

うとする事業者に対しまして、規則で定めると

ころにより、本市に届け出を義務づけ、必要な

措置を講じることといたしたいものでございま

す。 

 なお、施行に関しまして、必要な事項として、

事業概要や地域住民等への説明等、本市への届

出内容など、別途、検討の上、規則を定めたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 御説明ありがとうござ

いました。 

 それぞれ、一つずつ再質疑をさせていただき

ます。 

 農業公社のほうですが、こちらの４名の職員

の採用の条件について、日本人、外国人という

縛りがあるのかということと、最初のところに、

移住施策という括弧がついていまして、例えば

市外の方に限るとか、市内外問わずとか、その

ような縛りがあるのかどうかを、ひとつお聞か

せください。 

 それで、条例のほうにつきましては、この条

例が設置及び管理、「管理」となっております

が、県の最後の条例にかからない、本当に生活

に密着した部分の最後の条例の設置ということ

だと、僕は認識しておりまして、設置のときの
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条件はよくても、設置した後に問題が多々起こ

るのではないかという懸念もありまして、この

管理についての条項が、もう少し管理のほうの

条項も入れてもいいのではないかという感想を、

今、持っておりまして、この点につきまして、

御説明お願いします。 

○議長（岡﨑利久君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（谷本和哉君） 原田議員の再

質疑にお答えします。 

 研修生の資格について、それから外国人が研

修の対象になるかというふうな内容だったと思

いますけれども、まず、県と国の補助要綱に基

づいて行う研修制度でございまして、厳密な取

り決めというのは、スタートアグリカルチャー

すくもの段階では定めてはおりませんが、国と

県の制度に基づいて実施するので、例えばで言

いますと、農業を既に従事している方が、新た

に研修生として、その補助制度を活用するとい

うことはだめですので、基本的には、今回、ス

タートアグリカルチャーすくもで研修を受ける

研修生は、農業未経験者が基本になるという形

になります。 

 それから、外国人については、国や県の補助

制度で、補助対象外というか、想定をもともと

していないというふうな規定になっております

ので、今回の組織では、受け入れは基本的には

しない方向で考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） 環境課長。 

○環境課長（岡本 武君） 環境課長、原田議

員の再質疑にお答えいたします。 

 特定発電設備設置後における問題の管理に係

る御質問だったと思います。 

 議員御指摘のように、当条例、宿毛市再生可

能エネルギー発電設備の適正な設置及び管理に

関する条例とさせていただいておりまして、再

生可能エネルギー発電設備の設置及び管理に関

し、災害の防止、生活環境の保全、及び自然環

境の保護等に配慮した、適正な方法によるもの

といたしますために、必要な事項を定めること

により、地域社会との調和を図ることを目的と

してございます。 

 目的の達成に必要がある場合、議員が御心配

されますように、設置後に起こる問題につきま

しても、必要な措置を講じるよう、指導等を行

ってまいりたい、このように考えてございます。 

 なお、条例上の事業者におきましては、発電

設備を設置するもの、及び設置した発電設備を

用いて発電するものも含めておりまして、仮に

事業者に変更があった場合も、本市に届け出を

行っていただきまして、事業者の把握をさせて

いただいた上で、同様に対応してまいりたい、

このように考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 御説明ありがとうござ

いました。 

 以上で質疑を終了させていただきます。 

○議長（岡﨑利久君） ２番川村三千代君。 

○２番（川村三千代君） おはようございます。

２番、川村三千代、これから質疑を行います。 

 私は、今回、２つの項目について質問をいた

しますので、担当課の御説明をよろしくお願い

をいたします。 

 ２つの項目とも、議案第１５号別冊、平成３

１年度宿毛市一般会計予算、こちらのほうから

でございます。 

 まず、初めに、１０９ページをお開きくださ

い。 

 ６款商工費、１項商工費、５目観光費、１５

節工事請負費、横瀬川ダムクライミング施設整

備工事費、こちらのほうを、内容、そして目的

をよろしくお願いをいたします。 

 そして、続きまして、１２０ページをお開き
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ください。 

 ８款消防費、１項消防費、２目非常備消防費、

１８節備品購入費、備品購入費の２，６５０万

円について、こちらも内容と目的、御説明をお

願いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（上村秀生君） 商工観光課長、

２番、川村議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１５号別冊、平成３１年度宿毛市一般

会計予算、１０９ページ、６款商工費、１項商

工費、５目観光費、１５節工事請負費、横瀬川

ダムクライミング施設整備工事費３０５万円に

ついて、御説明いたします。 

 本事業は、市長より行政方針の中でも少し申

し上げさせていただきましたが、ダムや橋梁な

どを観光するインフラツーリズムが注目されて

いる中、県の自然体験キャンペーンの補助金を

活用し、現在、建設中の横瀬川ダムに日本初と

なるダム壁面を活用したボルタリング施設を整

備し、本市の体験型観光の振興を図ろうとする

ものでございます。 

 ボルタリングは、東京オリンピック競技にも

採用され、今後ますます注目されるスポーツで

あります。 

 このボルタリングを通して、日本初、ここで

しか体験できないという新たな魅力を発信し、

本市を強力にＰＲしてまいりたい、そのように

考えております。 

 整備内容でございますが、ダム壁面の全体の

高さは、約７２メートルございます。設置場所

は、そのダム壁面外側の左端の付近になるんで

すけれども、そこに地上から約６３メートルの

高さのところに、上り下りのためのスペースを

確保できるのですけれども、そこからダム頂上

まで、全長８メートルのコースを並列して２コ

ース整備する予定でございます。 

 また、クライミングの安全装置として、オー

トビレイ、これは自動制動機ですけれども、そ

れを２基整備いたします。 

 オートビレイとは、頂上部に設置して、そこ

から伸びるランヤードと呼ばれる命綱をクライ

マー自身に取りつけて、のぼっていくときは、

オートビレイ本体にそのランヤードが自動で巻

き取られます。クライミング中に落下したとき

や、上からおりる際には、自動でブレーキがか

かり、ゆっくりと地上まで自動落下できる、そ

ういう装置でございます。 

 なお、このオートビレイ装置のための上部の

支点、その他の一部の費用につきましては、国

土交通省が整備する予定となっております。 

 時期につきましてですが、整備は国土交通省

と協議しながらというふうになりますけれども、

本年秋以降の整備となる予定でございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） 総務課主監。 

○総務課主監（上野浩由紀君） 総務課主監、

２番、川村議員の質疑にお答えします。 

 議案第１５号別冊、平成３１年度宿毛市一般

会計予算、１２０ページ、第８款消防費、第１

項消防費、第２目非常備消防費、第１８節備品

購入費２，６５０万円の内容及び目的について、

お答えします。 

 ２，６５０万円の内訳につきましては、平成

７年に購入しました片島分団片島部のポンプ自

動車１台が、購入から２３年を経過して、経年

劣化していますので、２，６００万円で更新購

入しようとするものです。 

 新型に更新することで、さらなる消防力の強

化につなげてまいりたいと思います。 

 残り５０万円につきましては、山火事などで

消火作業に使用する背負い式山火事用消化資機

材で１５台を購入し、各分団に配備するもので

す。 

 この分ですが、経年劣化して更新配備しよう
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とするものです。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ２番川村三千代君。 

○２番（川村三千代君） 再質問をさせていた

だきます。 

 まず、横瀬川ダムのクライミング施設の件に

ついてなんですが、私はこの横瀬川ダムにつき

ましては、お隣の四万十市の中平市長や、本市

の中平市長とともに、国土交通省にも何度も要

望活動に同行させていただきましたし、完成を

心待ちにし、またその後にも大変期待をしてい

るのですが、今、ダムというもの、治水や利水

の意味ももちろんですけれども、観光資源の一

つとしても注目されておりまして、こういった

施設が完成することは、大変喜ばしいことだと

思っておりますが、この施設、どういうような

形で一般の方々に利活用していただけるように

考えているのか。例えば、利用料金が要るのか、

予約が必要なのか、そういったことを、またお

知らせをいただきたいと思います。 

 そしてまた、こういう施設ができました際に、

保守点検ですとか、ランニングコストの面も、

いろいろと課題になってくると思いますが、そ

の点はどのようにお考えなのか、そちらもお示

しください。 

 そしてまた、消防の件ですけれども、今度、

新しいポンプ車が導入された後の、現在使用さ

れている、旧車両になりますけれども、こちら

の旧車両のほうは、取り扱い、どのようになる

んでしょうか、よろしくお願いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（上村秀生君） 商工観光課長、

２番、川村議員の再質疑にお答えいたします。 

 利活用方法、ランニングコストということで

ございますが、利活用方法等については、当初

の運用といたしましては、イベントの実施や、

体験ツアーなど、あらかじめ実施日を設定した

形や、事前予約をいただくような形で、運用し

ていきたいというふうに考えております。 

 こうしたイベントやツアーを実施していく中

で、安全性の確保、利便性などの検証を行って

いき、国土交通省などの関係機関と連携を図り

ながら、徐々に運用の幅を広げていきたいと考

えております。 

 利用料金等の設定につきましては、ケースに

応じて、今後、詳細を検討してまいりたいとい

うふうに考えております。 

 次に、ランニングコストについてでございま

すが、メンテナンス費用として、安全確保のた

めに必要でありますホールドや、オートビレイ

装置の点検費、経年劣化によるホールドの交換

や、修繕費等、年間およそ４５万円程度を見込

んでおります。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） 総務課主監。 

○総務課主監（上野浩由紀君） 総務課主監、

２番、川村議員の再質疑にお答えします。 

 更新後の旧車両につきましては、廃車にして

おります。オークション等への出品などもある

ようですが、先ほどお答えしましたとおり、購

入から２３年経過しておりますので、今のとこ

ろ考えておりません。 

 今後は検討してまいりたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） ２番川村三千代君。 

○２番（川村三千代君） どうも、両課長、あ

りがとうございました。 

 御検討よろしくお願いいたします。 

 これで私の質疑、終わります。 

○議長（岡﨑利久君） ７番山上庄一君。 

○７番（山上庄一君） ７番、山上でございま

す。質疑をさせていただきます。 

 内容につきましては、先ほどから２人の方が

質問されております、議案第１５号別冊、平成

３１年度宿毛市一般会計予算について、４項目
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でございます。 

 まず、初めは、５８ページになりますが、第

２款総務費、第１項総務管理費、１５目防災対

策費、１９節負担金補助及び交付金、宿毛市住

宅耐震改修促進費補助、２，２６０万円につい

てでございます。 

 その内容など、内訳についての説明をお伺い

します。 

 続きまして、１０８ページになります。 

 第６款商工費、第１項商工費、５目観光費、

１３節委託料、大島桜公園内道路整備測量設計

業務委託料２９３万８，０００円についてでご

ざいます。 

 これは、新規事業調査表にも掲載されており

ますけれども、この業務委託における設計の内

容について、お示しいただけますでしょうか。 

 続きまして、１１７ページになりますが、第

７款土木費、第５項住宅費、１目住宅管理費、

１３節市営改良住宅設計業務委託料、９０１万

円についてでありますが、どこの改良住宅なの

か、また構造や規模など、どのようなものを想

定されているのか、説明をお願いいたします。 

 最後の項目になりますが、次のページ、１１

８ページになります。 

 第７款土木費、第６項砂防費、１目住家防災

対策費、１５節工事請負費、１，４００万円で

すが、どこでどのような工事を、何カ所行うの

かを、説明をいただきます。 

 お願いします。 

○議長（岡﨑利久君） 危機管理課長。 

○危機管理課長（岩本敬二君） 危機管理課長、

７番、山上議員の質疑にお答えします。 

 議案第１５号別冊、平成３１年度宿毛市一般

会計予算、５８ページ。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、１５目防

災対策費、１９節負担金補助及び交付金の、宿

毛市住宅耐震改修促進費補助金、２，２６０万

円の内訳について、御説明させていただきます。 

 本予算につきましては、住宅の耐震設計改修

の対策を行う方に対しまして、その費用の一部

を補助するものでございまして、耐震設計分と

して、１件当たり、上限を２０万５，０００円

の２０件分で４１０万円、改修工事費としまし

て、１件当たり、上限９２万５，０００円の２

０件分で、１，８５０万円の、合計２，２６０

万円を補助金総額として計上させていただいて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（上村秀生君） 商工観光課長、

７番、山上議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１５号別冊、平成３１年度宿毛市一般

会計予算、１０８ページ。 

 第６款商工費、第１項商工費、５目観光費、

１３節委託料、大島桜公園内道路整備測量設計

業務委託料２９３万８，０００円についてでご

ざいます。 

 本事業につきましては、大島桜公園内を通り

抜けできるサイクリングロードを整備するため

の設計業務委託料となっております。 

 現在、桜公園内は、徒歩での通り抜けはでき

ますけれども、ことし２月から開催されました

リョーマの休日～自然＆体験キャンペーン～に

あわせて、サイクリングコースの一つに大島桜

公園が加わり、自転車での通り抜けができるよ

う、整備したいというふうに考えております。 

 具体的には、宿毛リゾート椰子の湯、これの

駐車場の入口付近から、延長１００メートル程

度で既存の道へ接続できるものと考えておりま

して、幅員については、３メートルから５メー

トル程度を想定しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（小島裕史君） 都市建設課長、
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山上議員の質疑にお答えします。 

 議案第１５号別冊、平成３１年度宿毛市一般

会計予算、１１７ページ。 

 第７款土木費、第５項住宅費、１目住宅管理

費、１３節委託料、市営改良住宅設計業務委託

料、９０１万円の委託場所と、建築構造、それ

から建築規模について、お答えいたします。 

 場所は、平成２９年度から建てかえに着手し

た山奈町山田の手代岡改良住宅団地で、委託の

内容は、平成３１年度に建築する２階建て住宅

２棟、平家建て住宅１棟の計３棟分の施工監理

委託と、翌年度に建築予定の２階建て１棟分の

実施設計となり、構造は全て木造となります。 

 施工監理する建物規模は、戸当たり７４平方

メートル、４ＤＫが４戸入る住宅が１棟、戸当

たり６４平方メートル、３ＤＫが２戸入る住宅

が１棟、戸当たり７３平方メートル、４ＤＫが

２戸入る住宅１棟となり、実施設計を行う１棟

は、７３平方メートル、４ＤＫが２戸入る住宅

となります。 

○議長（岡﨑利久君） 土木課長。 

○土木課長（中町真二君） 土木課長、７番、

山上議員の質疑にお答えします。 

 議案第１５号別冊、平成３１年度宿毛市一般

会計予算、１１８ページ。 

 第７款土木費、第６項砂防費、１目住家防災

対策費、１５節工事請負費、がけ崩れ住家防災

対策工事費１，４００万円の工事件数と場所に

ついての御質問でございます。 

 がけ崩れ住家防災対策工事につきましては、

住家裏のがけ崩れが発生した箇所、がけ崩れの

前兆現象が発生した箇所、またはがけ崩れの発

生が予想される箇所について、県の補助事業で

ある高知県がけ崩れ住家防災対策事業を利用し

て、山どめ工などを施工し、住家保全を行う事

業であります。 

 個人から住家防災対策工事の要望があった箇

所については、土木課においてリスト化してお

り、要望リストの中から被害規模や緊急性など

により、優先度を加味した上で、数件程度の事

業実施を予定しております。 

 予算としましては、例年と同額程度の１，４

００万円を計上させていただいております。 

 現段階では、まだ工事件数と場所については、

決定しておりません。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ７番山上庄一君。 

○７番（山上庄一君） どうも、説明ありがと

うございました。 

 再質疑はいたしませんけれども、委員会でま

た詳しい話をお伺いするかもしれませんので、

よろしくお願いいたします。 

 大島桜公園内の道路につきましては、一日も

早い完成をさせていただいて、宿毛市の観光振

興にも貢献できるようにしていただければと願

っております。 

 以上で質疑を終わります。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） おはようございます。

ただいまから質疑をさせていただきます。 

 私が質疑をいたしますのは、大きくいうと、

議案第１５号別冊、平成３１年度宿毛市一般会

計予算と、議案第３９号、宿毛市消防団員非常

勤の報酬及び費用弁償の支給条例の一部を改正

する条例についての２件になります。 

 予算については、一問一答でいきたいと思い

ますので、よろしくお願いをいたします。 

 まず、議案第１５号別冊、５１ページ。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、７目企画

広報費、１９節負担金補助及び交付金、地域お

こし協力隊起業支援補助金というのが出ていま

す。新規事業調査表のところにも出ているので

すが、この内容の御説明をお願いしたいと思い

ます。 
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○議長（岡﨑利久君） 企画課長。 

○企画課長（黒田 厚君） 企画課長、１２番、

寺田議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１５号別冊、平成３１年度宿毛市一般

会計予算、５１ページ。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、７目企画

広報費、１９節負担金補助及び交付金、地域お

こし協力隊起業支援補助金１００万円について

の質疑にお答えいたします。 

 本事業につきましては、国の地域おこし協力

隊推進要綱に基づき、地域おこし協力隊が任期

終了時に、活動地と同一市町村で起業する場合

に、その起業に要する経費に対しまして、支援

を行うものとなっておりまして、その経費につ

きましては、１００万円を上限として、特別交

付税措置が講じられることとなっております。 

 現在、企画課に配置しておりますメディア担

当の地域おこし協力隊が、今月末をもちまして

３年間の任期が満了となりますが、本隊員につ

きましては、任期終了後も、引き続き本市に定

住するために、平成３１年度に起業する予定と

しておりまして、本事業につきましては、その

隊員の起業に要する経費への補助というふうに

なっております。 

 今後におきましても、さまざまな制度を活用

しながら、任期終了後の地域おこし協力隊の定

住、定着に向けて取り組んでまいりたいという

ふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） １点、再質疑をさせ

ていただきたいんですが。 

 この新規事業調査表のほうには、今年度単年

度での予算化ということで、来年度以降の事業

予算を計画しておりませんが、これは先ほど、

課長の答弁の中に、これから先も、必要があれ

ば予算化をしていくということですので、そう

いう地域おこし３年の任期が終わって、地元に

定住しようとする方がおれば、その都度、予算

化するということでいいのか。また、市として、

単独で、先ほど、特別交付税措置ということで、

答弁がありましたが、市としては、補助する予

定はないのかについて、答弁をお願いしたいと

思います。 

○議長（岡﨑利久君） 企画課長。 

○企画課長（黒田 厚君） 企画課長、１２番、

寺田議員の再質疑にお答えいたします。 

 この制度につきましては、国のほうの推進要

綱におきまして、任期終了後の１年以内に起業

するという部分が、制度に該当するということ

になっております。 

 地域おこし協力隊の活動、また起業等につき

ましては、それぞれその隊員に合わせて、支援

について、検討してまいりたいというふうに考

えております。 

 市単独の補助につきましては、なるべくこう

いった制度を活用して、まず国等の制度を活用

するということを考えてまいりたいというふう

に考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） わかりました。 

 ただ１点、言っておきたいと。答弁は要りま

せんが、言っておきたいと思いますのは、今、

地域おこし協力隊で、自伐林家を目指して、活

動している方が、ことしも１名ふえるというふ

うにも聞いております。 

 そういう方については、なかなか３年で林業

を熟知できるという事業ではありませんので、

市有林等の伐採であるとか、作業をできる体制

づくりについて、市としても、バックアップを

してあげたらなというふうに考えておりますの

で、その金銭的な部分だけではなくて、支援を

できるような体制を考えておいていただきたい
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というふうに思います。 

 次の質疑に移ります。 

 ５８ページ、第２款総務費、第１項総務管理

費、１５目防災対策費、１５節工事請負費の西

地区防災センター建設工事費ということで出て

おりますが、この内容についてお示しを願いた

いというふうに思います。 

○議長（岡﨑利久君） 危機管理課長。 

○危機管理課長（岩本敬二君） 危機管理課長、

１２番、寺田議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１５号別冊、平成３１年度宿毛市一般

会計予算、５８ページ。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、１５目防

災対策費、１５節工事請負費の西地区防災セン

ター建設工事費５，０６３万３，０００円の予

算について、御説明させていただきます。 

 本予算につきましては、南海トラフ地震発生

時に、孤立が想定されております西地区の防災

拠点として、西町５丁目の高台にあります西町

公園内に、防災拠点施設を建設するための工事

請負費でございます。 

 今年度におきまして、施設の実施設計が完了

しておりまして、概要につきましては、建築面

積が２０３平方メートル、木造平家建てであり

まして、災害時にも活用できる浄化槽機能や、

炊き出しスペース、自家発電機能や飲料水、食

料、資機材などの備蓄スペースを整備するとと

もに、約５０名程度を収容できる避難スペース

など、発災時に西地区の拠点となる施設整備を

行うこととしております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） ５０名程度というこ

とで、西町地区の住民、結構な人数がいると思

うんですが、それくらいの面積で対応できるの

かについて、非常に疑問ですが、そこの部分が

わかれば、答弁をお願いしたいというふうに思

います。 

○議長（岡﨑利久君） 危機管理課長。 

○危機管理課長（岩本敬二君） 危機管理課長、

寺田議員の再質疑にお答えいたします。 

 もっと必要じゃないかと、大きな施設が必要

じゃないかという質問だったと思います。 

 西地区の想定される全ての避難者を収容でき

る避難所を整備できれば、理想ではあります。 

 そうなると、なかなか学校の体育館規模の施

設を幾つも必要となるということがありますの

で、今回の整備につきましては、要配慮者等を

一定、収容できるスペースや、備蓄スペースな

どの必要な機能を整備することで、拠点機能を

持たすことによりまして、１．５次的な避難所、

２次避難所へ行くまでの避難ということで活用

することを想定しておりますので、今回はそう

いう施設の建設を予定しております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） そうですよね。なか

なか全員が入れる施設というと、膨大な施設に

なると思いますので、１．５次的ということで、

わかりました。 

 次の質疑に移ります。 

 同じページになりますが、同じ項目でもあり

ます。 

 避難所運営マニュアル策定施設整備工事費と

いうことで、１，９００万余りの予算が計上さ

れております。この予算、内容、どこのところ

を工事するのかについて、御説明を願いたいと

いうふうに思います。 

○議長（岡﨑利久君） 危機管理課長。 

○危機管理課長（岩本敬二君） 危機管理課長、

寺田議員の質疑にお答えいたします。 

 同じく、５８ページ。１５節の避難所運営マ

ニュアル策定施設整備工事費１，９５０万円の

事業概要について、御説明させていただきます。 
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 現在、宿毛市におきましては、南海トラフ地

震を想定した避難所として、市内で２８カ所の

施設を指定しております。 

 それぞれの施設につきまして、避難所運営マ

ニュアルを策定いたしまして、被災時に効率的

な避難所運営を実施することができるように、

今、備えているところでございます。 

 その中で、県の３分の２の補助金を活用いた

しまして、それぞれの施設について、一定の施

設改修や、資機材の整備を実施しておりまして、

今年度末までに１５カ所分についての整備が完

了する見込みとなっております。 

 御質問の工事費１，９５０万円につきまして

は、残る１３施設につきまして、引き続き、避

難所改修を実施するものであります。 

 具体的な工事内容としましては、資機材を保

管する備蓄倉庫の設置、施設のかぎ所有者が参

集できない場合を想定いたしまして、一定の地

震を感知したときに、自動的に開錠する防災か

ぎボックスの設置。停電時に発電機から電力供

給できるようにするための電源切りかえ工事の

実施を基本としまして、それぞれの施設におい

て、必要な手すりやスロープ等、設置を実施し

たいと考えております。 

 なお、避難所運営マニュアル策定施設におけ

る事業としては、質疑のあった工事請負費のほ

かに、１１節の需用費及び１８節の備品購入費

におきまして、それぞれの予算を計上させてい

ただいております。 

 簡易トイレや、ヘルメットなどの避難所運営

に必要な資機材についても、あわせて整備して

まいりたい、そのように考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） よくわかりました。 

 次に、同じページ、第２款総務費、第１項総

務管理費、１５目防災対策費の１８節備品購入

費の、災害用エアテント購入費ということで、

予算化をされております。 

 新規事業調査表のほうでも、多少触れていま

すが、この内容についてお示し願いたいと思い

ます。 

○議長（岡﨑利久君） 危機管理課長。 

○危機管理課長（岩本敬二君） 危機管理課長、

１２番、寺田議員の質疑にお答えします。 

 議案第１５号別冊、平成３１年度宿毛市一般

会計予算、５８ページ。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、１５目防

災対策費、１８節備品購入費の災害用エアテン

ト購入費、３９５万３，０００円の事業内容に

ついて、御説明いたします。 

 本予算につきましては、南海トラフ地震発生

後の一時避難場所におきまして、要配慮者等避

難者の待機環境を向上させるため、災害用エア

テント３０平方メートルを２基、配備するもの

であります。 

 このエアテントにつきましては、天幕部分を

含むテント全体が一体構造となっております。

素早い立ち上がりと、コンパクトな収納が可能

となっており、送風機を使用しますと、約１分、

手動ポンプでも、約１０分程度で設営が可能と

なっております。 

 収納につきましても、約１０分で完了できる

ということとなっておりまして、緊急時に少人

数でも対応できるものと考えております。 

 配備予定の避難場所としては、咸陽小学校の

裏山、大島小学校の裏山の２カ所を計画してお

ります。 

 今後も引き続き、要配慮者などの待機環境の

向上のために、小学校付近などを基本としまし

て、配備を検討してまいりたい、そのように考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 
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○１２番（寺田公一君） 少し、再質疑をさせ

ていただきたいと思います。 

 ２基ということで、金額的にいうと、３９０

万余りの金額ということは、１基当たり２００

万円のテントということになるんですかね。 

 非常に高価に思うんですが、３０平米でそれ

くらいの金額かかるのかということと、可能で

あれば、こういうものは、できるだけ、先ほど

課長言いましたが、いろいろな避難所、特に一

時避難所で雨露をしのぐことができないところ

がほとんどだと思うので、保管場所はどこにす

るかは別として、すぐ持っていけるようなとこ

ろに置けるようなものなのか。どれくらいの大

きさのものなのかが、ちょっと想像できないの

ですが。 

 ふだんは、例えば芳奈の総合運動公園等に保

管していて、必要のあるところに持っていくと

か、そういうことができるものであれば、そう

いうふうな取り扱いをすればいいんじゃないか

というふうに思うんですが、その部分、わかっ

ていれば答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 危機管理課長。 

○危機管理課長（岩本敬二君） 危機管理課長、

寺田議員の再質疑にお答えいたします。 

 まず、保管場所につきましては、各避難場所

に配備してあります備蓄倉庫を想定しておりま

す。 

 その大きさにつきまして、カタログでいきま

すと、乗用車のハッチバック車であれば、ハッ

チバック車の荷台の部分だけ、そこに全ておさ

まる形になります。 

 テントといいましても、骨組みがありません

ので、小さく収納できます。 

 それから、テントとセットで配備する予定の

電動送風機についても、通常の車の後ろに乗せ

たりするコンテナありますよね。その部分に全

部、一式おさまる形になっていますので、そう

いう形で一時避難場所の備蓄倉庫に入れたいと

考えております。 

 重さが、今回の３０平米の分で、約９５キロ

グラムとなっておりますので、大人４人であれ

ば動かせるという状況だと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） ありがとうございま

した。 

 それでは、次の質疑に移ります。 

 次は、９４ページの第４款衛生費、第３項清

掃費、１目塵芥処理費、１８節の備品購入費。

金額的には、非常に小さい、１５万９，０００

円という金額なんですが、内容を見ると、屋外

センサーカメラ購入事業費ということになって

います。 

 事業内容、特にどこに設置しようとするのか

というのがわかっていれば、お示しを願いたい

というふうに思います。 

○議長（岡﨑利久君） 環境課長。 

○環境課長（岡本 武君） 環境課長、１２番、

寺田議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１５号別冊、平成３１年度宿毛市一般

会計予算、９４ページ。 

 第４款衛生費、第３項清掃費、１目塵芥処理

費、１８節備品購入費、１５万９，０００円。

内容につきまして、不法投棄対策に係る屋外セ

ンサーカメラ購入事業についてでございます。 

 これまで、長年にわたりまして不法投棄を撲

滅するため、パトロールや看板の設置、それか

ら土地の管理者等々、不法投棄物の撤去を行っ

てまいりましたけれども、残念ながら、人けの

ないところへの不法投棄が後を絶たず、つらい

思いをされている方もおられまして、昨年、宿

毛市不法投棄監視カメラ設置及び運用に関する

要綱を定めまして、比較的安価なカメラを購入

いたしまして、対応をしてまいりました。 
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 しかしながら、不法投棄やポイ捨てが常習化

している場所、地域がございまして、土地の管

理者と協議する中で、監視カメラ及び監視カメ

ラ設置中の看板の設置を行いまして、不法投棄

の抑止、及び不法投棄者への指導を行いたい、

このように考えております。 

 なお、備品購入費の内訳といたしましては、

人感センサー内蔵の防水型の監視カメラ４台を

考えてございます。 

 議員がおっしゃっておりました、どこに設置

したいのかということもおっしゃっていただい

たと思いますが、不法投棄とかポイ捨てが常習

化されている地域もございまして、関係者との

協議する中で、そういったところへの対策に努

めてまいりたい、このように考えております。 

 場所については、今後、十分協議していきま

す。以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） 執行部のほうからも、

抑止力の話も出ていましたが、監視カメラで監

視することが目的ではなくて、捨てないように、

市民に対して啓発もしていくということもやり

ながら、住みやすくて、きれいな宿毛市をつく

っていこうということを、市全体で取り組んで

いく。 

 これは、環境課だけではなくて、市職員全員

が、環境監視員であるというぐらいの意識を持

って、進めていっていただきたいなというふう

に思います。 

 このことについては、再質疑はいたしません。 

 次に、通告のページが間違っていると思って

いますが、１０６ページの第５款農林水産業費、

第３項水産業費、２目水産業振興費、１９節負

担金補助及び交付金なんですが、そこの水産加

工施設等整備事業費補助金ということで、多分、

今回の予算の中でも、相当額、大きい、３億６，

０００万円余りの予算が計上されております。

この内容について、御説明をお願いしたいと思

います。 

○議長（岡﨑利久君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（谷本和哉君） 産業振興課長、

寺田議員の質疑にお答えします。 

 議案第１５号別冊、平成３１年度宿毛市一般

会計予算、１０６ページ。 

 第５款農林水産業費、第３項水産業費、２目

水産業振興費、１９節負担金補助及び交付金、

水産加工施設等整備事業費補助金、３億６，１

７９万９，０００円について、説明いたします。 

 この予算は、株式会社高知道水が、宿毛市坂

ノ下に建設中の、輸出にも対応できる高度な衛

生管理基準を満たす水産加工施設が、３月中に

完成する見込みとなったことから、平成３１年

度に建設費等に対する補助金として、予算計上

するものでございます。 

 この施設は、平成２９年度の水産庁直轄のハ

サップ対応事業の採択を受けておりまして、宿

毛湾のマグロやブリ、マダイの海外輸出にも対

応可能となるよう、超低温冷凍施設なども完備

した施設となっております。 

 平成３１年度予算としましては、加工施設の

工事が完了し、新規雇用者５名以上の条件を満

たす見込みであることから、補助金として３億

６，１７９万９，０００円を予算計上するもの

です。 

 平成３２年度には、新規雇用者１５名以上の

条件をクリアすれば、１億５４４万円を交付し、

平成３４年度末までに、ブリやマダイの海外輸

出額が１０億円以上を達成した場合には、輸出

促進特別加算補助金として１億８２０万円を交

付する予定としております。 

 今回の予算に関しましては、平成３４年度ま

での間で、合計５億７，５４５万５，０００円

の債務負担を承認いただいております。 

 以上でございます。 
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○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） 債務負担を認めてい

る部分でもありますし、一昨日からの一般質問

の中でも、１７名程度の雇用も生まれていると

いうこともお聞きしておりますので、これが発

展して、宿毛市の産業の牽引役に、これまで以

上になっていただければということを期待して

おります。再質疑はいたしません。 

 次に、最期の質疑になりますが、議案第３９

号、宿毛市消防団員（非常勤）の報酬及び費用

弁償支給条例の一部を改正する条例についてで

ありますが、この条例の改正しようとする内容

について、まずお示しを願いたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 総務課主監。 

○総務課主監（上野浩由紀君） 総務課主監、

寺田議員の質疑にお答えします。 

 平成３１年第１回宿毛市議会定例会議案５６

ページ、議案第３９号、宿毛市消防団員の報酬

及び費用弁償支給条例の一部を改正する条例に

ついて、お答えします。 

 この一部改正につきましては、第３条第２項

第１号、緊急・災害出動手当、第２号、点検出

動手当、第３号、出張手当を支給しようとする

ものです。 

 この手当につきましては、地方交付税に算入

されていること、また県内のほとんどの市町村

で、既に支給されている実態があることなど、

消防団から強い要望があり、手当を支給するこ

とについて、条例の一部を改正し、手当を支給

しようとするものです。 

 内訳としましては、緊急・災害出動手当に１

９９万２，０００円を計上しており、火災、風

水害、行方不明者捜索等、１出動に対し、１名

３，０００円として、前年度実績をもとにして

６６４名分を計上しております。 

 点検出動手当につきましては、各部２４部あ

るんですが、月１回、１名１，０００円として

２名分の、５７万６，０００円を計上しており

ます。 

 出張手当につきましては、各種協議会、研修

会等、市内、四万十市、土佐清水市、幡多郡内

の町村及び愛南町で、１日につき２，０００円、

それ以外の地域は、１日につき５，０００円と

し、合計４１万４，０００円を計上しておりま

す。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） 再質疑をいたします。 

 ２００万程度ということですので、５００名

近くいる団員の中で、何か事があって出動すれ

ば、すぐなくなるんじゃないかというふうに思

います。最初からふんだんに予算を組めるとは

思ってはいませんが、不足分が生じたときの対

応について、お聞きをしたいというふうに思い

ます。 

○議長（岡﨑利久君） 総務課主監。 

○総務課主監（上野浩由紀君） 総務課主監、

再質疑にお答えします。 

 寺田議員の指摘のとおり、災害が発生した場

合は、なかなか予想がつきませんので、その都

度、随時、補正予算で対応していきたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） ありがとうございま

した。 

 消防団員が出動する機会は、できるだけない

ほうがいいですので、災害のない、安全なまち

づくりに努めていただきたいというふうに思い

ます。 

 これ以上、質疑はいたしません。 

 済みません、１項抜けておりました。 

 議案第１５号別冊の１１１ページ、第６款商

工費、第１項商工費、８目プレミアム付商品券
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事業費、１９節負担金補助及び交付金というこ

とで、予算化されています。新規事業のほうで

も書かれておりますが、事業内容について、ま

ず御説明を願いたいというふうに思います。 

○議長（岡﨑利久君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（上村秀生君） 商工観光課長、

１２番、寺田議員の質疑にお答えします。 

 議案第１５号別冊、平成３１年度宿毛市一般

会計予算、１１１ページ。 

 第６款商工費、第１項商工費、８目プレミア

ム付商品券事業費、１９節負担金補助及び交付

金の２億２，８５０万円について、まず本事業

につきましては、消費税率１０％の引き上げに

よって及ぼされる低所得者及び子育て世代の消

費に与える影響を緩和するとともに、地域にお

ける消費を喚起、下支えすることを目的として、

プレミアム付商品券の販売を実施する事業であ

りまして、実施に必要な経費につきましては、

国が全額補助するものとなっております。 

 内容といたしましては、これまでにも実施し

てきました臨時福祉特別給付金、それとプレミ

アム付商品券、この２つを合わせたような制度

設計となっております。 

 具体的には、本年１０月から来年３月までの

半年間に、市内登録店舗で使えるプレミアム付

商品券を、購入対象者に対して販売する予定で

ございます。 

 購入対象者の要件についてでございますが、

一つが、平成３１年度住民税非課税者、ただし、

非課税者であっても課税者と生計同一の配偶者、

扶養親族、そして生活保護の方は除きます。 

 もう一つが、３歳児未満の子が属する世帯の

世帯主ということになっております。 

 商品券の購入限度額につきましては、対象者

１人につき２万５，０００円までとなっており

まして、その２万５，０００円の販売額は２万

円で、差し引きの５，０００円分がプレミアム

補助額という形となります。 

 本市におきましては、約９，０００人程度の

対象者を見込んでおりまして、この１９節のプ

レミアム分と商品券の販売支出分は、この９，

０００人程度の分を見込んだ支出額でございま

す。 

 購入に関しまして、今回のプレミアム付商品

券の販売は、対象者が限定されますので、購入

希望者の申請、審査、そして引きかえ券の発行、

そして最後に、その引きかえ券を持って商品券

を販売するという流れになってきます。 

 簡単なスケジュールを説明いたしますと、８

月ごろまでに事業の周知、広報、そして商品券

の利用店舗の公募、購入希望申請の受付を行っ

て、９月ごろから購入引きかえ券を発行して、

商品券の販売を開始する、そうした予定となっ

ております。 

 なお、その引きかえ券によって、商品券の販

売や、利用店舗の公募等は、宿毛商工会議所へ

委託する予定を考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） １点だけ、質疑をさ

せていただきたいと思います。 

 その購入対象者というか、プレミアム付商品

券の購入可能な対象者についての通知というか、

周知のやり方ですが、直接、例えば手紙等でお

知らせをするのか、広報等の周知になるのか、

そこのあたりの考え方をお聞かせ願いたいとい

うふうに思います。 

○議長（岡﨑利久君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（上村秀生君） 商工観光課長、

１２番、寺田議員の再質疑にお答えいたします。 

 対象者に対する周知は、どういった形でする

のかという質疑でございましたが、広報、ホー

ムページ等で、全体的な周知を図るとともに、

何らかの方法を考えて、個別周知できるような



 

－ 115 － 

形を考えてまいりたいというふうに考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） ありがとうございま

した。 

 できるだけ、私は知らなかったとか、知って

たら買う予定だったのにということがないよう

に、抜かりのないように対応をお願いしたいと

思います。 

 これで私の質疑は終わりますが、ことしの予

算、当初予算で２６％余り、昨年比で多い予算

化になっています。災害対策費がふえていると

はいえ、適切な予算執行に努めていただきます

ようお願いをして、私の質疑を終わります。 

○議長（岡﨑利久君） 以上で、通告による質

疑は終了いたしました。 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） ほかに質疑がありませ

んので、これにて質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっております議案のうち、

「議案第１号及び議案第２号」の２議案につい

ては、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会付託を省略いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、「議案第１号及び議案第２号」の２

議案については、委員会付託を省略することに

決しました。 

 ただいま議題となっております「議案第３号

から議案第４１号まで」の３９議案は、お手元

に配付してあります議案付託表のとおり、それ

ぞれ所管の委員会に付託いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案等審査のため、３月１５日及び３月１８

日から３月２０日まで、並びに３月２２日、３

月２５日、３月２６日は休会いたしたいと思い

ます。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、３月１５日及び３月１８日から３月

２０日まで、並びに３月２２日、３月２５日、

３月２６日は休会することに決しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 ３月１５日から３月２６日までの１２日間は

休会し、３月２７日午前１０時より再開いたし

ます。 

 本日はこれにて散会いたします。 

午前１１時２４分 散会 
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平成３１年 

第１回宿毛市議会定例会会議録第６号 

 

１ 議事日程 

    第２３日（平成３１年３月２７日 水曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 議案第１号から議案第４１号まで 

      （議案第１号及び議案第２号、討論、表決） 

      （議案第３号から議案第４１号まで、委員長報告、質疑、討論、表決） 

   第２ 陳情第１６号外３件 

   第３ 委員会調査について 

   第４ 意見書案第１号 精神障がい者への交通運賃割引制度の適用を求める意見書 

   第５ 議案第４２号及び議案第４３号 

      （議案上程、提案理由の説明、質疑、討論、表決） 

      議案第４２号 工事請負契約の締結について 

      議案第４３号 工事請負契約の締結について 

   日程追加 決議案第１号 川田栄子議員に対する辞職勧告決議 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 議案第１号から議案第４１号まで 

   日程第２ 陳情第１６号外３件 

   日程第３ 委員会調査について 

   日程第４ 意見書案第１号 精神障がい者への交通運賃割引制度の適用を求める意見書 

   日程第５ 議案第４２号及び議案第４３号 

   日程追加 決議案第１号 川田栄子議員に対する辞職勧告決議 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１４名） 

   １番 川 田 栄 子 君     ２番 川 村 三千代 君 

   ３番 原 田 秀 明 君     ４番 山 岡   力 君 

   ５番 山 本   英 君     ６番 髙 倉 真 弓 君 

   ７番 山 上 庄 一 君     ８番 山 戸   寛 君 

   ９番 岡 﨑 利 久 君    １０番 野々下 昌 文 君 

  １１番 松 浦 英 夫 君    １２番 寺 田 公 一 君 

  １３番 宮 本 有 二 君    １４番 濵 田 陸 紀 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

  な し 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        朝比奈 淳 司 君 

   次長兼庶務係長 

   兼 調 査 係 長 
奈 良 和 美 君 

   議 事 係 長        宮 本 誉 子 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  中 平 富 宏 君 

   副 市 長 兼 

   税務課長事務取扱 
岩 本 昌 彦 君 

   企 画 課 長  黒 田   厚 君 

   総 務 課 長  河 原 敏 郎 君 

   危機管理課長  岩 本 敬 二 君 

   市 民 課 長  山 岡 敏 樹 君 

   税務課長補佐  田 村 泰 生 君 

   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
佐 藤 恵 介 君 

   健康推進課長  和 田 克 哉 君 

   長寿政策課長  桑 原   一 君 

   環 境 課 長  岡 本   武 君 

   人権推進課長  沢 田 美 保 君 

   産業振興課長  谷 本 和 哉 君 

   商工観光課長  上 村 秀 生 君 

   土 木 課 長  中 町 真 二 君 

   都市建設課長  小 島 裕 史 君 

   福祉事務所長  河 原 志加子 君 

   水 道 課 長  川 島 義 之 君 

   教 育 長  出 口 君 男 君 

   教 育 次 長 兼 

   学校教育課長 
中 山 佳 久 君 

   生涯学習課長 

   兼宿毛 文教       

   センター所長 

楠 目 健 一 君 

   学 校 給 食 

   センター所長 
山 戸 達 朗 君 

   農 業 委 員 会 

   事 務 局 長 
岩 田 明 仁 君 

   選挙管理委員会 

   事 務 局 長 
児 島 厚 臣 君 
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午前１０時４２分 開議 

○議長（岡﨑利久君） これより本日の会議を

開きます。 

 この際、諸般の報告をいたします。 

 地方自治法第１８０条第２項の規定による市

長の専決処分の報告につきましては、お手元に

配付しているとおりであります。 

 この際、議長より報告いたします。 

 川田栄子君より、発言取消の申し出がありま

すので、この際、これを許します。 

 川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） ３月１３日の私の一般

質問の中で、表現が不適当なところがありまし

たので、「ＰＦＩ事業で行ったところもござい

ます」の次から、「ＰＦＩは何もかもすぐれて

いるわけではありません。」までの発言につい

て、私の錯誤でありましたので、取り消しをお

願いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） お諮りいたします。 

 ただいまの発言取消の申し出を許可すること

に御異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、川田栄子君からの発言取消の申し出

を許可することに決しました。 

 日程第１「議案第１号から議案第４１号ま

で」の４１議案を一括議題といたします。 

 これより、「議案第１号」について、討論に

入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 暫時休憩いたします。 

午前１０時４５分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時２４分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 議長より、川田議員に注意をいたします。 

 川田議員は、議会運営委員会において、発言

取消の申し出とともに、市長に謝罪するとの発

言があったが、本会議においては、錯誤による

発言の取り消しはあったが、謝罪はされていな

い。 

 よって、川田議員に対し、議長として、議場

の秩序を守るように厳重に注意を与える。 

 議場が混乱いたしましたので、日程第１より

議事を行います。 

 日程第１「議案第１号から議案第４１号ま

で」の４１議案を一括議題といたします。 

 これより、「議案第１号」について、討論に

入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 「議案第１号」は、これに同意することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、「議案第１号」は、これに同意する

ことに決しました。 

 これより、「議案第２号」について、討論に

入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 「議案第２号」は、これに同意することに御

異議ありませんか。 
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（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、「議案第２号」は、これに同意する

ことに決しました。 

 これより、「議案第３号から議案第４１号ま

で」の３９議案について、委員長の報告を求め

ます。 

 予算決算常任委員長。 

○予算決算常任委員長（松浦英夫君） 予算決

算常任委員長。 

 本委員会に付託された「議案第３号から議案

第２７号まで」の２５議案について、審査の概

要と結果を御報告いたします。 

 議案の審査に当たっては、効率的な審議を行

うため、本委員会を二つの分科会に分けて、３

月１５日、１８日、１９日、２０日、２５日の

５日間にわたり、審議を行いました。 

 その後、３月２５日、意見調整のための全体

委員会を開催し、各分科会の主査の審議結果の

報告と質疑を経て、意見調整を行った結果、本

委員会に付託された議案２５件につきましては、

原案を適当と認め、可決すべきものと決しまし

た。 

 以下、分科会における主な審査概要について、

御報告いたします。 

 まず、第１分科会主査より、次のような審査

概要の報告がありました。 

 議案第３号別冊、平成３０年度宿毛市一般会

計補正予算（第８号）の７ページ。 

 第２表、繰越明許費補正、第２款総務費、第

１項総務管理費。事業名は、空き家対策総合支

援事業、金額、９０２万円についてであります。 

 本事業は、市が空き家を改修し、１０年間借

り上げ、移住希望者へ貸し出す事業となってお

り、委員からは、繰り越しとなった原因につい

て質問があり、執行部からは、情報をお寄せい

ただいた建物の多くは老朽化が著しく、利活用

することができなかった。 

 また、よい物件はあったが、相続登記がなさ

れておらず、年度内の利活用ができなかったと

の回答がありました。 

 委員からは、予算執行できなかった理由は理

解できるが、事業実施に至らなかった上で、翌

年度も同規模の予算を計上している。このまま

事業を継続しても進まないと考える。現在、把

握している要因が改善できないのであれば、事

業転換することも検討しなくてはいけない。移

住者に対して、新たな商品をつくって売り出し

ていくというような意識を持って取り組んでも

らいたい、との意見がありました。 

 続きまして、４７ページ、第９款教育費、第

５項保健体育費、３目社会体育振興費、１９節

負担金補助及び交付金、地域おこし協力隊家賃

補助金、４４万円の減額についてであります。 

 本事業は、地域おこし協力隊として移住して

きた方に対する家賃補助であり、スポーツに特

化した協力隊員２名を募集したが、１名しか雇

用できなかったため、不用額を減額するもので

ある。 

 委員からは、担っていただくのはどういった

内容の業務かとの質問があり、執行部からは、

合宿誘致や各種スポーツ大会を誘致する業務で、

交流人口の拡大を目的としている。 

 また、ホームページ等で、施設等の情報発信

も担っていただいている、との回答がありまし

た。 

 また、委員からは、各種誘致活動や、情報発

信等が業務ということなら、市内のスポーツ団

体の調査や、団体関係者とのネットワーク構築

を行った上で、業務を遂行すれば、大変効率が

よくなると考えるが、積極的に行っているのか、

との質問があり、執行部からは、スポーツ団体

との関係の構築等は必要だと考えているが、１

月から業務を開始したばかりで、今後、取り組
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みをしていくとの回答がありました。 

 続きまして、議案第１５号別冊、平成３１年

度宿毛市一般会計予算の５１ページ、第２款総

務費、第１項総務管理費、７目企画広報費、１

９節負担金補助及び交付金、地域おこし協力隊

起業支援補助金１００万円についてであります。 

 本事業は、任期満了を迎えた地域おこし協力

隊の方が、任期満了後も市内に定住し、起業し

ようとする際に交付するもので、委員からは、

情報発信等のメディア担当の方が起業されるこ

とに伴い、補助金を交付するものと説明があっ

たが、もともと当該協力隊員が担っていた業務

を委託できるような仕組みづくりを行えば、一

定の収入を確保でき、定住してもらうことにつ

ながるのではないか。 

 また、そういった実績を積み上げていくこと

で、今後においても、協力隊を確保しやすくな

るのではないか、との質問があり、執行部から

は、現在、ふるさと納税の返礼品のページにつ

いて、写真をふやし、ストーリー性を持たすこ

とによって、内容を厚くしている状況があるの

で、その部分については、本人が希望し、選考

を通れば発注することが可能である。 

 また地域おこし協力隊にはさまざまな業務を

担っていただいているので、どのような業務を

発注できるかについては、検討中である、との

回答がありました。 

 続きまして、５３ページ、第２款総務費、第

１項総務管理費、９目開発推進費、１３節委託

料、自転車を利用したまちづくりプロデュース

事業委託料３１４万６，０００円についてであ

ります。 

 本事業は、自転車を活用したまちづくり計画

に基づき、進められているさまざまな施策が効

果的に実施できるよう、専門家からのアドバイ

スをいただくためのものである。 

 また、本委託業務は、有名な自転車メーカー

や、サイクリストチーム等を招集し、本市の自

転車施策のＰＲにつなげることも目的としてい

る。 

 委員からは、平成３１年度の当初予算を見て

も、自転車事業に力を入れているのは理解でき

るが、なぜ自転車なのか、どれだけの将来性が

あり、自転車愛好家等に注目されているかとい

った点について、市民にも啓発をしないと、備

品等の整備が進みながら、市民の理解は得られ

ないのではないか、との質問があり、執行部か

らは、本年３月末を目途に、自転車を活用した

まちづくり計画を策定する予定となっており、

その中で、自転車が健康面や環境面、観光、ス

ポーツ等の分野で、市の目指したい姿について、

市民にわかりやすい計画とする予定である。 

 この計画をもとに、専門家のアドバイスをい

ただきながら、事業を進めていきたいとの回答

がありました。 

 また、委員からは、自転車を活用することの

理念が置き去りのまま事業が進んでしまうこと

を懸念しているため、きちんとした戦略をもっ

て取り組んでもらいたいとの意見がありました。 

 続きまして、５８ページ、第２款総務費、第

１項総務管理費、１５目防災対策費、１８節備

品購入費、災害用エアテント購入費、３９５万

３，０００円についてであります。 

 本予算は、災害時における要配慮者の待機環

境の向上を図ることを目的とした災害用エアテ

ントの購入に係る予算であり、委員からは、平

成３１年度において、大島小学校及び咸陽小学

校の裏山に配備すると、新規事業調査表には記

載されているが、津波が心配される小筑紫小学

校周辺に配備しないのはどういう理由か、との

質問があり、執行部からは、近隣に保育園があ

る小学校周辺へ優先的に配備しようと考えたも

のであり、平成３２年度以降についても、予算

要求を行い、小筑紫小学校等への配備も検討し
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ていきたい、との回答がありました。 

 続きまして、１２９ページ、第９款教育費、

第４項社会教育費、１目社会教育総務費、８節

報償費、えいご塾日新館事業、絵本読み聞かせ

講師報償１２万円についてであります。 

 本予算は、平成３１年度において、２名の講

師により１時間程度、宿毛文教センターで英語

の絵本を読み聞かせするものであります。 

 委員からは、具体的な内容は決定しているの

か。また、定員や周知の方法はどうなっている

か、との質問があり、執行部からは、定員等を

含め、具体的な内容については、今後、検討し

ていく。対象者としては、小学校未就学児を考

えている、との回答がありました。 

 委員からは、保育園へ派遣することにより、

子供たちに受け入れてもらいやすいと考えるの

で、来てもらうこととあわせて、派遣について

も検討してもらいたい。 

 また、人材の里であることや、早稲田大学と

のつながりもＰＲできるので、開催場所につい

ては、林邸を活用することを検討してもらいた

いとの意見がありました。 

 続きまして、１３４ページ、第９款教育費、

第５項保健体育費、１目学校体育振興費、１９

節負担金補助及び交付金、宿毛市小学校プール

監視員補助金、３２万円についてであります。 

 本予算は、夏休み期間において、ＰＴＡが実

施主体となり実施しているプール開放の際に、

プール監視員を雇用するための費用について補

助するものである。 

 委員からは、水難事故等が起きた場合に備え、

保険に加入しているのか、との質問があり、執

行部からは、昨年の高知市での事故を受けて行

った聞き取り調査では、ほとんどのＰＴＡにお

いて、保険に加入していたとの回答がありまし

た。 

 委員からは、ＰＴＡが実施しているプール開

放については、昨年の高知市での水難事故を踏

まえ、一定の指導等を行ったほうがよいと考え

るので、教育委員会として、実態の調査や、意

見調整を行うことを検討してもらいたいとの意

見がありました。 

 続きまして、１３６ページ、第９款教育費、

第５項保健体育費、３目社会体育振興費、１８

節備品購入費、１，６８１万８，０００円につ

いてであります。 

 本予算のうち、１，６５５万２，０００円に

ついては、総合運動公園陸上競技場第三種公認

の更新に伴い、更新条件として、必要とされて

いる器具の更新、不足している用具について購

入するものである。 

 本事業に関連して、委員からは、陸上競技場

については、少しずつではあるが、地盤沈下し

ていると聞いている。５年後の第三種公認の更

新に当たっては、地盤沈下対策も必要となって

いるのではないか、との質問があり、執行部か

らは、見積もりをとっていないので金額はわか

らないが、抜本的な対策を行う場合には、かな

り高額な費用が必要となってくると想定してい

る。 

 そのため、県や周辺市町村とも協議しながら、

対策については、検討してまいりたいとの回答

がありました。 

 委員からは、地盤沈下対策工事を実施する場

合には、高額な経費と時間がかかると考えるの

で、早目に県や周辺自治体と連携する中で、検

討を進めてもらいたいとの意見がありました。 

 次に、第２分科会主査より、次のような審査

概要の報告がありました。 

 議案第１５号別冊、平成３１年度宿毛市一般

会計予算、９３ページ。第４款衛生費、第２項

環境衛生費、２目環境整備費、備品購入費２８

万５，０００円について、報告いたします。 

 本件は、宿毛市自転車を活用したまちづくり
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計画の一環で、環境課、水道課、教育委員会に

電動自転車３台を整備し、公用車の使用を抑え

ることで、燃料費削減や、二酸化炭素削減を図

るものである。 

 委員からは、事業費の平成３３年以降に予算

見込みが記入されていないが、どのような理由

からか、との質問があり、執行部からは、まず

３台購入し、実施をした上で、あとの計画を変

更していくよう考えている、との回答がありま

した。 

 委員からは、観光協会のレンタルも伸び悩ん

でいる中で、単発ではなく、計画的な取り組み

が必要であるとの意見がありました。 

 続いて、１０９ページ、第６款商工費、第１

項商工費、５目観光費、１５節工事請負費、横

瀬川ダムクライミング施設整備工事費、３０５

万円について、報告いたします。 

 本件は、東京オリンピック競技にも採用され

ているボルタリングを、横瀬川ダム施設の壁面

に２コース設け、活用してもらうもので、委員

からは、安全管理はどうするのか、との質問が

あり、執行部からは、当初はかぎを渡す形で対

応を考えていたが、関係者に話を聞く中で、そ

れは安全上、問題があるという指摘を受けたの

で、最初は、市職員や観光協会の職員が行き、

対応したい。 

 イベントや予約制から初め、運用の幅を広げ

たいとの回答がありました。 

 委員からは、人の命がかかわることなので、

管理者不在でやったとなると、非常に大きな問

題になる。よくよく考えて運用してほしい。安

全管理面では、保険もよく考えておくようにし

てもらいたい、との意見がありました。 

 以上で、本委員会に付託されました２５議案

について、審査結果の報告を終わります。 

○議長（岡﨑利久君） 総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（野々下昌文君） 総務

文教常任委員長、本委員会に付託されました６

議案の、審査結果の御報告をいたします。 

 議案第２８号は、宿毛市プロポーザル審査委

員会条例の制定についてでございます。 

 内容につきましては、今後、建設を控えてい

る大型建設事業などの案件につきまして、入札

による最低金額入札者により、事業などの事業

者を選定するよりも、高度な専門的技術に基づ

いた提案の中から、最もすぐれた内容の提案を

採用するプロポーザル方式で事業者を選定する

ほうが、より有益であるケースが考えられるた

め、事業者の選定を公平かつ公正に行うための

宿毛市プロポーザル審査委員会を設置するため

に、新たに条例を制定しようとするものであり

ます。 

 議案第３３号は、宿毛市特別職の職員で非常

勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例についてでございます。 

 内容につきましては、本条例は、平成３０年

５月２５日付で一部改正条例を公布しておりま

すが、当該内容について、所要の改正が必要と

なっており、なおかつ議案第２８号及び議案第

３１号の条例制定に伴い、所要の改正を行うも

のであります。 

 議案第３４号は、宿毛市手数料徴収条例の一

部を改正する条例についてでございます。 

 内容につきましては、住民投票の公布に際す

る手数料を改めるため、本条例の一部を改正し

ようとするものであります。 

 議案第３５号は、宿毛市立小学校設置条例の

一部を改正する条例についてでございます。 

 内容につきましては、松田川小学校と宿毛小

学校を統合して、平成３３年４月１日より、新

たな宿毛小学校を設置するため、本条例の一部

を改正しようとするものであります。 

 委員からは、学校再編計画の進捗状況はどう

なっているのか、との質問があり、執行部から
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は、計画案については、議会にもお示ししてい

るが、保護者や教育審議会に説明する中で、来

年度中に新たな学校再編計画を策定したいと考

えている、との回答がありました。 

 また、委員からは、議案第４１号と関連して、

宿毛小中学校新校舎の建築がおくれてしまうと、

学校統合に影響を来すのではないか、との質問

があり、執行部からは、工事におくれが出た場

合には、保護者と協議する中で、同意が得られ

るようであれば、現校舎での統合ということも

あり得るが、過去の経緯を踏まえて協議し、本

条例の一部を改正するといった対応も検討し、

よりよい方向を目指していきたいとの回答があ

りました。 

 議案第３９号は、宿毛市消防団員の報酬及び

費用弁償支給条例の一部を改正する条例につい

てでございます。 

 内容につきましては、消防団員に出動手当等

を支給することによって、消防団員の処遇改善

を図るため、本条例の一部を改正しようとする

ものであります。 

 議案第４１号は、特定事業契約の締結につい

てでございます。 

 内容につきましては、宿毛小中学校を民間資

金等の活用による公益施設等の整備等の促進に

関する法律、いわゆるＰＦＩ法に基づいて整備

するに当たり、議会の議決を求めるものでござ

います。 

 委員からは、従来方式にはないプロジェクト

マネジメント業務というのは、どういう業務か

との質問があり、執行部からは、従来方式であ

れば、設計、建設、維持管理を個別に発注し、

それぞれの業務が完了すれば、事業者の責任は

終了していたが、ＰＦＩ事業では、３０年間に

わたる長期契約に基づき、ＳＰＣ構成企業を初

めとする協力企業等が適切に業務を執行できて

いるのかの監視や、ＳＰＣを健全に維持してい

くための財務管理や、市や関係機関との連絡調

整といった、本事業における成否のかぎとなる

要素を持った業務である、との回答がありまし

た。 

 また、委員からは、宿毛水利土木組合が、長

年にわたり管理している水路がグラウンド内に

通っており、新校舎配置図では、その水路の上

に校舎の一部が配置される予定となっているが、

水路が使えなくなるといったことはないのか、

との質問があり、執行部からは、今の配置図は

あくまでも企画提案時のものであるが、その配

置図では、校舎の間の広場の下に水路が通るも

のとなっている。しかし、企画提案時の配置図

で、建設を行うというものではなく、今後も宿

毛小、中学校から、諸室の配置等に対する意見

をいただく中で、調整していく予定である。 

 また、今後も水利組合とは協議を続け、丁寧

に説明をする中で、できるだけ同意をいただけ

る形で進めたいとの回答がありました。 

 さらに、委員からは、小中学校を合築するこ

とで、教育環境が悪化し、子供に影響を及ぼす

可能性はあるのか、との質問があり、執行部か

らは、今後の再編計画を検討する中で、中学生

と小学生が一緒になることで、中学生の風紀が

乱れた場合に対する心配の声は承知しているが、

小中一貫教育としている小筑紫小学校では、中

学生が小学生に対し、読み聞かせを行う等、教

育環境をよくするための小中一貫教育の研究も

進めている。 

 今回の宿毛小中学校合築は、沖の島以外では

初めての合築ではあるが、教育環境の充実に取

り組んでまいりたい。また、有識者会議の中で

は、今回の提案については、子供たちの環境や、

先生の環境、周辺住民の環境をすごく意識した

内容となっているという好評化を得ている、と

の答弁がありました。 

 委員からは、審査の過程や自由討議において
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は、このまま水利組合との協議が難航した場合

には、工期におくれが出るのではないか。また、

水路だけの問題ではなく、本事業の情報公開等

市民に対する説明、情報不足等に起因した行政

に対する不信感もある状態で進むことができる

のか、といった、議案に対して反対の意見や、

水路のメンテナンスや維持管理という部分につ

いては、今と同じ状況を担保するよう、校舎の

配置等を検討するということである。 

 水路の問題は、執行部がきちんと対応すると

いうことであるので、本議案は契約議案である

ことを考慮し、採択すべきではないか。 

 陳情第１８号を審査する過程で、市民説明と

いう点では、１番重要な学校に直接関係する保

護者の方は、しっかり説明を受けたという話で

ある、といった賛成する意見が出されました。 

 以上、６議案につきましては、担当課からの

詳しい説明を受ける中で、慎重に審査した結果、

議案第４１号については、賛成多数で原案を適

当であると認め、可決すべきものとし、議案第

２８号及び議案第３３号から議案第３５号まで、

並びに議案第３９号の５議案については、いず

れも全会一致で原案を適当であると認め、可決

すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託されました議案６件

についての報告を終わります。 

○議長（岡﨑利久君） 産業厚生常任委員長。 

○産業厚生常任委員長（山本 英君） 産業厚

生常任委員長、本委員会に付託されました議案

８件についての審査結果を御報告いたします。 

 議案第２９号は、宿毛市立認可外保育所設置

条例の制定についてでございます。 

 内容につきましては、沖の島保育園は、園児

の減少に伴い、本年３月３１日をもって休園す

ることとなっておりますが、在園児が１名残る

ことと、離島という地域性を鑑み、４月１日よ

り、市立認可外保育所を設置する必要が生じま

したので、新たな条例を制定しようとするもの

です。 

 委員からは、無料とした理由は何かあるのか

との質問があり、執行部からは、平成３１年１

０月から、３歳以上の教育・保育無償化も始ま

るという社会情勢を踏まえたことと、認可外保

育施設になることで、他の認可保育所と同様の

サービスが、沖の島の子供に提供できなくなる

ことからである、との回答がありました。 

 これに対し、委員からは、島という特異性が

あるところではあるが、最初から無料とうたう

ことには心配を覚える、という意見と、認可保

育所で守っている水準は、認可外保育施設とは

保育の環境が全く違うので、無料もやむなし、

との意見の両論に分かれました。 

 以上を踏まえ、採決をとったところ、修正案

につきましては、賛成少数により否決され、原

案につきましては、賛成多数で可決されました。 

 議案第３０号は、宿毛市再生可能エネルギー

発電設備の適正な設置及び管理に関する条例の

制定についてでございます。 

 内容につきましては、市内において、出力１

０キロワット以上の再生可能エネルギー発電設

備を設置しようとする事業者に対して、設置及

び管理に関する本市への届け出を義務づけるた

め、新たに条例を制定しようとするものです。 

 議案第３１号は、宿毛市都市計画マスタープ

ラン策定委員会設置条例の制定についてでござ

います。 

 内容につきましては、平成１２年度に策定さ

れた都市計画マスタープランを改定するに当た

り、学識経験者や市内団体の代表等で組織する

策定委員会を設置する必要が生じましたので、

新たに条例を制定しようとするものです。 

 議案第３２号は、宿毛市放置自動車の発生の

防止及び適正な処理に関する条例の一部を改正

する条例についてでございます。 



 

－ 128 － 

 内容につきましては、放置自動車の撤去に際

して、必要となる所有者の情報を入手し、所有

者の責任で適正に撤去してもらうために、所要

の改正をするものです。 

 委員からは、放置自転車の条例はできている

のか、駅に放置自転車がかなりある。自転車の

まちづくりということであれば、ただ購入だけ

を考えていてはいけないのではないか、との質

問があり、執行部からは、放置自転車の条例は

考えていない。駅の放置自転車は、土佐くろし

お鉄道が張り紙をし、撤去してくれている、と

の回答がありました。 

 議案第３６号は、宿毛市人権尊重の社会づく

り条例の一部を改正する条例についてでござい

ます。 

 内容につきましては、差別を解消するための

各種法律が施行されたことに伴い、本条例の一

部を改正しようとするものです。 

 議案第３７号は、宿毛市地域包括支援センタ

ーの職員及び運営に関する基準を定めている条

例の一部を改正する条例についてでございます。 

 内容につきましては、厚生労働省からの通知

である地域包括支援センターの設置運営につい

ての一部改正に伴い、本条例の一部を改正しよ

うとするものです。 

 議案第３８号は、宿毛市水道事業の設置等に

関する条例の一部を改正する条例についてでご

ざいます。 

 内容につきましては、沖の島簡易水道及び鵜

来島簡易水道以外の全ての水道事業を、宿毛上

水道へ統合することに伴い、本条例の一部を改

正しようとするものです。 

 議案第４０号は、和解及び損害賠償の額の決

定について（追認）でございます。 

 内容につきましては、本件における和解につ

いて、地方自治法第１８０条第１項の規定によ

る市長の専決処分事項の指定に基づき、専決処

分できるものと誤認していたので、改めて地方

自治法第９６条第１項第１２号の規定に基づき、

議会の議決を求めるものです。 

 以上、８議案につきましては、担当課から詳

しい説明を受ける中で、慎重に審査した結果、

議案第２９号につきましては、先ほど申し述べ

たとおり、原案を適当であると認め、賛成多数

で可決すべきものと決し、議案第３０号から議

案第３２号まで、及び議案第３６号から議案第

３８号まで、並びに議案第４０号は、原案を適

当であると認め、全会一致をもって可決すべき

ものと決しました。 

 以上、本委員会に付託されました議案につい

ての報告を終わります。 

○議長（岡﨑利久君） 以上で、委員長の報告

は終わりました。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 これより「議案第３号から議案第２８号まで

及び議案第３０号から議案第４０号まで」の３

７議案について、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 これより「議案第３号から議案第２８号まで

及び議案第３０号から議案第４０号まで」の３

７議案を一括採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長の報告のとおり決することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（岡﨑利久君） 全員起立であります。 
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 よって「議案第３号から議案第２８号まで及

び議案第３０号から議案第４０号まで」の３７

議案は、原案のとおり可決されました。 

 これより、「議案第２９号」について、討論

に入ります。 

 討論の通告がありますので、発言を許します。 

 １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） １２番、議案第２９

号、宿毛市立認可外保育所設置条例の制定につ

いて、反対の立場から討論をいたします。 

 本来、条例のもとでは、市民は皆、平等であ

るべきだというふうに思います。本議案は、宿

毛市立沖の島保育園が、園児減少により３月３

１日をもって休園することに伴い、在園児が１

人残ることと、離島という地域性を鑑み、４月

１日より、宿毛市立認可外保育所を設置する必

要が生じたため、新たな条例を制定しようとす

るものです。 

 本議案の条例制定の趣旨、ほかに選択肢がな

いという沖の島の地域性はよく理解できるもの

の、市立保育園の保育料は、保護者所得による

応能応益により設定されていること、また、市

職員の保育士を配置することなど、公平公正の

原理からも、条例により無料を設定することよ

りも、宿毛市立保育園設置条例第４条に準拠し

た条例の制定が適当であるというふうに思い、

また市民の理解も得られると思います。 

 また、無料化については、宿毛市立保育園設

置条例第４条第３項によって、市長は、特別な

事由があると認められるときは、使用料を減免

できるというふうに規定されております。 

 沖の島保育所の保育料の無料化は、これで十

分に担保できるというふうにも考えます。 

 よって、本条例案は、無料化を明文化するの

ではなく、運用面で無料化をするべきだという

ふうに思います。 

 修正をするべきだというふうに、私は思いま

す。 

 なお、国の動向については、そのときに保育

園設置条例とともに、改正をすべきであるとい

うふうに思います。 

 以上、同僚議員の賛同を求めて、反対討論と

いたします。 

○議長（岡﨑利久君） 以上で、通告による討

論は終わりました。 

 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） ほかに討論がありませ

んので、これにて討論を終結いたします。 

 これより「議案第２９号」を採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。

本案は、委員長の報告のとおり決することに賛

成の諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（岡﨑利久君） 起立多数であります。 

 よって、「議案第２９号」は、原案のとおり

可決されました。 

 これより、「議案第４１号」について、討論

に入ります。 

 討論の通告がありますので、順次、発言を許

します。 

 １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 私は、議案第４１号、

特定事業契約の締結について、反対の立場で討

論を行います。 

 ……………（発言一部取り消し）…………… 

………………………………………………水利組 

合のほうから、水路の上には構築物は建てられ

ないと、規約による指摘を受けている状態であ

ります。 

 ２６日に話し合いをするとのことを、２５日

に職員から聞いたところでありますが、その結

果を待たず、委員会採決でしたかと尋ねると、

職員は、採決のお願いはしていない。議会が決
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めたことだから、と。確かに市民から、議会が

問われる問題であります。 

 議会が決めたからと、水利組合に通じるもの

ではありません。何百年と宿毛の水を水利組合

が占有し、維持管理されてきたことに感謝する

ものでございます。 

 その規約に反することは、法治社会として許

されるものではありません。 

 また、このまま進むのは望ましくないと考え

ます。 

 宿毛小中学校合築の契約が、ＰＦＩ手法で４

３億の大規模事業であるということについては、

市民の皆様には一般質問の過程でも、少しは明

らかになりましたように、施設整備、維持管理

サービス一体を民の資金で行い、官は施設提供

サービス購入費を民間に支払うものであります。 

 このサービスを提供するために、民間に資金

調達、施設整備を所有させ、民間の資金能力を

最大限活用できるものであり、割賦払いの要素

はないとしたものですが、日本は割賦払い前提

のＰＦＩ事業が多いにもかかわらず、サービス

購入型と命名しています。 

 割賦払いの契約を締結すると、公共には施設

整備費を全額支払う義務が生じて、施設の瑕疵

担保リスクをこえたふぐあいリスクを民間に移

転することができなくなるというデメリットが

生じるのではと、疑問があります。 

 そして、公債よりも資金調達コストの高い民

間の資金を利用して施設整備する、合理的な理

由がなくなるのではと考えます。 

 契約額４２億９，４４２万円で、国庫補助金

４億７，０００万円、１１％、起債２１億４，

０００万円、５０％、一般財源、１６億８，０

００万円、３９％で処理をしていこうとなって

おります。 

 施設整備完了時に、２６億円が支払われ、Ｂ

ＴＯ方式で市が所有権を持つとなり、残額は平

準化と聞いております。 

 民間にリスクを移転することで、ＶＦＭが生

み出されるかどうかの基準にして、リスク配分

する必要がありますが、事業リスクの官民の適

切な配分が検討課題であります。 

 公的債務を拡大させないためには、公共が施

設の所有をやめて、民間に所有させ、その施設

サービスを公共が利用者となって購入すれば、

公共は投資せず、民間よりサービス購入するの

みで、利用したサービス料の債務を生じるだけ

のＢＯＴ方式でありますが、当市はＢＴＯ方式

となっているので、施設整備が債務となり、金

利がつきます。 

 さらにＢＴＯ方式には、これにサービス料が

加わるので、割賦払いは膨れます。当市は、補

助金を使うので、ＢＴＯ方式、割賦払いを確定

し、債務を拡大することになるのではありませ

んか。心配です。 

 公共の債務を膨れ上がらせるので、財務悪化

となり、財政健全化に反するのではないかと懸

念します。 

 公共には、公債による資金調達があるにもか

かわらず、ＰＦＩ法は公債よりも高い民間資金

を活用して、施設整備費を割賦払いで支払うこ

とを認めています。 

 公共が施設を所有せず、財政健全化を生むに

は、民間が資金調達した資金が返済できるよう

に、官民合意したキャッシュフローが成り立つ

ため、施設の耐用年数全体にわたって支払いを

平準化できます。 

 また、公共が施設整備による公的債務の増加

を下げることができる、施設が適切に利用でき

る限り、合意した支払いが行われる。要求水準

書に満たない状態になった場合は、その支払い

は必要ないとなります。 

 国のバランスシートを見れば、割賦払いをふ

やす状況ではないにもかかわらず、割賦で施設
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整備をふやそうとの方針が示されています。 

 地方自治体を足すと、債務はＧＤＰの２０

０％を超える借金をふやして、資産がふえたの

は、わずかであります。 

 ＰＦＩの仕組みは、民間の債務による民間の

投資を引き出し、公共のキャッシュフローの改

善と、財政状況の改善を同時に満たす仕組みで

あります。 

 このことから、どうしてキャッシュフロー改

善に、偏重した割賦支払い型ＰＦＩをふやすの

かと、疑問があるところです。 

 ＰＦＩを割賦払いと勘違いしているのではと

思っております。民間は、割賦払いなら、大規

模修繕リスクをとる必要もない。施設修繕費の

取りっぱぐれもないとなります。 

 そして、この事業に手を挙げたのは、最終的

には、民間事業者は２グループでした。ここに

健全な競争原理が働いていたかと、疑問があり

ます。 

 競争相手が多いほうが、当然ながらよい提案

をしようと、事業計画を推挙されることは予想

されます。 

 ＰＦＩを導入するメリットは、民間企業のノ

ウハウを効率的に導入して、コスト削減やサー

ビスがよくなるといわれ、非価格面での提案が

評価される、公募型のプロポーザル方式となり

ます。 

 具体的には、経営体制、モニタリング体制、

ファイナンスを含む安定性の審査項目が、より

重視されます。金額ではないから、どうやって

選定プロセスが公平性、透明性、客観性をもっ

て行われたかということについて、疑問を持っ

ています。 

 ＰＦＩ法においても、客観的な評価を行い、

その結果を公表しなくてはならないとあり、条

例において、民間事業者の選定の手続を定める

ことを規定しています。 

 さらに、ＰＦＩを導入するかどうかについて、

自治体でしっかり議論をして決めていただく。

その上で、国がさまざまな手法について支援を

していく。民間手法を入れようとなることで、

開かれたものであることが大事とされています。 

 市が保有する情報は、民間事業の著作権、意

匠権などが絡むことで、開示判断できるものが

限られるようになり、公文書開示請求への対応

が問題となりました。 

 さらに事業が進むにしたがって、市の内部で

も、事業の全容把握はごく一部の職員、議会へ

の対応説明不十分とされました。 

 その結果、それが情報隠しと事業の実施経緯

が不透明と批判があり、住民訴訟までいった例

もあります。 

 住民が主人公の自治体の事業でありながら、

事業者の都合を優先して情報開示が後退をして、

住民の不信を拡大した、こういうＰＦＩ事業が

住民参加を妨げるものとなっているのではあり

ませんか。情報の開示不足について、民間事業

者の著作権、意匠権などが公文書開示請求への

対応が絡むことで問題となったＰＦＩ事業も、

ほかの事業と同様の判断基準のもと、情報公開

制度に基づいた、適切な情報開示がなされるも

のになることは重要と考えます。 

 リスクは自治体に、もうけは事業所といった

形では、このあり方そのものが問われると言わ

ざるを得ません。この事業が住民や議会の情報

開示を後退させて、議会と住民による行政監視

を損なうものとなっている事例は、今取り上げ

たところです。 

 ＰＦＩ事業者の利益を優先して、住民要求に

背を向けるものとなっているという点で、住民

自治、地方自治の障害となっていると言わざる

を得ません。 

 最後に、松田川小学校の統合といいながら、

宿毛小中学校の校長先生お二人は、選定委員に
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入られておられるにもかかわらず、松田川小学

校校長先生は、入られておりません。松田川小

学校の先生方への説明は、いかがな配慮があっ

たのか、憂慮します。 

 地方自治体は、分権改革により、自主責任で

行政運営を行っていかなければならないので、

数多くの公共施設や社会インフラが老朽化し、

その更新のために、公的債務をこれ以上にふや

せるものではありません。 

 民間に施設を持たせる形で、民間投資を引き

出すのであれば、対象となる施設についても、

限定することになりますが、いかに債務を拡大

することなく、公共施設や社会インフラを整備

していくのか、競争している環境の中にあると

考えます。 

 少子高齢化による人口減少、それに伴う税収

の低減など、抱えている課題を踏まえると、こ

れからはＰＦＩ事業の活性化は不可欠と考えま

す。 

 ＰＦＩ手法を導入していない自治体は、９

０％以上あるといわれていますが、ある意味で、

これらの自治体は賢明であります。割賦や物件

担保による既存のＰＦＩの仕組みの活用では、

債務が拡大し、財務悪化につながる心配があり

ます。 

 メディアや有識者の見解が問われる課題だと

認識し、慎重審議が全ての納税者の要望のはず

であります。 

 ＰＦＩ本来のメリットが生かせる財政の健全

化と、適切なリスク分担による仕組みを望んで

まいります。 

 そのほか、理由はいろいろありますが、主な

ものについて申し上げ、反対討論といたします。 

○議長（岡﨑利久君） 暫時休憩いたします。 

午後 ０時１６分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ０時３０分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 議事の都合により、午後３時まで休憩いたし

ます。 

午後 ０時３０分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ３時２０分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 この際、議長より報告いたします。 

 川田栄子君より、発言取消の申し出がありま

したので、この際、これを許します。 

 川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 先ほどの私の討論の中

で、表現が不適当なところがありましたので、

「討論を行います。」の次から、「水利組合の

ほうから」の前までの発言について、取り消し

をお願いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） お諮りいたします。 

 ただいまの発言取消の申し出を許可すること

に御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、川田栄子君からの発言取消の申し出

を許可することに決しました。 

 ただいま発言取消をした部分以外の、不穏当

ではと思われる部分については、後刻、速記を

調査の上、措置することにいたします。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、そのように取り扱いいたします。 

 ３番、原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） ３番、今議会に上程さ

れました議案第４１号、特定事業契約の締結に

ついて、私は賛成の立場で討論をさせていただ

きます。 
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 本議案は、平成３０年１２月議会におきまし

て、宿毛市における小中学校整備事業の債務負

担行為予算が、全会一致で可決されたことによ

る宿毛小中学校をＰＦＩ手法を用いて建設する

ための契約議案であり、本事業については、平

成２９年の執行部からの可能性調査の提案から、

手順を踏んで審議しており、今回の審議のポイ

ントは、選考過程の公平性や、受託企業体の業

務執行能力の評価であったと考えます。 

 議案審議に当たっては、本事業による財政負

担の軽減や、評価については、民間のアイデア

を生かした事業提案、設計、施工、維持管理の

一括発注により、建設費で比較した場合、約１

３％の削減効果も見込まれるとともに、財政負

担の平準化が期待できるとのことでありました。 

 そして、特別目的会社が向こう３０年間、予

備修繕を行うことで、これまでの対処療法的な

維持管理と比べ、教育環境の改善や保持につな

がり、このことにより、建設後の目的も明確と

なり、メリットは大きいものと考えられます。 

 そして、賛成、反対にかかわらず、全ての議

員が、日ごろから強く要望しております、公共

事業による地域経済への波及効果の期待につき

ましても、この契約のプラス面が正当に評価で

きる要因ではないでしょうか。 

 そして、もう一つ、今回の事業について、市

民への説明が不十分ではないかという御意見も

ございますが、ＰＦＩについては、性能発注と

いう特性上、事前に公表できない内容もあり、

市民説明という点では難しい面があったことは、

議員各位の共通認識であったと、私は思ってお

ります。 

 それと同時に、議員による一般質問や、ホー

ムページ等で一定の情報公開がされていたこと

も事実であります。 

 そして、この案件については、校舎の高台移

転も踏まえ、過去１０年来議論され続けてきた

結果、最終的に現在地になったものであり、宿

毛小中学校合築についても、平成２８年より検

討、議論がなされ、学校現場とそれぞれの保護

者の代表で意見交換を行ってきたものであり、

官民両者が時間をかけて話し合ってきた結果で

あると、学校建築で最もかかわるべきである当

該ＰＴＡからも、意見表明がなされております。 

 さらに言えば、今回の学校建築に当たり、組

織された検討委員会、またＰＦＩ事業の提案を

審査した事業者選定委員会の結果について、協

議を重ねた上で、今回の事業を支持すると、宿

毛市小中学校ＰＴＡ連合会からも、陳情書を通

して表明がなされたことは、重く受けとめるべ

きだと思います。 

 以上のことから、子供たちの未来に対し、既

に全会一致で可決されている予算の中で、長期

にわたり安定的で良好な教育環境の提供を目的

とし、それを確実に遂行していくべきであると

いう判断から、私はこの特定事業契約、議案第

４１号に賛成であり、同僚議員の賛同を求め、

賛成討論とさせていただきます。 

○議長（岡﨑利久君） 山本議員に注意いたし

ます。 

 拍手等はしないで、お願いいたします。 

 以上で、通告による討論は終わりました。 

 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） ほかに討論がありませ

んので、これにて討論を終結いたします。 

 これより、「議案第４１号」を採決いたしま

す。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長の報告のとおり決することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（岡﨑利久君） 起立多数であります。 

 よって「議案第４１号」は、原案のとおり可
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決されました。 

 日程第２、「陳情第１６号」外３件を一括議

題といたします。 

 これより、「陳情第１６号」外３件について、

委員長の報告を求めます。 

 総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（野々下昌文君） 総務

文教常任委員長、本委員会に付託されました陳

情２件の審査結果を報告いたします。 

 陳情第１７号、宿毛小中学校改築に関して慎

重審議を求める陳情は、住みやすい宿毛をつく

る会会長 田村進一氏より提出されたものであ

ります。 

 内容につきましては、住民の理解度を含め、

この議会のみで決断できる状況及び内容なのか、

また将来の宿毛の教育を左右する議題であるこ

とを念頭に、慎重審議を求めるものであります。 

 陳情第１８号、宿毛小中学校建設計画に伴う

学校統合と、今後の宿毛市小中学校再編につい

ては、宿毛小中学校ＰＴＡ連合会会長、岡井 

治氏及び、松田川小学校、宿毛小学校、宿毛中

学校の各ＰＴＡ会長の連名により、提出された

ものであります。 

 内容につきましては、新宿毛小中学校の建設

は、２年間にわたり、学校現場と保護者代表で、

しっかり時間をかけて話し合ってきた結果であ

り、建設計画がおくれることで、宿毛市全体の

学校統合や、再編計画に支障を来すことがない

よう、行政運営を求めるものであります。 

 陳情第１７号については、全会一致をもって

採択すべきものと決し、陳情第１８号について

は、賛成多数をもって採択すべきものと決しま

した。 

 以上、本委員会に付託されました陳情２件に

ついての報告を終わります。 

○議長（岡﨑利久君） 産業厚生常任委員長。 

○産業厚生常任委員長（山本 英君） 産業厚

生常任委員長、本委員会に付託されました陳情

第１６号及び陳情第１９号の審査結果を報告い

たします。 

 初めに、陳情第１６号は、街区の浸水・防水

対策と「与市明川の抜本的改修」による、与市

明川沿線の浸水防止を求める意見書についてで

あります。 

 本陳情は、住みやすい宿毛をつくる会会長、

田村進一氏より提出されたものであり、内容と

いたしましては、街区への浸水と、与市明川の

沿線、貝塚、小深浦の浸水は、近年、頻発して

おり、特に平成３０年７月豪雨による市内の浸

水で、市民生活に影響する多大な被害をこうむ

りました。 

 昨年の豪雨の教訓から、市民の生活と財産を

守る対策を緊急に求めるものであります。 

 審査の課程で、委員からは、抜本的改修とい

う言葉について、陳情者に問うと、１５トン級

のポンプを設置すれば解消されるといわれてい

るが、専門家ではないが、この言葉が少し理解

しにくい。執行部と話をして、そごがあると思

った、との意見がありました。 

 また、委員からは、与市明川の土手がダム効

果になり、水没すると言われているが、それに

ついてどう考えるか、との質問があり、執行部

からは、錦地区の内水に対して、今の状況で大

雨が降れば、恐らく与市明川から錦川へ逆流す

るとともに、与市明川の無堤地区からの越流や、

錦川の堤防が低い箇所から越水し、錦地区周辺

が浸水するという認識である。 

 しかし、現在、高知県において計画中の与市

明川及び錦川の堤防かさ上げが行われることに

よって、河川へ流入した水があふれなくなり、

河川へ流入できなくなった内水は、市が計画し

ているポンプ施設により、排水するとのことで、

今までの浸水していたところは、一定、解消さ

れると考えている、との回答がありました。 



 

－ 135 － 

 以上の意見や陳情の趣旨を踏まえ、慎重に審

査をした結果、説明会の開催の有無や、堤防を

つくれば水がたまり、ダム効果になるという点

などに、執行部とのそごが確認されました。 

 しかし、市民を守ることは当然であり、浸水

対策をしなければならないということは理解が

できるという結論に達し、全会一致で趣旨採択

と決しました。 

 続いて、陳情第１９号は、精神障がい者への

交通運賃割引制度の適用を求める意見書採択の

お願いについてであります。 

 本陳情は、宿毛市精神障がい者若草の会会長、

川村喜子氏より提出されたものであります。 

 内容につきましては、精神障害者も身体障害

者や知的障害者と同等に、交通運賃割引制度の

適用を求める意見書の提出を求めるものであり

ます。 

 本陳情につきましては、審査の過程で、委員

からは関連する法律等を確認すると、運賃割引

は事業者の義務規定にしかなっていなかった。

そこで、事業者の努力義務から、もう一つ上の

義務化の条文にしたほうがよいのではないかと

いう意見がある一方で、陳情者がこの文案で出

してほしいということなので、そのまま出した

らよいと思う、との発言もありました。 

 以上のことから、採決の結果、文案のまま、

全会一致で採択すべきものと決しました。 

 以上、本委員会に付託されました陳情２件に

ついての報告を終わります。 

○議長（岡﨑利久君） 以上で、委員長の報告

を終わります。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 これより、「陳情第１６号」について、討論

に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 「陳情第１６号」については、お手元に配付

いたしました審査報告書のとおりであります。 

 本件は、審査報告書のとおり決することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件については、審査報告書のとお

り決しました。 

 これより、「陳情第１７号」について、討論

に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 「陳情第１７号」については、お手元に配付

いたしました審査報告書のとおりであります。 

 本件は、審査報告書のとおり決することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件については、審査報告書のとお

り決しました。 

 これより、「陳情第１８号」について、討論

に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 これより、「陳情第１８号」を採決いたしま
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す。 

 本件については、審査報告書のとおり決する

ことに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（岡﨑利久君） 起立多数であります。 

 よって、本件については、審査報告書のとお

り決しました。 

 これより、「陳情第１９号」について、討論

に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 「陳情第１９号」については、お手元に配付

いたしました審査報告書のとおりであります。 

 本件は、審査報告書のとおり決することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件については、審査報告書のとお

り決しました。 

 日程第３、委員会調査についてを議題といた

します。 

 暫時休憩いたします。 

午後 ３時４３分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ３時４５分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程第３、委員会調査についてを議題といた

します。 

 各常任委員長及び議会運営委員長から、目下

委員会において調査中の事件については、会議

規則第１１１条の規定により、お手元に配付い

たしました申出書のとおり、閉会中の継続調査

の申し出があります。 

 お諮りいたします。 

 委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調

査に付することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、委員長から申し出のとおり、閉会中

の継続調査に付することに決しました。 

 日程第４、「意見書案第１号」を議題といた

します。 

 お諮りいたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定によ

り、提案理由の説明を省略することにいたした

いと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は提案理由の説明を省略するこ

とに決しました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定によ

り、委員会の付託を省略いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は、委員会の付託を省略するこ

とに決しました。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 
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 「意見書案第１号」は、原案のとおり可決す

ることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、「意見書案第１号」は、原案のとお

り可決されました。 

 お諮りいたします。 

 ただいま意見書案が議決されましたが、その

条項、字句、数字、その他の整理を要するもの

につきましては、その整理を議長に委任された

いと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、条項、字句、数字、その他の整理は、

議長に委任することに決しました。 

 日程第５、「議案第４２号及び議案第４３

号」の２議案を一括議題といたします。 

 この際、提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

○市長（中平富宏君） 追加提案いたしました

議案につきまして、提案理由の説明を行います。 

 議案第４２号及び第４３号は、「工事請負契

約の締結について」でございます。 

 内容は、どちらも昨年の７月豪雨に係る河川

の災害復旧工事につきまして、３月１３日に実

施しました指名競争入札により契約の相手方及

び契約金額が決定しましたので、工事請負契約

を締結することについて、地方自治法第９６条

第１項第５号の規定により議会の議決を求める

ものでございます。 

 よろしく御審議の上、適切な御決定を賜りま

すようお願い申し上げまして、提案理由の説明

といたします。 

○議長（岡﨑利久君） これにて、提案理由の

説明は終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 この際、暫時休憩いたします。 

午後 ３時５０分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ３時５８分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 本日の開議時間は、議事の都合により、あら

かじめこれを延長いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第４２号及び議案第４３号の２議案は、

会議規則第３７条第３項の規定により、委員会

の付託を省略したい思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員会の付託を省略すること

に決しました。 

 これより、議案第４２号及び議案第４３号の

２議案について、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 「議案第４２号及び議案第４３号」の２議案

は、原案のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、「議案第４２号及び議案第４３号」

の２議案は、原案のとおり可決されました。 

 寺田公一議員。 

○１２番（寺田公一君） この際、休憩をお願



 

－ 138 － 

いをしたいというふうに思います。 

○議長（岡﨑利久君） ただいま、寺田公一議

員から動議が提出されましたが、このほかに動

議に賛成される方はありませんか。 

（「賛成」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） ただいま、寺田公一君

から、この際、暫時休憩されたいとの動議が提

出され、所定の賛成がありますので、動議は成

立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題とし、採決いた

します。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり、決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君）  

 御異議なしと認めます。 

 よって、この際、暫時休憩をされたいとの動

議は可決されました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

午後 ４時００分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ４時４２分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 ただいま、寺田公一君ほか１１人から、決議

案第１号「川田栄子議員に対する議員辞職勧告

決議」が提出されました。 

 この際、これを日程に追加し、議題といたし

たいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、この際、決議案第１号を日程に追加

し、議題とすることに決しました。 

 決議案第１号を議題といたします。 

 地方自治法第１１７条の規定により、川田栄

子君の退席を求めます。 

（１番 川田栄子君 退席） 

○議長（岡﨑利久君） この際、提案理由の説

明を求めます。 

 １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） １２番、川田栄子議

員に対する辞職勧告決議案の提案理由の説明を

いたします。 

 川田議員においては、これまでの議会活動に

おいて、再三問題発言を繰り返し、議会運営を

妨げ、幾度となく議長の要請による取り消しを

行ってきた。 

 このような、議会の秩序を乱す行為は、断じ

て許されることではなく、平成３０年第４回定

例会において、問責決議を全会一致で可決され

た。 

 にもかかわらず、反省することもなく今議会

の一般質問・討論においても、同様の問題発言

を繰り返し、幾度となく議事運営を中断させた。 

 議長並びに議会運営委員会での注意にも挑発

的な態度を繰り返し、悔悛の情が一切見受けら

れない。 

 よって、同君に対しての辞職勧告決議に、議

員各位の賛同を求めて、提案理由の説明といた

します。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） これにて、提案理由の

説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定によ

り、委員会の付託を省略いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員会の付託を省略すること

に決しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 これより、「決議案第１号」を採決いたしま

す。 

 本案は、原案のとおり決議することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（岡﨑利久君） 全員起立であります。 

 よって「決議案第１号」は、原案のとおり決

議されました。 

 お諮りいたします。 

 ただいま決議案が議決されましたが、その条

項、字句、数字そのほかの整理を要するものに

つきましては、その整理を議長に委任されたい

と思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、条項、字句、数字その他の整理は議

長に委任することに決しました。 

 川田栄子君の入場を許します。 

（１番 川田栄子君 入場） 

○議長（岡﨑利久君） 以上で、今期定例会の

日程は全て議了をいたしました。 

 閉会に当たり、市長から挨拶の申し出があり

ますので、発言を許します。 

 市長。 

○市長（中平富宏君） それでは、閉会に当た

りまして、一言御挨拶を申し上げます。 

 去る３月５日に開会しました今期定例会は、

本日までの２３日間、議員の皆様におかれまし

ては、連日、熱心に御審議いただき、御提案申

し上げました４３議案につきまして、それぞれ

原案のとおり御決定をいただき、まことにあり

がとうございました。 

 今会期中に、一般質問や質疑等を通じまして

お寄せいただきました貴重な御意見や御提言に

つきましては、今後、さらに検討をいたしなが

ら、市政の執行に反映させてまいりたいと考え

ております。 

 平成３１年度を迎えるに当たり、基本的な考

え方につきましては、行政方針の中で申し上げ

ましたとおり、一つ一つの課題に全力で取り組

んでまいりますので、市民並びに議員の皆様方

におかれましては、今後ともより一層の御指導、

御協力を賜りますよう、お願いを申し上げます。 

 さて、今議会は、議員の皆様には任期最後の

定例会となりました。この４年間、市政発展の

ために、大変貴重な御指導、御助言をいただき

ましたことに対しまして、心から厚くお礼を申

し上げます。 

 特に、今期をもって御勇退される議員におか

れましては、大変長きにわたりまして、本市の

発展のために多大な御尽力を賜りましたことを

心から感謝を申し上げます。ありがとうござい

ました。 

 どうか健康に御留意されまして、今後とも市

政発展のため、御指導、御協力をいただきます

ようお願いを申し上げます。 

 また、再度の出馬を予定されておられます議

員の皆様におかれましては、再びこの議場でお

会いできますことを御祈念申し上げまして、閉

会の挨拶とさせていただきます。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（岡﨑利久君） 以上で、市長の挨拶は

終わりました。 

 これにて、平成３１年第１回宿毛市議会定例
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会を閉会いたします。 

午後 ４時４９分 閉会 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 
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委員会審査報告書 

 

  本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

事件の 番号       件          名 審査結果 理 由 

議案第 ３号 平成３０年度宿毛市一般会計補正予算について 原案可決 適 当 

議案第 ４号 
平成３０年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正

予算について 
原案可決 適 当 

議案第 ５号 
平成３０年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予

算について 
原案可決 適 当 

議案第 ６号 
平成３０年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第 ７号 
平成３０年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計補

正予算について 
原案可決 適 当 

議案第 ８号 
平成３０年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算

について 
原案可決 適 当 

議案第 ９号 
平成３０年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第１０号 
平成３０年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計補正

予算について 
原案可決 適 当 

議案第１１号 
平成３０年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算

について 
原案可決 適 当 

議案第１２号 
平成３０年度宿毛市土地区画整理事業特別会計補正

予算について 
原案可決 適 当 

議案第１３号 
平成３０年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予

算について 
原案可決 適 当 

議案第１４号 平成３０年度宿毛市水道事業会計補正予算について 原案可決 適 当 

議案第１５号 平成３１年度宿毛市一般会計予算について 原案可決 適 当 
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議案第１６号 
平成３１年度宿毛市国民健康保険事業特別会計予算

について 
原案可決 適 当 

議案第１７号 
平成３１年度宿毛市へき地診療事業特別会計予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第１８号 
平成３１年度宿毛市定期船事業特別会計予算につい

て 
原案可決 適 当 

議案第１９号 
平成３１年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計予

算について 
原案可決 適 当 

議案第２０号 
平成３１年度宿毛市学校給食事業特別会計予算につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第２１号 
平成３１年度宿毛市下水道事業特別会計予算につい

て 
原案可決 適 当 

議案第２２号 
平成３１年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計予算

について 
原案可決 適 当 

議案第２３号 
平成３１年度幡多西部介護認定審査会特別会計予算

について 
原案可決 適 当 

議案第２４号 
平成３１年度宿毛市介護保険事業特別会計予算につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第２５号 
平成３１年度宿毛市土地区画整理事業特別会計予算

について 
原案可決 適 当 

議案第２６号 
平成３１年度宿毛市後期高齢者医療特別会計予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第２７号 平成３１年度宿毛市水道事業会計予算について 原案可決 適 当 
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                               平成３１年３月２５日  

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

 

                        総務文教常任委員長 野々下 昌 文  

 

委員会審査報告書 

 

  本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

事件の 番号       件          名 審査結果 理 由 

議案第２８号 宿毛市プロポーザル審査委員会条例の制定について 原案可決 適 当 

議案第３３号 
宿毛市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第３４号 
宿毛市手数料徴収条例の一部を改正する条例につい

て 
原案可決 適 当 

議案第３５号 
宿毛市立小学校設置条例の一部を改正する条例につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第３９号 
宿毛市消防団員（非常勤）の報酬及び費用弁償支給

条例の一部を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第４１号 特定事業契約の締結について 原案可決 適 当 
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                               平成３１年３月２５日  

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

 

                        産業厚生常任委員長 山 本   英  

 

委員会審査報告書 

 

  本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

事件の 番号       件          名 審査結果 理 由 

議案第２９号 宿毛市立認可外保育所設置条例の制定について 原案可決 適 当 

議案第３０号 
宿毛市再生可能エネルギー発電設備の適正な設置及

び管理に関する条例の制定について 
原案可決 適 当 

議案第３１号 
宿毛市都市計画マスタープラン策定委員会設置条例

の制定について 
原案可決 適 当 

議案第３２号 
宿毛市放置自動車の発生の防止及び適正な処理に関

する条例の一部を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第３６号 
宿毛市人権尊重の社会づくり条例の一部を改正する

条例について 
原案可決 適 当 

議案第３７号 
宿毛市地域包括支援センターの職員及び運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第３８号 
宿毛市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正

する条例について 
原案可決 適 当 

議案第４０号 和解及び損害賠償の額の決定について（追認） 原案可決 適 当 
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                               平成３１年３月２５日  

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

 

                        総務文教常任委員長 野々下 昌 文 

 

陳情審査報告書 

 

  本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１４３条第

１項の規定により報告します。 

記 

 

受理番号 件          名 審査結果 理  由 

第１７号 宿毛小中学校改築に関して慎重審議を求める陳情 採  択 適  当 

第１８号 
宿毛小・中学校建設計画に伴う学校統合と今後の宿毛

市小中学校再編について 
採  択 適  当 
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                               平成３１年３月２５日  

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

 

                        産業厚生常任委員長 山 本   英 

 

陳情審査報告書 

 

  本委員会に付託の陳情は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１４３条第

１項の規定により報告します。 

記 

 

受理番号 件          名 審査結果 意  見 

第１６号 
街区の浸水・防水対策と「与市明川の抜本的改修」に

よる、与市明川沿線の浸水防止を求める意見書 
趣旨採択 趣旨妥当 

第１９号 
精神障がい者への交通運賃割引制度の適用を求める意

見書採択のお願い 
採  択 適  当 
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                               平成３１年３月１９日  

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

 

                        総務文教常任委員長 野々下 昌 文 

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

  

記 

１ 事 件 （１） 総合計画の策定状況について 

      （２） 行政機構の状況について 

      （３） 財政の運営状況について 

      （４） 公有財産の管理状況について 

      （５） 市税等の徴収体制について 

      （６） 地域防災計画について 

      （７） 教育問題について 

２ 理 由 議案審査の参考とするため 
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                               平成３１年３月２０日  

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

 

                        産業厚生常任委員長 山 本   英 

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

 

記 

１ 事 件 （１） 農林水産業の振興対策状況について 

      （２） 商工業の活性化対策状況について 

      （３） 観光産業の振興対策状況について 

      （４） 市道の管理状況について 

      （５） 環境、保健衛生の整備状況について 

      （６） 下水道事業の運営管理状況について 

      （７） 保育施設の管理状況について 

      （８） 介護保険制度について 

２  理  由  議案審査の参考とするため 
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                               平成３１年３月２５日  

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

 

                          議会運営委員長 寺 田 公 一  

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

 

記 

１ 事 件 （１） 議会の運営に関する事項 

      （２） 議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項 

      （３） 議長の諮問に関する事項 

      （４） 議会報に関する事項 

２ 理 由 議会運営を効率的かつ円滑に行うため 
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意見書案第１号 

   精神障がい者への交通運賃割引制度の適用を求める意見書 

 地方自治法第９９条の規定により、別紙のとおり意見書を提出する。 

  平成３１年３月２７日提出 

                      提出者 宿毛市議会議員 山 本   英 

                      賛成者 宿毛市議会議員 山 岡   力 

                       〃     〃    川 田 栄 子 

                       〃     〃    髙 倉 真 弓 

                       〃     〃    山 上 庄 一 

                       〃     〃    寺 田 公 一 

                       〃     〃    宮 本 有 二 

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

説明 口頭 

 

   精神障がい者への交通運賃割引制度の適用を求める意見書（案） 

 

 障害者基本法は、精神障がい者も身体障がい者及び知的障がい者と同じ「障がい者」として

定義されており、障がい者の自立及び社会参加支援等に向けた基本理念を定めている。障がい

者の自立や社会参加を促進するためには、公共交通機関などの移動支援の確保が必要不可欠で

あり、各種交通事業者は、ＪＲ、民間鉄道、航空、旅客船、バス、タクシー、高速道路などを

対象に障がい者に対する交通運賃割引制度を設け、障がい者の経済的負担の軽減を図っている。

しかし、精神障がい者については、現在も尚、ＪＲや高速道路など交通運賃割引制度の対象か

ら除外されているものもあり、精神障がい者の社会参加を促す上で大きな課題となっている。 

 精神障がい者家族会の全国組織である全国精神保健福祉会連合会が実施したアンケート調査

結果（回答者約４，８００人）によると、精神障がい者の１か月の平均収入は約６万円、そし

て無年金者は約２０％にも及ぶ。当然のこととして、交通費の負担が大きく「作業所に行くの

をやめた」「どこにも出かけないようにしている」「外出は自転車で行ける範囲」など社会参

加に程遠い深刻な実態が明らかになっている。 

 改正障害者基本法、障害者総合支援法、障害者差別解消法などの国内法が整備され、平成２

６年２月に国連障がい者権利条約が発効した。条約第２０条では「障がい者自身が、自ら選択

する方法で、自ら選択する時に、かつ、負担しやすい費用で移動することを容易にするこ

と。」及び第４条では「障がい者に対する差別となる既存の法律、規則、慣習及び慣行を修正

し、又は廃止するためのすべての適当な措置をとること。」「この条約と両立しないいかなる

行為又は慣行も差し控えること。また、公の当局及び機関がこの条約に従って行動することを

確保すること。」と定めている。 

 一連の国内法や条約に照らせば、障がい者の交通運賃割引制度から精神障がい者を除外する

ような状況は、一刻も早く是正されなければならない問題である。 
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 よって、国会及び政府に対し、精神障がい者にも身体障がい者及び知的障がい者と同等に交

通運賃割引制度の適用対象とするよう各種交通事業者に働きかけ、必要な措置を講じるよう強

く要望する。 

 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

  平成３１年３月２７日 

                    高知県宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 

 衆 議 院 議 長 殿 

 参 議 院 議 長 殿 

 内 閣 総 理 大 臣 殿 

 内 閣 官 房 長 殿 

 厚 生 労 働 大 臣 殿 
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決議案第１号 

   川田栄子議員に対する辞職勧告決議について 

 川田栄子議員に対する辞職勧告を別紙のとおり決議する。 

  平成３１年３月２７日提出 

                      提出者 宿毛市議会議員 寺 田 公 一 

                      賛成者 宿毛市議会議員 川 村 三千代 

                       〃     〃    原 田 秀 明 

                       〃     〃    山 岡   力 

                       〃     〃    山 本   英 

                       〃     〃    髙 倉 真 弓 

                       〃     〃    山 上 庄 一 

                       〃     〃    山 戸   寛 

                       〃     〃    野々下 昌 文 

                       〃     〃    松 浦 英 夫 

                       〃     〃    宮 本 有 二 

                       〃     〃    濵 田 陸 紀 

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

説明 口頭 

 

   川田栄子議員に対する辞職勧告決議 

 

 川田議員は、これまでの議会活動において、再三問題発言を繰り返し、議会運営を妨げ、幾

度となく議長の要請による取り消しも行ってきた。 

 このような、議会の秩序を乱す行為は、断じて許されることではなく、平成３０年第４回定

例会において、問責決議を全会一致で可決された。 

 にもかかわらず、反省することもなく今議会の一般質問・討論においても、同様の問題発言

を繰り返し、幾度となく議事運営を中断させた。 

 議長並びに議会運営委員会での注意にも挑発的な態度を繰り返し、悔悛の情が一切見受けら

れない。 

 以上、辞職勧告を決議する。 

 

  平成３１年３月２７日 

                       宿 毛 市 議 会 
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一  般  質  問  通  告  表 

                           平成３１年第１回定例会    

質問 

順位 
質 問 議 員      質 問 の 要 旨                      

１ 
 ５番 

 山本 英君 

１ 水道法改正について（市長） 

 

２ 自然体験型の観光について（市長） 

 

３ 空き家対策について（市長） 

（１）空き家の現状について 

（２）特定空家の認定基準について 

（３）代執行、略式代執行について 

 

４ 宿毛九州間のフェリーの今後について（市長） 

 

５ 我が国の安全保障について（市長） 

（１）国の在り方について 

（２）自衛隊誘致について 

２ 
１０番 

野々下昌文君 

１ 市内の浸水対策について（市長） 

（１）市内街区の浸水対策について 

 

２ 公立小中学校の体育館と特別教室への空調設備の設置につ

いて（教育長） 

（１）普通教室への設置計画について 

（２）体育館・特別教室への空調設備の設置について 

 

３ 高齢者保健福祉計画について（市長） 

（１）第７期宿毛市高齢者保健福祉計画及び宿毛市介護保健事

業計画の中での地域包括ケアシステムについて 

（２）認知症対策について 

 

４ 風疹対策について（市長） 

（１）対象者数・抗体検査と予防接種方法について 

 

５ Ｎｅｔ１１９緊急通報システムの導入について（市長） 

（１）本市の取り組み状況について 

（２）対象者数について 
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３ 
 ８番 

 山戸 寛君 

１ 宿毛市における小中学校整備ＰＦＩ事業について 

                    （市長、教育長） 

（１）ＰＦＩ採択可能性調査の段階について 

  ア 校舎建設事業費の算定について 

（２）優先交渉権者決定の段階について 

  ア 情報非開示で進められた理由について 

  イ 要求水準書策定について 

  ウ 「宿毛市における小中学校整備事業審査講評」につい

て 

（３） 契約から建築工事完了までの段階について 

  ア 契約金額について 

  イ 設計並びに工事の実行体制について 

  ウ 設計並びに工事の監理体制について 

（４） 建設終了後の維持管理の段階について 

  ア 維持管理計画について 

  イ 維持管理費用の支払い計画について 

（５） 資金計画について 

  ア 事業費財源（国庫等補助金、起債、一般財源）につい

て 

  イ 事業費支払い、平準化の割合・効果について 

  ウ 今後の公債比率の上昇について 

（６）市長の政治姿勢について 

４ 
 ６番 

 髙倉真弓君 

１ 虐待・いじめの現状、対策について（市長、教育長） 

（１）宿毛市の取り組みについて 

（２）教育現場における現状、対策について 

 

２ 観光事業について（市長） 

（１）お魚しゃぶしゃぶの現状と今後の取り組みについて 

 

３ オランダとのホストタウンに係る交流事業等について 

                        （市長） 

 

４ 環境問題について（市長） 

（１） 新設加工場の施設環境について 

 

５ 平成３０年７月豪雨災害等の状況について（市長） 

（１） 公共土木施設等の復旧について 

（２） 被災した方への支援内容について 
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５ 
１１番 

 松浦英夫君 

１ 防災対策について（市長） 

（１）避難タワーの建設について 

 

２ 水産振興について（市長） 

（１）養殖業の位置づけについて 

（２）養殖業への支援について 

（３）庁内体制の確立について 

（４）水産改革関連法について 

（５）高知県１漁協構想について 

６ 
 １番 

 川田栄子君 

１ 猫問題解決について（市長） 

（１）野良猫に関する取り組みについて 

  ア 本市での野良猫の数と捨て猫の場所の現状把握調査に

ついて 

  イ 行政の役割について 

  ウ 県からのポスター活用について 

  エ 本市の代表的な取り組みと成果について 

  オ ＴＮＲへの取り組みについて 

  カ 老人等の多頭崩壊の支援について 

（２）地域猫活動支援事業について 

  ア 高知県地域猫活動支援事業の推進について 

 

２ ＰＦＩ事業について（市長、教育長） 

（１）ＰＦＩ事業の検討について 

  ア 教育委員会で合築についての議論の内容について 

  イ 市と業者の垣根について 

  ウ ＰＦＩ導入と教育の合築を適切とした理由について 

  エ 議会説明について 

  オ ２社の提案書について 

  カ 合築に対する学校現場の声について 

  キ ＰＦＩに期待するものメリット、デメリットについて 

  ク 良い建物と合築と教育問題について 

  ケ 審査委員会７人について 

 

３ 職員の酒気帯び運転について（市長、教育長） 

（１）上層部の責任について 
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平成３１年第１回宿毛市議会定例会議決結果一覧表 

 

   議  案 

 

議案番号 件 名                議決月日 結  果 

第 １号 
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を

求めることについて 
３月２７日 同  意 

第 ２号 
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を

求めることについて 
３月２７日 同  意 

第 ３号 平成３０年度宿毛市一般会計補正予算について ３月２７日 原案可決 

第 ４号 
平成３０年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補

正予算について 
３月２７日 原案可決 

第 ５号 
平成３０年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正

予算について 
３月２７日 原案可決 

第 ６号 
平成３０年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算

について 
３月２７日 原案可決 

第 ７号 
平成３０年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計

補正予算について 
３月２７日 原案可決 

第 ８号 
平成３０年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予

算について 
３月２７日 原案可決 

第 ９号 
平成３０年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算

について 
３月２７日 原案可決 

第１０号 
平成３０年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計補

正予算について 
３月２７日 原案可決 

第１１号 
平成３０年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予

算について 
３月２７日 原案可決 

第１２号 
平成３０年度宿毛市土地区画整理事業特別会計補

正予算について 
３月２７日 原案可決 

第１３号 
平成３０年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正

予算について 
３月２７日 原案可決 

第１４号 
平成３０年度宿毛市水道事業会計補正予算につい

て 
３月２７日 原案可決 

第１５号 平成３１年度宿毛市一般会計予算について ３月２７日 原案可決 

第１６号 
平成３１年度宿毛市国民健康保険事業特別会計予

算について 
３月２７日 原案可決 
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第１７号 
平成３１年度宿毛市へき地診療事業特別会計予算

について 
３月２７日 原案可決 

第１８号 
平成３１年度宿毛市定期船事業特別会計予算につ

いて 
３月２７日 原案可決 

第１９号 
平成３１年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計

予算について 
３月２７日 原案可決 

第２０号 
平成３１年度宿毛市学校給食事業特別会計予算に

ついて 
３月２７日 原案可決 

第２１号 
平成３１年度宿毛市下水道事業特別会計予算につ

いて 
３月２７日 原案可決 

第２２号 
平成３１年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計予

算について 
３月２７日 原案可決 

第２３号 
平成３１年度幡多西部介護認定審査会特別会計予

算について 
３月２７日 原案可決 

第２４号 
平成３１年度宿毛市介護保険事業特別会計予算に

ついて 
３月２７日 原案可決 

第２５号 
平成３１年度宿毛市土地区画整理事業特別会計予

算について 
３月２７日 原案可決 

第２６号 
平成３１年度宿毛市後期高齢者医療特別会計予算

について 
３月２７日 原案可決 

第２７号 平成３１年度宿毛市水道事業会計予算について ３月２７日 原案可決 

第２８号 
宿毛市プロポーザル審査委員会条例の制定につい

て 
３月２７日 原案可決 

第２９号 宿毛市立認可外保育所設置条例の制定について ３月２７日 原案可決 

第３０号 
宿毛市再生可能エネルギー発電設備の適正な設置

及び管理に関する条例の制定について 
３月２７日 原案可決 

第３１号 
宿毛市都市計画マスタープラン策定委員会設置条

例の制定について 
３月２７日 原案可決 

第３２号 
宿毛市放置自動車の発生の防止及び適正な処理に

関する条例の一部を改正する条例について 
３月２７日 原案可決 

第３３号 

宿毛市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費

用弁償に関する条例の一部を改正する条例につい

て 

３月２７日 原案可決 

第３４号 
宿毛市手数料徴収条例の一部を改正する条例につ

いて 
３月２７日 原案可決 
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第３５号 
宿毛市立小学校設置条例の一部を改正する条例に

ついて 
３月２７日 原案可決 

第３６号 
宿毛市人権尊重の社会づくり条例の一部を改正す

る条例について 
３月２７日 原案可決 

第３７号 

宿毛市地域包括支援センターの職員及び運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例につ

いて 

３月２７日 原案可決 

第３８号 
宿毛市水道事業の設置等に関する条例の一部を改

正する条例について 
３月２７日 原案可決 

第３９号 
宿毛市消防団員（非常勤）の報酬及び費用弁償支

給条例の一部を改正する条例について 
３月２７日 原案可決 

第４０号 和解及び損害賠償の額の決定について（追認） ３月２７日 原案可決 

第４１号 特定事業契約の締結について ３月２７日 原案可決 

第４２号 工事請負契約の締結について ３月２７日 原案可決 

第４３号 工事請負契約の締結について ３月２７日 原案可決 
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   陳  情 

 

受理番号 件 名                議決月日 結  果 

第１６号 

街区の浸水・防水対策と「与市明川の抜本的改

修」による、与市明川沿線の浸水防止を求める意

見書 

３月２７日 趣旨採択 

第１７号 宿毛小中学校改築に関して慎重審議を求める陳情 ３月２７日 採  択 

第１８号 
宿毛小・中学校建設計画に伴う学校統合と今後の

宿毛市小中学校再編について 
３月２７日 採  択 

第１９号 
精神障がい者への交通運賃割引制度の適用を求め

る意見書採択のお願い 
３月２７日 採  択 

 

 

 

 


